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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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※読む前のご注意！


　雑誌掲けい載さいの時期により本編と時系列の差が生じております。どうぞ、ご了りよう承しようください。


　なお、この短編集には過か激げきな「おっぱい」表現が含ふくまれます。保管するときは小さなお子さんの手の届かない場所にお願いします。












　Life.1　アクマのおしごと












　突とつ然ぜんだが俺は目の前の物体をどうしていいのか困こん惑わくしていた。


　眼前におっぱいがある。


　ああ、そのおっぱいだ。間ま違ちがいなく乳ち房ぶさだ。極ごく上じようにやわらかそうな丸い物体がふたつも目の前にある。


　吸い付くべきか……いや、その前にこの状じよう況きように至るまでを説明しよう。


　体育の時間、体調が芳かんばしくなかったので保健室に来たんだ。あいにく、保健の先生がいなかったので、来る間までベッドで横になろうと潜もぐり込んだわけだが……。


　どうやら、ついつい少しばかり眠ねむってしまっていたようで。


「うーん」と目を開けてみると、そこには雪のように白い乳房があったのでした。


　俺はこのおっぱいに見覚えがあった。てか、リアルで生なま乳ちちを見たのは母さんのと、もう一人だけだ。


　視線を少しだけ動かし、おっぱいの持ち主の顔を確かく認にんする。


「……すーすー」


　静かに寝ね息いきを立てるのは真しん紅くの長ちよう髪はつをした部長。俺の「お姉さま」だ。


　……なんで部長が俺の寝ているベッドに……しかも全ぜん裸らで……。


　つーか、黒い翼つばさが背中から飛び出してますよ、部長。寝ているから無防備に出てしまったのかな。


　少し前にも俺と部長はベッドインしてしまっている。その詳しよう細さいはここでは省くが、そういうことになってしまったんだ。


　あのとき部長は全裸姿で、そのときの光景は俺の脳のう内ないに保存されている。


　ああ、永久保存だ！　たまに若気の至りを静めるために使っています！


　まさか、二度目のベッドインがこうも早く訪おとずれるとは……。しかもなんだか俺の頭を抱だきかかえるように寝ているんですけど……。


　鼻先におっぱいの感かん触しよくが当たってて……。


　すごいね、おっぱい！　やわらかいよ！


　くそ、涙なみだが止まらないぜ！　目の前に宝があるのに、手を出すこともできねぇッ！


　鼻先だけで堪たん能のうしないといけないのか!?


　そうこうしているうちに起きたのか部長が目を静かに開ける。


「……あら、イッセー。ふぁぁぁぁ」


　部長があくびをひとつした。


「……ぶ、部長、こ、この状況は、い、いったい……」


　俺がドキドキしながら質問すると、部長は抱きかかえる俺の頭部をなでなでしながら言う。


「ちょっとだけ気だるくなってしまったのよ。保健室で少しだけ仮か眠みんしようと思って入ってみたらイッセーが寝ていたから、お邪じや魔まさせてもらったわ」


「お、お邪魔……」


　言葉に困った。そうきたか！　少し寝ている間にそんなシチュエーションが展開していたのか！


「お邪魔だった？」


「いえ！　最高です！　じゃなくて！　なんていうか、なんというか！」


　お邪魔!?


　とんでもない！　感動で涙が止まりませんよ、部長さま！


「で、でも、全裸というのは、い、いささか仮眠をするにもやりすぎでは？」


「私は裸はだかじゃないと眠れないの。それと寝ながら抱ける枕まくらやぬいぐるみなんかがあると完かん璧ぺきね」


　ま、枕。ぬ、ぬいぐるみ。そうか、俺は枕かぬいぐるみの代わりか。いえいえ、それでも十分だぜ！


　部長が俺の顔をマジマジと見つめる。部長、なんです？


「……イッセーは女の子の胸が好きなの？」


「はい！　大好きです！」


　俺は即そく答とうした。当然だろう。


　本音だ。ここだけは噓うそをつけない。俺はエロで動く男子高校生です。


　それを聞き、部長は小こ悪あく魔ま的な微び笑しようを見せる。
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　俺の耳元へ顔を近づけてきた。紅くれないの髪かみから良よい匂においがする。それが俺の脳みそをとろけさせてしまう。


　そして、トドメがこれだ。


「私の胸、触さわってみる？」


　──ッッ!!


　女子に言われてみたいセリフ上位の言葉を耳元で囁ささやかれ、俺の体中を何か得え体たいの知れないものが駆かけ巡めぐる。


　触りたい！　もみたい！　吸いつきたい！　これって、男の夢ですよ！


　脳内お花畑状態の俺に部長は言う。


「じゃあ、私のお願いを聞いてくれるかしら？」


「はい！」


　なんですか！　おっぱいをもめるなら何でもしますよ、お姉さま！　どんなお願いでも叶かなえてみせます！


　頭のなかがピンク一色になった俺へ部長はにこやかに言う。


「契けい約やくをひとつ取ってみなさい」





　　　　─○●○─





「ただいま到とう着ちやくしましたー」


　元気よくあいさつをするアーシア。俺とアーシアは授業が終わるなり、部室に足を運んでいる。


「あらあら、イッセーくんアーシアちゃん早いですね。お茶、いかが？」


　ニコニコ顔の朱あけ乃のさんが笑え顔がおで迎むかえてくれた。


　今日も黒くろ髪かみつやつやのポニーテールが素す敵てきです、朱乃さん。おっぱいも相変わらずの大きさだぜ。


「もらいます！」


　俺の返事を聞くなり、朱乃さんはポットのお湯を急きゆう須すへ注ついでくれている。どうやら、俺以外の面子メンツはそろっていたようだ。奥で部長も優ゆう雅がにお茶を飲んでいる。


「や、小こ猫ねこちゃん」


　俺は部屋の一角に座る小こ柄がらな少女へあいさつをする。


「……どうも」


　ふふふ。いやー、この二人に学園一の美少女リアス部長とアーシアちゃんも含ふくめると、無敵の美少女チームが誕生する。美少女だらけのオカルト研究部！　最強の職場だよな！


　俺はこの方々に会うためだけにここへ来ていると言っても過言じゃない。ああ、オカ研に入ってよかった！　ここの空気は澄すんでいて最高においしいと思うんだ！


「やあ」


　俺へ手をあげてあいさつしてくる輩やからがいた。……木き場ばだ。さわやかフェイスが癇かんに障さわるイケメンくん。我わが校男子の敵だ。チッ。イケメンが。


「あー、はいはい」


　俺は半眼でぶっきら棒に手をふってやった。チッ。イケメンめ。


「全員そろったわね。それじゃ、お話でも始めましょうか」


　部長が俺たちを確認するなり、そう告げる。俺と部員たちは部室のテーブルを囲うようにソファに座った。上座はもちろん紅べに髪がみの部長さま。定例のオカ研会議が始まる。





　　　　─○●○─





「私が監かん督とく役としてイッセーに付き添そうわ」


　夜まで続いている会議の議題が俺のことになったとき、部長が開口一番にそう言った。


　オカルト研究部の活動方針。表向きは学内でのオカルト研究について。お化けやら魔ま術じゆつやら、そっち方面に関する事こと柄がらを調査するのが主おもな活動だ。


　だが、本当の活動内容は違ちがう。


　俺たちは悪魔だ。空が夕ゆう闇やみに包まれた頃ころ、本当の「仕事」が始まる。


　悪魔の仕事とは、魔ま方ほう陣じんから召しよう喚かんされ、呼び出した者と契約を結ぶこと。願いを叶かなえる代わりに代価をいただくんだ。


　代価はお金であったり、物であったり、時には命をいただくこともある。


　最近は魔方陣を描えがいてまで悪魔を呼び出そうとする輩も少なく、現代の悪魔は魔方陣付きのチラシを欲よく望ぼうの強そうな人間に配って召喚作業をなんとかしていた。


　会議の話に戻もどるが、その悪魔の仕事に関して、どうにも俺が要領の悪い結果を残し続けていた。


　いまだに契約をひとつも結んでいなかったりする……。うぅ、我ながらなんとも情けない限りだ。


　いや、仕事は入る。それは問題ない。しかし、いざ契約者のもとへ行くと、わけのわからない出来事にぶつかり、毎回破は談だんしていた。


　でも召喚してくれた人たちとは仲良くなれているわけで……。まあ、悪魔は契約結んでナンボなんで、いくら仲良くなっても依い頼らいを叶えないんじゃ意味がない。


　部長も俺の成績に頭を悩なやませていて、ついに先ほどの発言に至った。


　部長の手を煩わずらわせるとは……。俺はなんて不ふ甲が斐いない男なんだろうか。しかも俺を呼び出す人たちは決まって変態ばかりだ。


　こんな調子では俺の夢であるハーレム王は叶えられないだろう。ああ、そうさ！　俺は悪魔として契約をバンバン取って取って取りまくり、成り上がって魔ま王おうさまから爵しやく位いをいただくのさ！


　そんで上級悪魔になったら、美少女美女をてんこ盛もりで下しも僕べ悪魔にして、俺だけのハーレムを作るっ！


　その日のために俺は辛つらい下積み生活に突とつ入にゆうしたわけだが……。現実は厳きびしい。


　クソ！　両りよう脇わきに女の子をはべらして、一夫多妻制について語りてぇぇぇぇ！


「……下品な妄もう想そう禁止」


　あう！　小猫ちゃんにジト目で言われた。妄想を見破られたらしい。


　普ふ段だん、無口無表情なのに時折入れてくる一言が心身に響ひびくぜ。


「フフフ、いやらしい笑顔をしていたよ」


　と、木場がさわやかにほざく。


　ブチン！　頭のどこかで何かが勢いよくぶちギレた。


「うるせぇぇぇぇっ！　木場ぁぁぁっ！　俺はおまえと違って妄想の中でしかモテないんだよ！　脳内でしかエロいことできないんだよ！　俺の妄想は俺のもんだ！　ちくしょう！　俺だってイケメンに生まれたかった！　地球上のイケメンなんていなくなっちまえばいいんだ！　ハーレムを作る霊れい長ちよう類るいは皆みな敵だ！」


　怨えん恨こんを叫さけびながら俺は涙目になっていた。


「もう、泣かないの。霊長類って、あなたね、まさか、チンパンジーやゴリラまで敵視するつもりなの？」


　部長がため息をつきながら、俺の頭をなでなでしてくれた。


「うぅ、俺だってモテるならデスメタル並みのイカレたドラミングしますよ……。なんで俺たちはゴリラから進化しなかったんだ……」


　もはや、支し離り滅めつ裂れつなことを口走っている俺。だが、部長の頭なでなでは最高だ。


　ああ、美少女さまにこんなことをされると心の痛みが消え去っていきます。


　カッ！


　そのとき、部室の床ゆかに描かれている巨きよ大だいな魔方陣が光りだす。青白い光を発しながら、室内を淡あわく照らす。


　この魔方陣が光りだすということは、俺の住む町のどこかで悪魔を召喚しようとしている証しよう拠こだ。


　つまり、俺たちが欲よくを持つ人間に呼ばれている。俺たちはこの魔方陣から依頼者のもとへ転移して、願いを叶えるわけだ。これが悪魔の仕事の始まり。


　朱乃さんがポニーテールを揺ゆらしながら、魔方陣のもとへ歩み寄ると、手をかざして何かを調べだした。


　ものの数秒ほど確かく認にんを取ると、俺と部長へ笑みを向ける。


「部長、イッセーくんでも解決できそうな願いみたいです」


　その報告を受けて部長がうなずいた。


「わかったわ。さて、イッセー行くわよ」


　部長が俺の手を取り、魔方陣のほうへ連れて行こうとする。


「ぶ、部長！　マジで俺と一いつ緒しよに行くんですか？」


　本当に俺の仕事を監督するんですか？　そ、そんなの、恥はずかしくていつも以上に機能できないかもしれないですよ！


　戸と惑まどう俺の頰ほおへ部長が手を伸のばし、ニッコリと微笑んでくれた。


「あなたは可愛い私の下僕なんだから、ちゃんと面めん倒どう見てあげるわ。だから、付いてきなさい」


　うっ……、卑ひ怯きようですよ、部長。そんな風に言われたら甘えたくなるじゃないですか。


「はい、よろしくお願いします」


　俺は顔を真っ赤にしてしまう。


「イッセーさん！　がんばってください！」


　アーシアの応おう援えんも受けて俺は部長と共に魔方陣の光のなかへ消えていった。





　　　　─○●○─





　眩まばゆい光が消え去ると、そこはどこかの一室だった。部屋の間取りからしてジャンプ先はアパートか？


　部屋をぐるりと見み渡わたすと、溢あふれかえる戦国グッズ！


　模造刀が鞘さやに納まったまま、壁かべにずらりと飾かざってあり、城のポスターがあちらこちらに貼はってある。「風林火山」と筆書きされた書が力強い。


　戦国武将が被かぶる兜かぶとも棚たなの上に置かれていた。部屋は薄うす暗ぐらいが、行あん灯どんや提ちよう灯ちんには灯ひがついている。


「おわっ！」


　俺は声を出して驚おどろいてしまった。当然だろう。だって、眼がん前ぜんに武将の鎧よろいがあるのだから。


　こういうのって、「○○具足」とか難むずかしい漢字が名前の奴やつだよな？　すげぇ高いと思ったが。


　行灯の灯あかりに照らされているので余計不気味だ。


　って、依頼者は誰だれだ？　誰が部長と俺を呼んだのだろうか？　きょろきょろと部屋のあちらこちらへ目を配らせても人ひと影かげは見当たらない。


「あ、あの……」


　ガシャン。


　女性の声と共に戦国武将の鎧が動いた。


「うわっ！」


　俺は声をあげて驚いてしまった。


「あ、悪魔の方ですか……？」


　顔面を覆おおうマスクから眼光鋭するどい視線を感じる！　プレッシャーがハンパじゃないんですけど！　しかし、迫はく力りよくとは正反対のかわいい声だ！　マ、マジで女性……？


「は、はい。悪魔です」


　俺は驚きを隠かくしながら、こくりとうなずいた。


「ほ、本当に悪魔を呼び出してしまったんですね……私……」


「し、失礼ですが、ひとつ確認させてください。じょ、女性ですか……？」


　俺の問いに鎧武者がうなずく。


「しかし、驚きました……。悪魔っているんですね……」


　驚いたって、それはこっちのセリフだ！　どこの世界に部屋で甲かつ冑ちゆうを着込む女の子がいるんだよ！


「私、スーザンって言います。見ての通り、趣しゆ味みは戦国グッズを集めることでして……」


　スーザン!?　外国の方ですか!?　驚くことばかりだよ！


「こんな姿でゴメンなさい……。深夜だと何かと物ぶつ騒そうですから、こうやってついつい鎧で身を固めてしまうんです……」


　あんたのほうが物騒だとツッコんだら負けだな。


「異文化交流の基本はその国の特色と触ふれ合うこと。素す敵てきだわ」


　うんうんと感心するようにうなずく部長。いやいや、なんか違いますよ、それ。


「でも良かったです。出てきたのがやさしそうな悪魔さんで。怖こわい悪魔さんだったら、この『鬼き神じん丸まる国くに重しげ』を抜ぬかざるを得ないと思ってましたので……」


　鞘に納まった日本刀を手にしているスーザン。怖こえぇ！　スーザン、マジ怖ぇ！


「そ、それで、俺たち悪魔を召喚した理由はなんでしょうか？　願いがあったから呼んだんですよね？」


　俺が訊きくと、クスンクスンと甲冑の奥から泣き声が聞こえてくる。


「……私が留学している大学まで、一緒にノートを取りに行ってください……。深夜の大学は怖いんですよぅ……」


　俺はあんたが一番怖い。とは、絶対に言えなかった。








　ガシャンガシャン。


　深夜、住宅街を徘はい徊かいする鎧武者。もはや怪かい奇き現象だ。俺の町が心しん霊れいスポットになっちまうぞ。


　俺と部長はスーザンの願いを受け入れ、市内にある彼女が通う大学まで護衛することになった。正直、護衛いらないと思うけどさ……。


　スーザンは鎧武者のいでたちだ。いま、深夜だぜ？　夜の住人たる俺ら悪あく魔まより雰ふん囲い気き出ているってどういうことよ。


　ちくしょう！　俺を呼び出す人たちはやっぱり変なのばかりじゃないか！


　大学までノートを取りに行くのは俺と部長だけでいいと申し出たのだが、「いえいえ、悪魔さんたちだけ行かせられません。私も行きます！」と泣きながらついてきた。


「おおおおおおおん……」


　夜の道が怖いのか、泣きながら歩くスーザン。そんな唸うなるような低い声で泣かないでくれ。迫力がありすぎて怖すぎるんですけど。


　部長が「人間にしておくのが勿もつ体たい無ないぐらいの逸いつ材ざいね」と、スーザンの放つ独特の雰囲気に興きよう味み津しん々しんのご様子。スーザン、悪魔さまがみてるよ！


　彼女は極きよく端たんな怖がりで、少しでも恐きよう怖ふを感じると日本刀を振ふり回して身を守るらしい。


　明日あした使う大事なノートを大学に残してしまい、彼女はたいそう困ったそうな。そこに悪魔を呼び出すチラシが目に映うつり、召しよう喚かんしてしまったらしい。


　いちおう代価はもらっている。そこまでの願いではないし、ボランティアでもいいかなーって思ったのだが、あちらがどうしても払はらいたいというので申し出を受けた。


　ちなみに代価はお城の模型。部室に飾かざるしかないか。朱乃さんが喜ぶかも。代価であるお城の模型は、すでに魔ま方ほう陣じんから部室へ転送済みだ。


「ビクビクしないの。私が付いているのだから、もっと胸を張はって歩きなさい」
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「うぅ、ありがとうございますぅ」


　スーザンの隣となりについて励はげます部長。堂々と歩く鎧武者のほうも怖いですよ、部長。


「しかし、鎧なんて着込んで重くないんですか？」


　俺の質問だ。鎧を着て歩くなんて相当な体力がいるぞ。しかも女の子だし、大変なんじゃないか？


「問題ないです。これでもヒマさえあれば鎧を着込んで運動をしているので。もちろん、室内での運動ですけど。昔の武将は鎧を着て戦場を走り回ったんです。私にもそれぐらいのことができないと」


　何と競きそっているんですか、あなたは……。マジ理解不能だぜ、スーザン。


　って、鎧武者との夜の散歩も終わりのようだ。目的地の大学が見えてきた。


「あ、ここが私の通う大学です……。ね？　雰囲気出てて怖いでしょう？」


　いえ、あなたのほうが雰囲気出てますよ。深夜、大学の前に鎧武者。怖すぎる。


「さあ、入りましょう。ああ、怖い……」


　これから大学内を徘徊する鎧武者。想像しただけで身み震ぶるいする。


　こうして、仕事は問題なく進んだ。








　ノートを無ぶ事じに手に入れ、俺たちはスーザンの自室へと戻もどってきていた。


　部長も契けい約やく完かん了りようとばかりに部屋の床に帰き還かん用と思われる魔方陣を展開し始める。


「じゃあ、俺たちはこれで帰るから」


　俺は満面の笑えみを浮うかべながら、スーザンに別れを告げた。


　フフフ。口元が緩ゆるみっぱなしでしょうがない。当然さ。俺は無事に仕事を終えた。これが意味することは大きい。


　そう、部長との約束を果たした！　仕事を完かん遂すいすれば、俺は部長のおっぱいがもめる！


　あの豊ほう潤じゆんな乳ち房ぶさに顔を埋うずめられると思うと、性せい衝しよう動どうが止まらない！　ああ、若さゆえの興奮が徐じよ々じよに高まっていく！


　俺の視線は、すでに部長の胸むな元もとに照準が定まっていて、一いつ瞬しゆんも目を離はなしていない！


　そうだな、まずは右のおっぱい。円を描えがくようにもみもみしよう！　左のほうも手の上に載のせるような感じでタプタプと揺ゆらしながら重さを堪たん能のうして──。


「あ、あの……」


　いやらしい妄もう想そう全開の俺へスーザンがもじもじしながら話しかけてくる。


　え？　何？　鎧武者がそんな風に身をよじらせながら声をかけてくると不気味極きわまりないんですけど……。


「……ぶしつけなことかもしれませんが……失礼でないのでしたら、もうひとつ、叶かなえて欲しいお願いがあるんですけど……」


　お願い？　もうひとつの契けい約やくをしたいってことか。


　えー……。俺はさっさと帰って部長と──。


「ええ、かまわないわよ」


　露ろ骨こつに嫌いやな顔をしていた俺の横で、部長が快かい諾だくした。って、部長！　この鎧武者娘むすめのお願いをまた聞いちゃうんですかぁぁ!?


　涙なみだ目めの俺など露つゆ知しらず、部長はスーザンの願いを聞くために魔方陣を消してしまった。


　うぅ……。部長のおっぱいが遠ざかっていく……。


　失意に暮れる俺をほっといて部長はスーザンの話を聞いていた。


　スーザンは乙女おとめっぽくもじもじしながら話し始める。


「じ、実は……こ、今度、同じ大学の人に思い切ってアタックしようと思っているんです……」


「それって合戦ですか？　え？　まさか、辻つじ斬ぎり？」


「ち、違ちがいます！」


　あー、違うんだ。アタックとか言うから、ついつい戦いくさでもしかけるのかと思っちゃったよ。


「そ、その、好きな男性がいるんです……。お、奥手な私ですけど、この想おもいを彼にぶつけたくて……」


　なるほど。好きな人がいるのか。


　ふと想像したのが、ヒゲたっぷりの強こわ面もてで戦国武将のような漢おとこだ。この鎧よろい娘むすめが好きになりそうな男性はそんな感じではなかろうか。笑い声は「ガハハハハ！」。相手を呼ぶとき「うぬ」とか言いそうだ。


　話を聞いていた部長は笑みを浮かべてうなずいていた。


「素敵なお願いね。いいわ、その願いを聞き入れましょう」


「本当ですか？　よかった！　悪魔さんって、いい人なんですね！」


　部長の一言を聞き、スーザンはステップなんかしていた。鎧でステップを踏ふむな！　怖い！


「それで、私たちはどうすればいいのかしら？　告白のために華はなやかな演出を用意すればいいのかしら？　それとも一気に相手の心を魔ま力りよくで魅み了りようしてしまいたい？」


「いえいえ！　そ、その、出来れば自分の力で成し遂とげたいのですが……どうにも、こういうのは初めてでして……何からやっていいやら」


　ふむ。彼女は悪魔の力で強制的に好きな男を恋こい人びとにすることをよしとしなかった。つまり、自分の力で恋を成じよう就じゆさせたいわけだ。


　しかし、その方法がわからない。なので俺たちに協力を求めた、と。


「直接想いを伝えたほうが早いのでしょうけれど」


　部長のつぶやきにスーザンは首を横へ激しく振った。


「そ、そんなのいきなりは無理です！」


「じゃあ、手紙とかは？」


　俺の意見に部長もうなずく。


「そうね。ラブレターもいいと思うわ。文面で想いを伝えるのも素敵なことよ」


「わ、わかりました！　か、書いてみます！」


　スーザンは部屋の一角を探さぐり出すと、何かを取り出してきた。


　書道セットだ。書かき初ぞめ用紙を下に敷しくと、硯すずりでスミをすり始める。


　ズーリズーリ……。


　部屋の様相とスーザンの容姿を合わせると、スミをする姿は怪奇現象そのものだ。


　スミをする鎧武者。強い怨おん念ねんのようなものを感じてしまう……。もはやこの部屋に居つく地じ縛ばく霊れいにしか思えない。


　行あん灯どんの灯あかりに照らされて鎧が不気味に光っていた。誰だれか霊れい能のう者しや呼んで除霊してくれよ！　この部屋呪のろわれてますよ！


「ス、スーザン……。普ふ通つうにペンと紙だけでいいんじゃないかな？　何を書くつもりなの？」


　頰ほおに汗あせを一筋流しながら、俺が訊く。


「え？　書状ですよ？　恋こい文ぶみです。えーと、『然さしたる儀ぎにてこれ無きの条、御み心こころ安かるべく候そうろう──』と」


「ちょっとちょっと！　それ何語!?」


　いきなり毛筆で怪かい文ぶん書しよを書き出したのでつっこむ俺。


「日本語ですよ。『特別な用事ではないので安心してください』って」


「いやいや、首をかしげながらそんなこと言われてもさ！　そうじゃないから！　どう見ても現代の若者相手に通じないからそれ！　候なんて使わないから！　戦国か!?　文面まで戦国じゃないとダメですか!?　ていうか、ラブレターなのに特別な用事でもないから安心してくれってのも変だって！　やる気感じられないよ！　つーか、ラブを伝えなきゃ、それはただの怪文書だって！」


　俺の言葉にショックを受けたのか。その場でくずおれるスーザン。


「そ、そんな……。私、これ以外の手紙を書けません……」


「えー!?　日本に留学してるんだから、普通の日本語も書けるようにしようよ！　いや、英語でもいいじゃん！　留学生なんだからさ！　きっと相手も気になって翻ほん訳やくして読んでくれるよ！」


「それじゃ、日本に来た意味がありません！　日本男児は『侍さむらい』の子孫！　『侍』さんとは正しい礼れい儀ぎを持って付きあいたいんです！」


　ダメだ、この人！　早くなんとかしないと！


　日本を勘かん違ちがいして認にん識しきしちゃってる典型的な「なんちゃって日本かぶれ外国人」の強化最悪バージョンだ。異文化交流できやしねぇよ！


「私もこの国に来てからサムライに一度も会っていないわね。町に一人ぐらいはいそうだと思っていたのだけれど」


　ダメだ！　部長も何か壮そう絶ぜつな勘違いをしている！　いねぇって！　時代の最さい先せん端たんを行く現代日本でサムライなんて道みち端ばたに歩いてねぇって！　道端で辻斬りしそうなのはこの部屋にいるけどさ！


　つーか、ここまでこのスーザンを虜とりこにする野や郎ろうはいったい何なんだ？　どんだけ漢おと気こぎあふれる戦国武将だよ……。


「これでは、これも意味がないかもしれませんね」


　ビィィィン。


　スーザンが弓の弦つるを引きながら、嘆たん息そくした。


「矢文!?　スーザン！　その格好で弓矢持ってたら即そく逮たい捕ほだよ！　国際問題だよ！」


『矢文で狙ねらい撃うち！　鎧武者の正体は女性の外国人留学生！』


　ああ、紙面で大きく報じられそうだ……。


『彼の心を討うち取りたかった……』


　スーザンの供述を容易に想像できる。連日おもしろ報道されて、コメンテーターのコメントも冴さえ渡わたるだろう。


「そうなんですか……。矢文は日本ではトレンドなことだと思っていたのですが」


「うん。数百年前の日本ではトレンドだったと思うよ。時代が違うよ、いま平へい成せいだよ。安あ土ずち桃もも山やま時代じゃないからね。タイムマシンがあったら、いの一番にスーザンをその時代に送りたいぐらいだよ」


　時代と国を間ま違ちがえて生まれてしまった不幸な人としか思えなくなってきたぞ……。


　頭を抱かかえる俺の横で部長がため息をつく。


「仕方ないわね。徹てつ夜やでラブレターの書き方を教えてあげましょうか」


　女の子と同じ部屋で一夜を共にする──。言葉にしてみればロマンチックだが、俺の近くにいるのは鎧武者。いくら部長も一いつ緒しよにいるとはいえ……。


　俺はちょっと泣きたくなった。





　　　　─○●○─





　数日後──。


　俺と部長は、とある公園の一角にいた。


　俺たちの目の前には本ほん陣じんがある。何かの家か紋もんが刺し繡しゆうされている幕とのぼりがそちらこちらに設置されており、その中央で椅い子すに座り込む鎧武者の姿があった。


　もちろん、スーザンだ。


　ラブレターは無事になんとか書きあがり、それを意中の男性へ渡したらしい。どうやって渡したのか、その光景を見てみたかったが、とりあえずラブレターの受け渡しはどうにかなった。


　で、その男性は今日返事をしにこの公園へ来るらしい。俺と部長は自分の行く末を見守ってほしいとスーザンに頼たのまれてここを訪おとずれていた。


　とはいえ、告白場所で本陣を展開するってのはどうなのよ。ここまで徹てつ底ていしていると、かける言葉もない。もう好き勝手やってくれ。


「お母さん、あれなーに？」


　公園を訪れる子供たちが指を差してお母さんに訊きいている。


「こら、見ちゃいけません！」


　お母さんたちも異様な殺気を感じたのか、そそくさとその場を立ち去ってしまう。うん、お母さんの言う通りだ。見ちゃいけません。こんなの見ていたらロクな大人になれないぞ。


「いやはや、時代劇の収録かのぅ、婆ばあさんや」


　どこぞの老夫婦は時代劇のロケだと勘違いして、ベンチで俺たちを見守っていた。


　俺の興味はすでに相手の男性だ。いったいどんな奴やつが来る？　やはり戦国武将のような豪ごう快かいな容姿をした男なのか？


　スーザンのほうはというと、鎧を小刻みに震ふるわせていた。


　緊きん張ちようしているようだが、傍はたから見ると気味が悪い。昼間から怪かい奇き現象は起きている。


「来たみたいだわ」


　部長の視線を追うと、離はなれたところから人ひと影かげが近づいてくる。


　ガシャンガシャン。


　鉄のすれる音。俺はこの音に似たものを耳にしたことがある。


　遠くから姿を現したのは西洋の甲かつ冑ちゆうを全身にまとった何者かだった──。


　右手には円えん錐すい形のランス、左手には盾たてを持っていた。頭全部がフルフェイスの鉄てつ兜かぶとに覆おおわれ、顔は判別できない。


　…………。


　俺はその場で頭を抱えたまま、しゃがみこんだ。


　もう、言葉もねぇよ！　なんだ、あれ!?　なんだ、あれ!?　全身銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの変態ナイトじゃないか！


「ぶ、部長……、俺、帰ってもいいですか？」


「ダメよ。見守りましょう。ああ、すごいわ。武者と騎き士しのコラボレーションね」


「こんなコラボ見たくなかったっス！」


　感心している部長の横で俺は絶ぜつ叫きようしていた。


　って、よく見たら、鉄兜に矢が突つき刺ささっていた！　脳天直ちよく撃げきじゃねぇか！　おいおいおいおいおいぃぃ！　「矢騎士」になっているよ！


「スーザン！　矢！　矢が突き刺さっているよ、あの人！　落ち武者ならぬ落ち騎士になってる！」


「はい、いろいろ考えてみたんですが、私には矢文以外の渡し方ができませんでした」


「手て渡わたせぇぇぇぇぇぇ！　もっと考えろよ！　郵便でもいいじゃないか！　あれ、攻こう撃げきだよ！　アタックだよ！　即そく死し攻撃！　頭部直撃じゃねぇか！　あれ、立りつ派ぱな傷害事件ですよ！　だから、身を守るためにランスなんて携たずさえて来たんじゃないの!?」


「立派なランスです……」


　スーザンがもじもじしながら言う。あんな、人を貫つらぬく武器に見み惚とれるなぁぁぁぁっ！　あんたにとっちゃ、あれも立派なチャームポイントですかっ!?


「ちくしょう！　なんで俺の依い頼らい者は変態ばかりなんだぁぁぁぁ!?」


　そんなこんなしているうちに騎士はスーザンの眼前に迫せまった。


　ガシャンガシャンと音を鳴らしながら、スーザンの本陣へ乗り込んでくる。これはもう傍はたから見たら合戦だよ。


　スーザンの目の前に立ちつくす騎士。スーザンも立ち上がり対たい峙じする。


　異質な空気が辺あたりを包み込む。迫はく力りよくが凄すさまじい。敵意、殺意が周囲を支配する。


　両者の間に存在する空間が二人の放つ覇は気きによって歪ゆがんでいるように思えた。


　この場面だけ見たら、誰も告白シーンだとは思わないだろう。だって、どう見ても決けつ闘とうシーンだもの。


　騎士がランスを地面に勢いよく突き刺すと、懐ふところから何かを取り出した。──手紙だった。


「……この手紙。読ませてもらったよ……」


「はい……」


　もじもじしだす鎧武者。怖こわいからやめてくれ。乙女おとめな反応が逆に怖いんだ。


「……素す敵てきな矢文だった。僕ともあろう者が、隙すきを取られて射い貫ぬかれるなんて……。大した弓矢だね……」


　え？　素敵……？　え？　この西洋騎士さん、頭おかしいの？


「そ、そんな、私はただ夢中で射貫くことしか考えていませんでした……堀ほり井いくん」


　夢中で射貫くって、殺す気まんまんな人のセリフですからね！


　って、堀井くん!?　そうですか、この射貫かれた甲冑ナイトさんは堀井さんって名前ですか！


「ぼ、僕でよかったら、キミとお付き合いしたいな……」


　あららら。いいお返事が返ってきたよ。「お突き合い」じゃないですよね？　そちらのほうが今まさに始まりそうで緊きん張ちよう感かん漂ただようんですけど。


「ほ、堀井くん……。うぅ、よかった。うぅ……」


　涙なみだ声ごえのスーザン。顔まで鎧よろいに包まれているからわからないけど、泣いているようだ。


「スーザン……」


　それをやさしく抱だきしめる西洋騎士の堀井くん。鎧と鎧が鉄のすれる音を出しながら抱き合っているよ。どんな場面だ、これ。


「手紙に書いてあった『五輪の書』について語り合おうよ」


「はい。堀井くんと宮みや本もと武蔵むさしの二に天てん一いち流りゆうをお話ししたかったんです……」


　鎧の二人は手を取り合い、どこかへ歩き出した。


「お二人とも、ありがとうございました！」


　スーザンは俺と部長へ手を振ふる。部長は笑え顔がおで対応していた。部長はこんな光景を見ても平気なんですね。すごいよ、リアス部長。


　…………ていうかさ、俺の目の前で変態カップルが誕生しちゃったよ。





　　　　─○●○─





　その後、俺のもとへ仲なか睦むつまじい鎧武者と甲かつ冑ちゆう騎き士しの様子をおさめた写真が送られてきた。


　どうやら、仲良くやっているようだ。


　先日、テレビで「○○市に夜な夜な現れる鎧武者と甲冑騎士！　怨おん霊りように包まれた恐きよう怖ふの街！」とかって怪奇特集してたけど……。


　夜のデートは止やめようぜ、スーザン。まったくもって知りたくもなかった嫌いやなスキャンダルだ。


　スーザンのラブラブ大合戦──じゃなかった。ラブラブ大作戦の代価は堀井くんの持っていた例のランスだった。部室の片かた隅すみに飾かざられている。


　時折、西洋の武器に通じている木場が手に持って楽しんでいた。


　まあ、無事に契けい約やくを完かん遂すいしてよかった。一時はどうなるかと思ったが……。


　と、俺の関心はすでに部長のおっぱいに集中されていた。あの契約完かん了りよう以降、ずっと部長の胸むな元もとを目で追っている。


　ぐふふふ。ついに！　ついに部長のおっぱいをもめる！　触さわれる！　楽しめる！


　よ、よだれが出てしまった……。ぐふふ。でも笑いが止まらないぜ！


　ちょうど今日は部室に俺と部長しかいない！　余計な部員はこの場にいないんだ！　チャンスはいまだ！　勇気を持て俺！


　俺は意を決して部長へと歩み寄る。


「なに、イッセー？」


　優ゆう雅がに微笑ほほえむ部長。うっ、そんな風にかわいい笑えみを見せられると罪悪感に苛さいなまれるんですけど……。


　だけど、俺は生なま唾つばを呑のみ込んで覚かく悟ごを決めた！


「ぶ、部長！　れ、例の約束はどうなっているのでしょうか!?」


「例の約束？」


　俺の言葉を聞き、部長は悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべた。わかってる！　俺が言いたいことをわかっていらっしゃる！


　うぅ、楽しんでらっしゃるな、この状じよう況きようを……。


「そ、その！　お、お、お、おっぱいです！」


「うふふ。わかっているわ。もう、そんなに深刻そうな表情になることないじゃない」


　そんなこと言われても、俺にとって天と地がひっくり返るぐらいの一大イベントなんですから！


　部長はソファから腰こしをあげると、俺の前に堂々と立つ。


「いいわ。いまから五つ数える間だけ、この胸はあなたのものよ。さあ、いくわよ。いーち」


　わわっわわわわわっわ！


　なんスか、それ!?　五つ!?　そ、そんなことを急に言われても！


「にー」


　あああああああ！　すでにカウントが２に！


　マズイぞ！　心の準備をする前に始まってしまった！　うわああああ！　このままじゃ、俺は部長のおっぱいがもめない！


　俺は気持ちを落ち着かせるために深呼吸をする。気合を入れろ俺！　覚悟は決まっていたはずだ！　もむ！　もむんだ！　俺は部長のおっぱいをもんでやる！


「さーん」


　もう３ですか!?　時間がない！　右のおっぱいか！　それとも左のおっぱいか！　ええい！　悩なやんでいるヒマなんてない！　ならば両手で一気にもみもみだ！


　両手の指をもみもみモードにして、一気に──。


　ガララ。


　突とつ然ぜん、部室の扉とびらが開く。


「イッセーさん、先に来てますか？」


「遅おそくなりました」


「……どうも」


「いやー、どうにも掃そう除じが長引きまして」


　アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、木場。部員が入ってきてしまった！


「あらあら、何をしているのかしら？」


　朱乃さんがニコニコ顔で俺と部長の様子を見つめていた。


「はい、終しゆう了りよう。残念ね、イッセー」


　と、残ざん酷こくな通知が俺の耳に入る！　ええええええええええええええええええ!?


　もしかして、俺が入室してくる部員へ視線を向けてしまった間にカウント終了してましたか!?


　そ、そんな……。


　落らく胆たんし、その場でくずおれる俺。……うぅ、俺の初めてのおっぱいが……うぅ……。


　俺の様子を訝いぶかしげに見ている部員たち。部長はクスクスとおかしそうに笑うだけだ。


　……ああ、なんてこった。せっかく浮うき世よ離ばなれした鎧カップルを助けたのに……。俺の報ほう酬しゆうが、俺のご褒ほう美びが……。


　部長がしゃがみ込んで俺の頭をなでる。


「うふふ。イッセーは本当におもしろい子ね。そんなに私の胸を触りたかった？」


「もちろんですよ。うぅ……」


　ぎゅっ。


　俺をやさしく抱きしめる部長。


　──っ。


　突然のことに俺は思考が一いつ瞬しゆん停止した。


「じゃあ、少しだけこうしててあげるわ」


　子供をあやすように言う部長。部長のぬくもりを感じて俺は顔を真っ赤にしてしまった。


　つーか、他ほかの部員が見ているんですけど！


「次もがんばりなさい。私のかわいいイッセー」


　その一言を聞いて、脳内のものが全部吹ふっ飛んでしまった。


　──ああ、やっぱりな。


　そうさ。やっぱり、部長は最高だ。


　このぬくもり、忘れません。俺は部長のもとで悪あく魔まとして大成してみせますから！


　そんな決意を胸に、俺はしばし部長の抱ほう擁ように甘えていた。












　Life.2　使つかい魔まの条件












　いま俺は雄ゆう大だいな光景を目にしている。


　眼前に広がる──女子たちの着き替がえシーンッ！　はい！　女子更こう衣い室であります！


　一年生のあられもない姿を堪たん能のうしている。後こう輩はいの着替えを覗のぞき見みするなんて……この背徳感と罪悪感がいいスパイスになってエロさをかもし出してくれていた。


　いやー、後輩っていっても発育のいい子はスゴいね。おっぱいとかブラに包まれても「これでもか！」と自己主張してくれるしさ！


　え？　どこで覗いているのかって？　ふふふ、使用禁止と張り紙がしてあるスチールロッカーの中だ。おかげでユネスコの世界遺産に登録してもいい絶景を楽しんでいる。


　おおっ、あの子、いい足してんな！　脚きやく線せん美びありがとうございます！　って叫さけびたい！


　ちなみに少し離はなれたロッカーにも使用禁止の張り紙がされている。その中には同志である松まつ田だと元もと浜はまが潜もぐり込んでいた。


「チョーＶＩＰ席がある。アイドルコンサートのＳ席並みに価値のあるものだ」


　と、今け朝さ悪友二人に紹しよう介かいされたんだ。うん！　ＳＳ席だね！


　ん？　やたら小こ柄がらの子がいるな……って、あれは小こ猫ねこちゃんじゃないか！


　おおおっ、ここは小猫ちゃんのクラスだったのか！　何たる偶ぐう然ぜん！


　うわっ、小猫ちゃん、本当に小さいな！　いろんな意味で！


　ざわっ。


　言い知れない覇は気きが元浜のＶＩＰ席から漂ただよってくる。そうだ、奴やつは真性のロリコンだ。


　小猫ちゃんのあられもない姿を見て興奮を抑おさえきれないのだろう。たぶん、今いま頃ごろ脳内メモリーに焼き付けているはずだ。今夜は大変だな、元浜！


　いや、でも小猫ちゃんは大事な後輩だ。こうやって、マジマジとロリボディを堪能するわけには……あれ、これはこれでいいかもしれないな。おかしい、俺にはロリコンの気けなんてないはずなのに……。


　続々と更衣室を出ていく女子たち。しかし、小猫ちゃんだけは着替え終わっても一向に出ていこうとしなかった。


　はて？　どうかしたのかな？　このままじゃ出にくいんだけど……。


　ついに更衣室に一人となった小猫ちゃんはゆっくりと立ち上がると──。


　ドゴンッ！


　おおおおおおっ!?　俺の入っているロッカーへ激しいパンチ！　ギリギリ中で身をひねって避よけたが、小猫ちゃんの拳こぶしがスチール製の扉を突つき破やぶっていた！　さすが怪かい力りき少女恐るべし！


　バチンッ！


　勢いよく扉が引ひき剝はがされた。スチールの扉が造作もないじゃないか！


　面と向きあう俺と小猫ちゃん。


「……や、やあ」


　笑え顔がおを引きつらせながら、俺は手をあげて小猫ちゃんへあいさつを──。


「……最低です」


　ゴスッ！　ドンッ！　ドガッ！


「ぐふっ！　おがっ！　ちょっ！　小猫ちゃん！　ちょっと待って──ぎゃああああああああああああああああああああっっ！」


　馬乗りされて無言で拳を叩たたきつけられていく俺！　死ぬ！　痛い！　死ぬぅぅぅ！


　後日、松田と元浜は血祭りというものを初めて目もく撃げきしたと顔を青くしながら告白してくれた。





　　　　─○●○─





　その日の放課後。


「痛ひ」


「だいじょうぶですか？」


　オカルト研究部の部室で俺はボッコボコになった顔をアーシアの癒いやしの力で治してもらっていた。


　心配そうなアーシア。


「……自じ業ごう自得です」


　少し離れたソファでぼそりと小猫ちゃんが呟つぶやく。口をへの字に曲げ、その表情は不ふ機き嫌げんなものだった。そりゃ着替えを覗かれていたら、キレるよね。しっかし、遠えん慮りよのない壮そう絶ぜつな打だ撃げきコンボだった。死ぬかと思ったよ。


「まったく、あなたはどうしてそう……」


　部長が呆あきれるように息を吐ついていた。


「あらあら、女の子の着替えを覗くのもほどほどにしないとダメですよ」


　いつもニコニコ顔の朱あけ乃のさんがお茶を淹いれてくれる。


「いやぁ、ちょっと調子に乗ってしまいました」


「僕の着替えならいくらでも見せてあげるよ」


　ホモホモしいことを言ってくるのは木き場ばだ。


「うるせぇぇぇぇぇ！　野や郎ろうの裸はだかなんて見たって何が楽しいっつーんだ！　俺は発育不足の女子の着替えでも喜べるんだよ！」


「発育不足……」


　ギラリ。鋭するどい視線を小猫ちゃんからいただいた。ゴ、ゴメンなさい、小猫さま！


「イッセーさん、女性の着替えを覗くなんてことをしたらダメですよ。……そ、そんなに女性の裸が見たいのでしたら、私が……」


　アーシアがもじもじしながら言う。


「いやいや、アーシアは無理しなくていいんだよ！　見たいけど、そうじゃないだろう！」


　最近、この子も大だい胆たんだ。かわいいけれど、守るべき対象であるアーシアがそういうことを言ってくると困こん惑わくしてしまう。


「そうね。裸が見たいのならば、私に言えばいいのよ？　いつでもお風ふ呂ろでもベッドのなかでもＯＫなのだから」


　平然と言ってくれる部長さま！　実は部長と同居しているんだ。その状じよう況きようでその発言！　ありがたい！　涙なみだが出てくるぜ！　部長っていっつも俺にエロエロ攻こう撃げきしてくるから身が保もたないけどな！　でも同居している両親の手前、無茶もできない。それに──。


「…………」


　むにぃ。


　こうやって、無言で頰ほおを膨ふくらませながらアーシアが俺のほっぺをつかんでくるし……。





　　　　─○●○─





「使い魔……ですか？」


　俺は訝いぶかしげな物言いで返し、部長がうなずいた。


「そう、使い魔。あなたとアーシアはまだ持っていなかったわよね」


　使い魔。悪魔にとって、手足となる使し役えきすべき存在だ。悪魔の仕事でも役に立つと以前言われたことがあるかも。


　チラシ配りとか、普ふ段だん使い魔たちの仕事なんだ。新人の仕事でもあったけどね。俺もチャリで深夜配りまくったなぁ……。


　ポン！


　手品みたいな音を出して、部長の手元に赤いコウモリが現れる。


「これが私の使い魔よ」


　部長の髪かみと同じ色のコウモリ。なんだか、それだけで高貴な雰ふん囲い気きを出していた。


「私のはこの子ですわ」


　朱乃さんが呼びだしたのは手乗りサイズの鬼おにみたいなのだ。……小鬼？


「……シロです」


　小猫ちゃんは胸に白い子猫を抱だいていた。小猫ちゃんだけに子猫が使い魔か。かわいいなぁ。


「僕のは──」


「あ、おまえのはいいや」


「つれないなぁ」


　即そく否定の俺の反応に苦く笑しようしながらも木場は小鳥を肩かたに出現させていた。


　なるほど、俺とアーシア以外は皆みな使い魔を持っているのね。俺の頭の上に部長のコウモリが飛来してくる。


「使い魔は悪魔にとって基本的なものよ。主あるじの手伝いから、情報伝達、追つい跡せきにも使えるわ。臨機応変に扱あつかえるから、イッセーとアーシアも手に入れないといけないわね」


　部長は俺の頰をなでながら言ってくれる。あー、部長に頰をなでられると一日のいろんなものが吹ふっ飛ぶね。俺のお姉さま……。


　うっとりしていたいが、部室の床ゆか一面に描えがかれている魔ま方ほう陣じんが光りだしてしまう。何事？


「部長、準備整いましたわ」


　朱乃さんが部長へ報告する。準備が整った？　怪け訝げんに思う俺とアーシアだが、部長は笑顔で告げてくる。


「というわけで、さっそくあなたたちの使い魔をゲットしにいきましょうか」


　有言即実行。それが俺の主さまだった。





　　　　─○●○─





　転移魔方陣の光が止やむと、そこは見知らぬ森の中だった。


「ここは悪あく魔まが使役する使い魔のたくさん住みついている森なのよ。ここで今日、イッセーとアーシアには使い魔を手に入れてもらうわ」


　使い魔の森。はぁ、そういうのがあるのですか。やたら背の高い巨きよ木ぼくが周囲に生えていて、日の光もここまであまり届いていない。悪魔は暗くら闇やみのなかでも目が利きくからいいけどさ。


　うっそうとした森だ。なんだか、湿しつ気けも感じるし、何が出てもおかしくない雰囲気もある。


「ゲットだぜ！」


「なっ！」


「きゃっ！」


　ぬおっ！　突とつ然ぜんの大声に俺とアーシアは驚おどろき、体が飛び上がってしまった。アーシアなんて俺のうしろに隠かくれてしまったし。


　俺たちの目の前に現れたのは、帽ぼう子しを深く被かぶり、ラフな格好をした青年だ。


「俺の名前はマダラタウンのザトゥージ！　使い魔マスターを目指して修しゆ行ぎよう中の悪魔だ！」


　ぬぅ、いきなり変な奴が登場しやがったぜ。悪魔？　こいつが？　うーん……。


「ザトゥージさん、例の子たちを連れてきたわ」


　と、部長が俺とアーシアを使い魔マスターとやらに紹介した。


「へぇ。さえない顔の男子と金きん髪ぱつの美少女さんか。ＯＫ！　任まかせてくれ！　俺にかかればどんな使い魔でも即そく日じつゲットだぜ！」


　いやに「ゲット」ってところを強く発してくれるな、このマスターさんは。つーか、さえない顔とか言うな！


「イッセー、アーシア。彼は使い魔に関してのプロフェッショナルよ。今日は彼にアドバイスをもらいながら、この森で使い魔を手に入れるの。いいわね？」


『はい』


　部長の言葉にうなずく俺とアーシア。


　そうか。俺にも使い魔ができるのか。うーん、どんなのがいるんだろう。


　そんな疑問を持っていたら、ザトゥージさんがフレンドリーに言ってくる。


「さて、どんな使い魔がご所しよ望もうかな？　強いの？　速いの？　それとも毒どく持もちとか？」


「いきなり毒持ちとか危険極きわまりないこと言わないでくださいよ。で、どんなのがオススメですかね？」


　俺の質問にザトゥージさんはニヤリとしながらカタログらしきものを取りだした。


　彼が指差すのは見開きいっぱいに迫はく力りよくのある絵で描えがかれた一匹ぴきの獰どう猛もうそうな獣けもの。


「俺のオススメはこれだね！　龍りゆう王おうの一角──『天魔の業龍カオス・カルマ・ドラゴン』ティアマット！　伝説のドラゴンだぜ！　龍王唯ゆい一いつのメスでもある！　いまだかつてこいつをゲットできた悪魔はいない！　そりゃそうさ！　魔ま王おう並みに強いって話だからな！」


　ゲットできた例ためしはないが魔王並み！　って、アホかッッ！


　どう見てもＲＰＧに出てくるラスボスのようなフォルムなんですけど！


「これ、使い魔ってレベルじゃないじゃん！　大ボスだよ！　ラスボスだって！　しかも誰だれもゲットしてない!?　オススメの意味わかってますか!?　いきなりラストダンジョンに放ほうり込まれた気分ですよ！」


「いいわね。伝説のドラゴン同士なら意気投合できそうだわ。イッセー。私のかわいい下しも僕べならそれぐらいやってのけるのもアリね」


　朗ほがらかに無茶を口にする部長さま。かわいい下僕を殺す気ですか!?　確かに俺の左ひだり腕うでには赤せき龍りゆう帝ていの力が宿っているけど、死ぬって！


「無理っスよ、部長！　意気投合できなそうな雰囲気がこの図ず鑑かんからでもめいっぱい伝わってくるんですけど」


「気のせいさ、イッセーくん。うん、いけるいける」


「うるせぇ、木場ァァァァッ！　てめえがハントしてこい、こんちくしょぉぉぉぉっ！」


　出始めからコケすぎだ！　俺は気持ちを落ち着かせて改めて訊きく。


「あの、こんなのっけからクライマックスな使い魔はいいんで、もっと捕つかまえやすくて友好的なのいませんかね？」


「ハハハ！　そうか、ならこれだ！　ヒュドラ！」


　たくさんの首がついた巨きよ大だいな蛇へびのイラストを見せられた。……うん？　友好的な雰囲気が絵からは伝わってこないんですけど？　こんな姿だけど、特技はお裁さい縫ほうとかお茶会なのかな？


　鋭い目線と牙きばが恐おそろしげで毒々しいドクロマークがついているんですが……。てか、骸がい骨こつ転がってねぇか、このイラスト。


「こいつはスゴいぞ！　猛もう毒どくだ！　どんな悪魔もこいつの毒には耐たえられない！　しかも不死身！　主人も毒殺する最悪の魔ま物ものだ！　な？　有効的だろ？」


　…………。まいったな、ドス黒い感情を止められないよ僕。


「殴なぐっていいスか？　部長、このヒト殴っていいスか？」




[image: ]





「落ち着きなさい、イッセー。ヒュドラなんてレアで素す晴ばらしいじゃないの。確か、この森の奥に……。今日中には帰ってこれそうね」


　森の奥を覗のぞき込むようにする部長。ゲットさせる気まんまん!?　帰ってこれねぇよ、俺じゃッッ!!　即そく遭そう難なんで行方ゆくえ不明っスよ！　下へ手たすりゃこの友好的で有効的なヒュドラさんのお腹なかのなかっスッ！


　ザトゥージさんが親指を立てて決める。


「ハハハ、アドベンチャーを体験してくるといい！」


「ふざけんな！　俺より強いバケモノなんて欲しかないわっ！」


「注文の多い男子だ。じゃあ、何ならいいのさ」


　ふてくされるザトゥージさん。うん、俺、こいつを我わが身に宿るドラゴンの力で屠ほふりたい。


「かわいい使い魔とかいないスかね。女の子系とか」


　そう、考えてみりゃそういうのもいるはずなんだ。すると、ザトゥージさんは途と端たんに不ふ機き嫌げんな表情で舌打ちする。


「これだから初心者による使い魔の価値観はダメなんだ。いいか？　使い魔ってのは有用で強いのをゲットしてナンボだ。しかも個体ごとに能力も違ちがう。本当の使い魔マスターを目め指ざすならば、同じ種類のを何匹も捕まえ、そのなかで一番能力の高いオスとメスを選出するべきだ。その二匹を交配させ、能力の高い才能あふれた子供を産ませる。さらに──」


　なんだか、独自の使い魔理論を展開しだしたぞ。うわっ、ウザッ。


「私もかわいい使い魔が欲しいです」


　アーシアが俺の背中から顔を覗かせて言う。


「うん、わかったよ」


　ザトゥージさんは持論を止めて、笑え顔がおで即返事をする。……なんだ、こいつは。どうやら、使い魔ゲットの道のりは遠そうだ。





　　　　─○●○─





「いいかい、この泉には精せい霊れいが集まるんだ」


　と、ザトゥージさんは声を殺しながら言う。


　俺たちの眼がん前ぜんに広がる透とう明めい度の高い泉。キラキラと輝かがやき、神聖な様相を見せている。


　その泉近くの物もの陰かげに俺たちは気配を消して身を潜ひそめていた。


「そう、この泉に住み着く水の精霊『ウンディーネ』はあまり人前には姿を現さないんだ」


　ザトゥージさんの説明では、水の精霊であるウンディーネは清い心と美しい姿を併あわせ持もった乙女おとめな存在らしい。しかも癒いやし系けい！


　おおっ、素晴らしいじゃないか！　乙女！　清い！　美しい！　近くにそれを体現するアーシアがいるけど、アーシア級の精霊が使い魔になると思うと、俺は興奮を抑おさえられなかった！


　ふふふ、俺のハーレム実現の第一歩だな。まずは使い魔からかわいい子にする。きっと、透明な羽は衣ごろもを着込み、水色の髪かみの毛けをしたスレンダーで美しい精霊なのだろう。


　ああ、ウンディーネ！　俺のウンディーネ！　よし、最初の願いは膝ひざ枕まくらだ！　次にそのまま耳かきに移行して、使い魔とのスキンシップと称しようし、お、お、お、おっぱいをッッ！


　たまらん！　たまらんぞ！


「ぶ、部長。使い魔なんですから、俺の好き勝手にしていいんですよね？」


　いちおうの確かく認にんを部長に取る。まさか、自分の使い魔にセクハラ禁止とかないよね？


「ええ、好き勝手になさい。あなたの使い魔なのだから」


　さらりと答える部長だが、俺はその一言に感激の涙なみだを流した。もうすぐ、俺が好き勝手にしていい女の子が誕生する！　涙なしでは語れない！


「おっ、泉が輝きだした。ウンディーネが姿を現すぞ」


　ザトゥージさんが泉のほうに指をさす。おおっ、ついに！　俺は嬉き々きとしてザトゥージさんが指さす方向へ視線を送った。幻げん想そう的な世界へ俺を連れてってくれッ！


　そこに現れたのは、キラキラと輝く水色の髪と透明な羽衣を身にまとった──巨きよ軀くの存在だった。


　バカげた筋量のぶっとい上じよう腕わん、俺の胴どう回まわりよりも太い足、鉄板を仕込んだようにも思える分厚い胸むな板いた、歴戦の戦士のごとく顔中が傷だらけだ。


　あまりの光景に俺は我わが目を疑うたがった。何度も何度も目をこする。これは現実ではないと信じて。


　…………。


　なんじゃ、ありゃぁぁぁぁぁあああああああああああああああッッ!?


「あれがウンディーネだよ」


　ザトゥージさんの残ざん酷こくな言葉が俺の耳に届く。違う意味で幻想的じゃねぇか！


「いやいやいや、どう見てもあれは水浴びにきた修しゆ行ぎよう中の格かく闘とう家かですよ。ほら、あの腕うで回まわりとか、どう考えても人間の肉体を破は壊かいするために鍛きたえ込んだものだって。正せい拳けん突づきだけで世界を取りそうだ。隙すきすら見つからない。猛も者さだ、猛者」


「うーん、ウンディーネも縄なわ張ばり争あらそいが絶えないそうだからねぇ。腕っ節が強くないと、泉をゲットすることもできない。精霊の世界も実力主義なんだよ。しかし、強そうなウンディーネだ。あれはなかなかレア度が高いよ。ゲットをオススメしよう。打だ撃げき力りよくに秀ひいでた水の精霊も悪くない」


　打撃力に秀でたウンディーネ!?　何その声に出して読みたくない言葉！　そんなデンジャーな言葉聞きたくなかった！


「悪いわ！　なんだよ、全然癒し系じゃねぇじゃねぇか！　殺し系だよ！　打撃力の高い癒し系精霊なんていらないんだよ、俺は！」


　無む念ねんの涙を流しながら、俺は慟どう哭こくした。酷ひどい！　こんなに酷い話があるなんて！


「だが、あれは女性型だよ？　しかも、かなりの実力を持った」


「知りたくない事実でした！」


　俺は顔を手で覆おおい、号ごう泣きゆうした！　おおおおおおおおおおおっっ！　あれが娘むすめっ子こですかぁぁぁぁぁ!?　ああ、こんな残酷な話があっていいものか!?


「イッセー、常に世界は変動しているわ」


　俺の肩かたに手を置き、うんうんとうなずきながら部長が言う。そんな変動いらないっス！


「でも清い瞳ひとみをしています。きっと心の清らかな女の子に違いありませんね」


　ニッコリ微笑ほほえみながらアーシアが言う。うん、アーシア、あれを女の子と呼ばないで。あれ？　おかしいな。さっきから涙が止まらないんだ。


「あ、もう一体現れました」


　朱乃さんの声を聞き、俺は今度こそと期待の眼まな差ざしを向けて──。


　そこに現れたのは同質の肉体を有した水色の漢せいれいだった。


　…………うぅ。そ、そんな……。


「うぅ、うおおおおおおおおん……」


「イ、イッセーくん、そんな嗚お咽えつを漏もらすほどのことないんじゃないの？」


「木場ぁぁぁぁ。俺はファンタジーに夢を見ていた。こう、幻想的な美を求めていたんだ。だって、悪あく魔まの部長はチョーキレイじゃないか。夢を持ってしまうじゃないか。なんだよ、あれぇ。どうして俺は総合格かく闘とう技ぎの登場シーンみたいなものを見なければいけないんだッ！　嫌きらいだ！　ファンタジーなんて大嫌いだ！」


「だいじょうぶ。イッセーくんの夢が叶かなうファンタジーもあるよ、きっと」


　大泣きする俺を木場は背中をさすって慰なぐさめてくれていた。嫌いなイケメンくんだけど、たまにいい奴やつだと思う。


「おっ、見ろ」


　ザトゥージさんが泉を指さす。見れば、いかつい姿のウンディーネ（女の子）が二人、睨にらみあっていた。激しい敵意が辺あたりを支配して、両者の間の空間を闘気で歪ゆがませていた。


　すると──。


　ゴッ！　ドゴッ！　ガゴッ！


　太い腕が相手の腹部に突つき刺ささり、あるいは突き上げたアッパーが顎あごを打ち貫ぬく。鋭するどいローキックが相手の太ももへ爆ばく音おんを鳴らしながら打ちつけられ、愚ぐ直ちよくなまで真まっ直すぐに放たれた拳こぶしが顔面に食い込んでいった。


　穴という穴から血を噴ふき出す両者。壮そう絶ぜつな殴り合いを演じ始める。


　神聖な雰ふん囲い気きをかもし出す精霊の泉は、一転して闘とう技ぎ場じようと化していた。


　……いや、そうじゃなくてさ。え？　何してんの、この娘たちは……。


「縄張り争いだ。しかもどちらも歴戦の猛者みたいだね」


　興味深そうに顎に手をやりザトゥージさんがうんうんうなずいていた。


「縄張り争いって……。もっと、ファンタジーな戦いをするんじゃないんですか？　精霊魔ま法ほうとかそういうの無いんですか？」


「所しよ詮せん、腕わん力りよくが物を言う」


「部長、帰っていいスか？　そろそろ俺、泣きますよ？」


　すでに泣いているけどね！　帰りたい！　お家うちにアーシアと帰りたい！　ゲットしたって、魔法とか使ってくれそうにないもん！　絶対魔法よりも打撃のほうが強そうだし、追つい跡せき任務でこんな巨きよ体たいが役に立つもんかよ！　柱の陰かげにも隠かくれられないじゃん！


「ハハハ！　見ろ、少年！　勝ったほうがキミの使い魔だ！　ウンディーネの頂上決戦！　素敵なアドベンチャーだな！　おっ！　直ちよく突づきとはレアな打撃を繰くり広げてくれる！」


　俺の肩を叩たたきながら楽しげにザトゥージさんが言う。


「ハハハ、じゃねぇぇぇぇ！　アドベンチャーアドベンチャーうるせぇぇぇよっ！　こんなアドベンチャー願い下げだっ！」


「な、名前はウンディーネのディーネちゃんでいいんでしょうか？」


　目の前の試合をハラハラしながら見ているアーシアがぼそりとつぶやく。


　え!?　ゲットする気まんまんなの、この子!?


「アーシア、あのディーネちゃんはどう考えても俺たちの手に余あまる。アーシアがあんなのを使い魔にしたら、傍そばにいるだけで妊にん娠しんしちゃうぞ？　そんな雰囲気を出しているから」


「イッセーさんの子供なら私、産みます！」


　そうハッキリと答えるアーシア。


「うん。何を言っているんだ、キミは。そうじゃないだろう！……えっ!?　マジで俺の子を産んでくれるの!?　いや、そうじゃない！　あのディーネちゃんは諦あきらめなさい！　アーシアじゃ扱あつかいきれん！」


「で、でも、ディーネちゃんはきっと孤こ独どくに生きてきたに決まってます……。私にはわかるんです」


　うーむ、何かがアーシアと通じ合ったらしい。余計に危険な気がするので、俺はアーシアの肩に手を置き諭さとすように言う。できるだけ笑え顔がおで。


「そうだったとしてもあの子は独ひとりでも生きていける。ほら、どう見ても強敵を破壊できるだけの肉体作りに成功しているからさ。ディーネちゃんは諦めよう。てか、ディーネちゃんって何だよ。名前付けちゃダメだって！　つーか、どっちがディーネちゃん!?」


「おい、少年！　ディーネちゃんがピンチだ！　いま背負い投げ食くらったぞ！」


「ザトゥージィィィ！　てめぇは黙だまってろぉぉぉぉっ！」


「はぁ……。わかったわ。とりあえず、他ほかの場所に行きましょう。これでは埒らちがあかないものね」


　嘆たん息そくしながら部長が言う。


　こうして俺たちはディーネちゃんを諦めて、違う場所へ移動するのだった。





　　　　─○●○─





「蒼雷龍スプライト・ドラゴン？」


　俺の問いにザトゥージさんがうなずく。


「そう、蒼雷龍スプライト・ドラゴン。その名の通り、蒼あおい雷らい撃げきを使うドラゴンさ」


　ウンディーネの打撃道場から移動してきた俺たちグレモリー一行は、道すがらレアなドラゴンの話を聞いていた。


　なんでも現在この森の奥に蒼雷龍スプライト・ドラゴンなる激レアのドラゴンが飛来しているという。ゲットするならそれがいいのではないか？　と、ザトゥージさんは言うのだ。


　しかし、さっきのティアマットとかいう凶きよう悪あく極きわまりないラスボスドラゴンを紹しよう介かいされたばかりだぜ？　仰ぎよう々ぎようしい名前に震ふるえ上がってしまう。


「そいつ、メッチャ強いんじゃないスか？」


　俺が肩を震わせながら訊きくと、ザトゥージさんはにんまり笑う。


「ところが、まだ子供らしくてね。ゲットするなら今だな。成熟したら絶対にゲットできない。龍王ほどではないが、ドラゴン族のなかでも上位クラスの筆頭だからね」


　子ドラゴンってことか。それならゲットできるのかな？　うーむ、悩なやむな。上位のドラゴン。俺も赤せき龍りゆう帝ていの力を持っているので、ドラゴンとドラゴンで相あい性しようバツグンそうだし、何よりも「ドラゴン！」って力強そうな感じがカッコよさげだ。


　でもなぁ、女の子の使い魔のほうが……。うーむ、悩む！　チョー悩む！　おっぱいか、ドラゴンか。


　真しん剣けんに思い悩む俺をよそにザトゥージさんが「おわっ！」と大声を張はり上げた。何事かと正面を見やると──。


　蒼い輝かがやきを放つ鱗うろこ──。オオワシぐらいの大きさをしたドラゴンらしき生き物が巨きよ木ぼくの枝で羽を休めていた。


「蒼雷龍スプライト・ドラゴン！　あれだよ！」


　ザトゥージさんができるだけ声をひそめながら、はしゃいでいた。


　……お、おおおっ！　あ、あれがドラゴンか！　わー、リアルに見た！　小さいけど、カッコイイな！　つぶらな瞳がラブリーじゃないか。


「蒼雷龍スプライト・ドラゴン。生で見るのは私も初めてだわ。キレイな鱗ね。ブルーダイヤモンドのように蒼く輝いているわ」


　部長が感動するように目を輝かせていた。部長も初はつですか。よっぽどレアなんだな。


　よし決めた！　かわいい使い魔もいいけど、レアなドラゴンでも十分だ！　俺の使い魔はキミに決めた！


　──と、決意を胸に秘ひめたときだった。


「キャッ！」


　アーシアの悲鳴が上がる。何事かと振ふり返ってみると──。


　ネバネバしたゲル状のものがアーシアを襲おそっていた！


「こ、これは！」


　部長の驚きよう愕がくした声！　おおっ、部長にもネバネバ物体が！


　見れば女子部員全員がネバネバに襲われていた。


　ベチャッ！　ベチャッ！


　次から次へとネバネバのゲルが空から飛来してくる。周囲の巨木から落ちてきたのか？


　このゲル、うねうね動いているぞ！　生物？　魔ま物もの？　生きてんのか！


「スライムか」


　木場が言う。これがスライム！　ゲームでもお馴な染じみじゃないか！


　まさか！　毒どくとか持っていないよな!?　そんな危機的な予想が脳のう裏りをかすめるが、次の瞬しゆん間かん、そのような考えは吹ふっ飛んだ。


「ふ、服が……融とけてます！」


　アーシアの悲鳴の通り、ゲル状の生物が女子の制服を融かし始めていた！


　女子部員全員の制服が融け、下着があらわになる！


　ぶっ！　鼻血が噴き出る俺！　なんて素す敵てきな展開だ！


　スライムの猛もう攻こうは止まらず、下着すらも融かし始めた！　うおおおおおっ！　見み逃のがせない光景が眼がん前ぜんに広がるぅぅぅぅ！


　ドゴッ！


　大事な部分を隠しながら、小猫ちゃんが俺を殴なぐる！


「ぐふっ！」


「……見ないでください」


　そ、そんなこと言ったって……。そのスライムが危険かもしれないじゃないか……。あっ、部長とアーシアと朱乃さんのも見えちゃった。脳内保存脳内保存。


　木場は申し訳ないのか、違ちがう方面へ顔を向けていた。紳しん士しだね、おまえは。俺は見るよ、遠えん慮りよなく。


　さらに触しよく手しゆらしきものが巨木の幹から出現して、女子部員たちの体に絡からんでいく！


「い、いやぁぁぁぁ」


　悲鳴をあげるアーシア。触手がアーシアの足に絡みつつ、徐じよ々じよに上へ上へと伸のびていく。破れた服の部分から中へ入り込んでいき、もぞもぞ動いていた。アーシアの太ももが！　おっぱいが！　お尻しりが！　汚けがされていく！
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　見れば部長たちもアーシア同様に触手のうねうねに大事な部分を絡められていた。


　し、しかし、これは不ふ謹きん慎しんながらも素敵なシチュエーションだ！


　ちゃっかり見ていたザトゥージさんが鼻血を出しながら言う。


「こいつは名めい称しようは特にないが、服だけを融かす特性を持つスライムだ。それとただの触手だな。こいつらはよくコンビを組んで獲え物ものを襲うんだ。獲物って言ってもスライムは衣類。触手は女性の分ぶん泌ぴつ物ぶつ目当てで、目立った害はないんだが……」


　──っ。


　……なん……だと？　俺は我わが耳を疑った。ふ、服を融かすスライム!?　女性の分泌物を食べる触手!?


「珍めずらしいスライムと触手でもないが、森の探たん索さく中、迷めい惑わくな生き物でね。こういうのは火の魔ま力りよくで一気に蒸発させるのが一番──」


「部長、俺、このスライムと触手を使い魔にします！　服を融かす！　女性の分泌物を食べる！　俺の求めていた人材です！」


　ザトゥージさんの対処説明を遮さえぎり、俺は目をランランと輝かせて宣言した！


　ふふふ。見つけた。ついに見つけたぞ！　俺の使い魔。俺だけの使い魔をッ！


　部長がスライムと触手を火で焼きながらため息をつく。ああああああ、俺のスライムちゃんと触手ちゃんがぁぁぁぁああああああっ！　丸まる焦こげにぃぃぃぃ！


「あのね、イッセー。使い魔は悪あく魔まにとって重要なものなのよ？　ちゃんと考えなさい」


「わかりました」


　俺はしばし目を瞑つぶって、考え込む。


　…………。


「やはり、使い魔にします！」


「イッセー、あなたが考え込む姿勢になってから三秒しか経たっていないわ」


　部長の横で朱乃さんがスライムと触手をこんがり焼いていく！　ああああっ！　俺の！　俺の使い魔ちゃんが昇しよう天てんしていくぅぅぅぅ！　上手に焼けてますぅぅぅ！


　小猫ちゃんも容よう赦しやなく触手を引きちぎっては投げ、引きちぎっては投げていた、忌いま々いましそうに。


　やめて！　僕の触手ちゃんをいじめないで！


「どきなさい、イッセー。こういう役に立ちそうにない生き物は焼くの。邪じや魔まだわ」


　無情な部長。酷ひどいぜ！


「いやだい！　いやだい！　俺はこのスライムと触手を使い魔にするんだい！」


　俺はアーシアを襲うスライムと触手を庇かばいながら首を横に振った。


　こいつらだけでも死守する！　こいつらは俺の大事な仲間だ！　友達だ！　使い魔は友達だ！　仲間なんですよ、部長ぉぉぉぉ！


　こんなスケベな使い魔！　絶対に他ほかじゃゲットできない！


「俺の求めていた奴やつらなんです！　こいつらを使って俺は羽ばたきたい！　上を目め指ざしていきたい！」


　絶対にハーレムを作ったときに役立つって！　いろいろなエッチなシチュエーションで大だい活かつ躍やく確定じゃないか！


「イッセーさん、あの……私に抱だきついてくるなんて……」


　顔を真っ赤にしているアーシア。我が慢まんしてくれ、アーシア。俺はこのスライムと触手を守りたいんだ。守らないといけないものがあるんだ！


「うぅ、スラ太た郎ろうぉぉぉ。触しよく手しゆ丸まるぅぅぅ。俺の大切な相棒たちぃぃぃ。絶対に守ってやるからなぁぁ」


　俺は涙なみだを流しながら、そいつらを愛いとしそうにアーシアごと抱きかかえていた。


「あらあら、もう名前までつけているのですね」


　楽しげに朱乃さんが言う。はい、もう命名しました。魂たましいの名前だと思います。


「……このスライムと触手をここまで渇かつ望ぼうする悪魔を見たのは初めてだよ……。驚おどろくことばかりだ。世界は広いな、グレモリーさん」


　ザトゥージさんが心底驚いた様子で言う。


「ゴメンなさい……。この子、欲よく望ぼうに正直な子だから、よく考えてくれないの……」


　悲ひ哀あいに満ちた表情の部長。かわいそうな子を見るような目だ。


　うぅ、絶対に使い魔にするまで帰らないぞ俺は！


　てこでも動かぬつもりだった俺だが、何かが飛来する音が聞こえてきた。チラリと視線を動かすと──そこには宙に浮うかんでいる蒼い鱗の子ドラゴン。


　蒼雷龍スプライト・ドラゴン──。いつの間にか眼前まで近づいてきていたのか。


　バチバチ。


　子ドラゴンの体に蒼い電気が走りだす。……え？　もしかして、それって──。


　バリバリバリバリバリバリッ！


　避よけるヒマもなく、俺の全身を激しい電でん撃げきが走りぬいていく！


　あががががががあが、アガガガガガガガガガガガガガガガアガッッ！


　……ぜ、全身が、し、痺しびれた……。……漫まん画がだったら、絶対に骨まで見えたぜ、いまの……。


「あ、あの、イッセーさん……？　だいじょうぶですか？」


　……俺が抱きついていたアーシアは無事の様子だ……。なんだ、そりゃ……。


「蒼雷龍スプライト・ドラゴンは外敵と定めた相手にしか雷撃のダメージを与あたえないんだ。その娘むすめさんは敵ではないと思ったのだろう」


　横で黒くろ焦こげになっているザトゥージさんが説明してくれた。あんたも相当なダメージ受けているよ！　てか、いまの説明だと俺とあんたが外敵確定ってことだね！　地味に木場も焦げていた。笑え顔がおだがどこかドラゴンへの殺気めいたものを感じる。


　はっ！　見ればアーシアを襲っていたスライムと触手が炭と化しているぅぅぅぅぅ！


　バカな！　俺の仲間が！　俺の使い魔ちゃんが！


「スラ太郎ォォォォォッッ！　触手丸ゥゥゥゥゥ！　うわああああああああああッッ！」


　俺は二匹ひきの無む惨ざんな遺い骸がいを抱きしめながら慟どう哭こくした。どうしてこんなことに！　なんて不条理な世界なんだ！


「どうやら、アーシアを襲うスライムと触手を消し去ったようね。この子、オスかしら。ドラゴンのオスって他生物のメスも好きだって聞くわ」


　部長が子ドラゴンの頭をなでながら言う。意外に素直なもんだ。


　だが、酷い。俺のスラ太郎と触手丸が……逝いっちまった……。


　落らく胆たんする俺。クソ！　ドラゴンってスケベ野や郎ろうなのか！　だから女子は無傷だけど、木場も黒焦げにされたんだな！……木場を黒焦げにしたのはグッジョブだ！　でも許せん！　スラ太郎と触手丸はスケベだけど悪い奴じゃなかった！　たぶん！　懸けん命めいに生きていたんだ！


　俺は涙を拭ぬぐいのろのろと立ち上がり、子ドラゴンの前に立ちはだかる。


「……スラ太郎と触手丸はいい奴だった。本当にいい奴だった……。一番の仲間……。それをおまえは黒焦げに……」


　怒いかりでぷるぷる震ふるえる俺。ああ、許さないよ！　あいつらの仇かたきは俺がとる！


「ガー」


　子ドラゴンが鳴きながらあくびをしていた。


　ブチッ。俺のなかで何かが音を立ててキレた。俺の体を薄うすい魔力のオーラが覆おおう。


　異様な迫はく力りよくを生んでいたのか、部員も気け圧おされている様子だった。


「……俺は怒おこったぞ。スプライト・ドラゴォォォォォンッッ！」


　激しい魔力を放ちながら、俺は怒いかりの矛ほこ先さきへ拳こぶしを突つきだす。俺の魔力で周囲の木々がざわつきだした。地面も魔力の衝しよう撃げきで弾はじけている。


「すごいですわ。いままでに感じたことのない魔力の波動が！　イッセーくん、まだ眠ねむっている力があったのですね。こんなことで覚かく醒せいするなんて！」


「凄すさまじいオーラだわ！　イッセー、どうしてそういう力を他に使わないの！」


　朱乃さんと部長が驚きながらも呆あきれていた。すみません、お姉さま方。欲望と煩ぼん悩のうを断たたれた怒りが俺を目覚めさせました。


「いやらしい欲望と純じゆん粋すいな性せい欲よく。それらを裏切られた激しい怒りがイッセーくんを突き動かしたのか」


　冷静に俺の状じよう況きようを説明する木場。その通りだ！　イケメン！　俺の怒りはもう誰だれにも止められない！


「……どスケベがただキレただけ」


　その通りだ、小猫ちゃん！　キミが一番的確だぜ！


　だが、蒼雷龍スプライト・ドラゴン！　てめぇだけは許さない！　服を融とかすスライム──スラ太郎！　女性の分泌物を食べる触手──触手丸！　出会った瞬しゆん間かん恋こいをした奴ら。それをおまえは……。


　もう俺を部長でも朱乃さんでも止められない！　否いな！　止めないでください！　男には！　男にはやらないといけないときがあるんです！


「究極！　無敵！　地上最強と称たたえられた我がドラゴンの力！　その身で受けて消えうせろ！」


　ライザー・フェニックスが吐はいた決め台詞ぜりふっぽく叫さけんだあと、魔力で覆われた拳を子ドラゴンへ放って──。


　ぎゅっ。


「いじめちゃダメです」


　子ドラゴンを抱きしめながら、アーシアが俺を戒いましめるように言った。


　…………。俺は拳を蒼雷龍スプライト・ドラゴンに打ち付ける寸前で動きを止めてしまった。


　……うぅ、俺にとってかわいい妹のような存在であるアーシアにそんなこと言われたら、どうしようもないじゃないか……。


　ドラゴンを睨にらむ俺だが、子ドラゴンはアーシアに懐なついた様子で、じゃれついていた。


「蒼雷龍スプライト・ドラゴンは心の清い者に心を開くとも聞く。完全にその子に気を許していそうだね」


　と、ザトゥージさんが説明してくれる。ってことは、そいつはアーシアに完全に懐いてしまったのか。そりゃ、アーシアは心が清いだろうさ。いい子だもん。


「イッセーの負けね」


　俺の肩かたに手を置きながら、部長が苦く笑しようしていた。


　はぁ……。魔力が散り、一気に気が抜ぬけて息をつく俺。


「あ、あの、このドラゴンくんを使い魔にしてもいいですか？」


　アーシアが気まずそうにしながらも訊きいてくる。


「イッセーしだいかしらね。イッセー、どうなの？」


　部長が俺に問う。部員全員の視線が俺に集まる。うぅ、まるで俺が悪者じゃないか。いや、俺が悪者か。性欲にかられて勝手に暴走していたわけだもんな。ドラゴンは何も悪くない。むしろスライムと触しよく手しゆに困っていたアーシアを助けたわけで……。


　俺は涙目で言う。


「はい、アーシアに任まかせます」


　スラ太郎、触手丸、仇は取れなかったよ。俺は無む念ねんの涙を流した。





　　　　─○●○─





「……ア、アーシア・アルジェントの名において命ず！　な、汝なんじ、我わが使い魔として、契けい約やくに応じよ！」


　森の入り口に戻もどってきた俺たち。目の前でアーシアが緑色の光を放つ魔ま方ほう陣じんを展開していた。魔方陣の中央には蒼雷龍スプライト・ドラゴン──子ドラゴンがいて、アーシアと使い魔の契約儀ぎ式しきを執とり行っている。


　もちろん、初心者のアーシアなので朱乃さんがサポートしていた。でも、立りつ派ぱに契約儀式が進んでいるじゃないか。朱乃さんも安心のご様子だ。アーシアって悪魔としてすごい優ゆう秀しゆうだよね、俺と比べて。


「普ふ通つう、蒼雷龍スプライト・ドラゴンは悪魔に降くだらないドラゴンなんだけど、あの子は特別清い心の持ち主みたいだからね。前代未み聞もんだが、契約完かん了りようしそうだ」


　ザトゥージさんが言う。


　へぇ、じゃあ、アーシアは見事レアドラゴンをレアな条件でゲットってわけだ。やっぱり、すごいじゃん。


　そうこうしているうちに魔方陣の光が消えていく。契約が完了したのか、子ドラゴンがアーシアのもとへ羽ばたき、じゃれだしていた。


「うふふ。くすぐったいです。ラッセーくん」
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「ラッセー？」


　俺が子ドラゴンの名前らしきものに疑問を持つと、アーシアが答える。


「はい。雷らい撃げきを放つ子ですし、イッセーさんからも名前をいただきました。雷撃を放ちながらもイッセーさんみたいに元気な子であって欲しいと思ったので。……迷めい惑わくでしたか？」


「いや、それはいいけどさ……。まあ、いいや。よろしくな、ラッセー──」


　俺が気軽に近寄ろうとしたとき子ドラゴンの体が蒼あおく発光して──。


　バチッ！　ビリビリビリビリビリビリ！


「アガガガガ、ギャギャギャギャギャギャギャ！」


　……ごふっ。……あ、あの、ラッセーくんに無む慈じ悲ひな雷撃食くらったんスけど……。


「言うの忘れたけど、ドラゴンのオスは他生物のオスが大だい嫌きらいだ」


　やはり同じく黒焦げになっているザトゥージさんが補足説明をしてくれた。その奥で木場もやっぱり爽さわやか笑顔で黒焦げになっていた。オスなら見境なしですか、ラッセーさん。


「やんちゃね、ラッセーは」


　やんちゃすぎますよ、部長……。


「うふふ。男の子が嫌いなあたり、イッセーくんに似ていますわね」


　ああ、同族嫌けん悪おってわけですか、朱乃さん……。


「……やっぱり、俺はスラ太郎と触手丸が良かったです……」


　そう悔くやんでもあいつらは帰ってこない。うぅ、どうして俺を残して死んでしまったんだ、おまえらは！


「……スケベ死すべし」


　はい、小猫さまの言う通りでございます。


　俺の使い魔ゲットはまだまだ先のようだ。ま、アーシアが使い魔ゲットしたってことで一件落着かな。












　Life.3　メモリー・オブ・おっぱい












　ミーンミーン。


　もう初夏だ。外ではセミがせわしなく鳴いている。


　俺は部室の窓まど際ぎわに座り、外をボーッと眺ながめていた。


　今日に限ってはテンション低めに窓の外を見ていた。


「イッセー♪　何をしているの？」


　だきっ。うしろから俺に抱だきついてくるのは部長だ。


　本来なら、「おわっ！　ぶ、部長！　いきなり抱きついてきたら、背中におっぱいの感かん触しよくが伝わってきて大変なことに！」なんて言うのだろう。


　しかし、いまの俺は──。大きなため息をつくことしかできなかった。


「……どうしたの？　あなたらしくないわね」


　部長が俺の肩に顔を載のせ、怪け訝げんそうに訊いてくる。俺の反応が返ってこなくて、つまらなそうだった。


「すみません、部長。ちょっと、昔のことを思いだしていたものでして」


「昔のこと？」


「はい」


　そう、俺が小学生の頃ころ体験した悲しい別れだ。


「ガキの頃、この時期に大切なものを失いました」


　悲ひ哀あいに満ちた眼めで外を眺める俺。部長もただならぬ空気を察したのか、困こん惑わくしていたが、俺の頰ほおにチュッと軽くキスをしたあと、言う。


「言ってごらんなさい。聞いてあげるわ」


「わかりました。ついでです。皆みんなにも聞いてもらおうかな」


「いいの？　わかったわ。皆、ちょっと集まって」


　部長の掛かけ声ごえに部員が集まる。


「なんですか？」


　アーシアは首をかしげていた。


「あらあら、何事かしら」


「……気になります」


　朱あけ乃のさんと小こ猫ねこちゃん。


「イッセーくんの過去？　友人としてぜひとも悩なやみを聞きたいですね」


「こういうのもクラブ活動の一いつ環かんなのか？　日本はわからないな」


　木き場ばとゼノヴィアも集合した。


　全員が俺を囲むように座る。黄昏たそがれている俺を見て、皆みな怪け訝げんそうだった。


　そんななか、俺は昔の話をしだしたのだった。








　俺が七つの頃──。


　学校が終わると、必ず訪おとずれた場所があった。近所の公園だ。


　そこへ紙かみ芝しば居い屋のおっちゃんが現れる。俺はおっちゃんの紙芝居が楽しみだった。チリンチリンと、おっちゃんが開始のベルを鳴らす。


　お客は数人だ。皆、子供。俺だけのときもあった。それでもおっちゃんは丁てい寧ねいに紙芝居を見せてくれた。


　俺はおっちゃんが大好きだった。


「昔々、あるところにおじいさんとおばあさんが住んでおったそうなぁ。ある日、おじいさんは山に柴しば刈かりに、おばあさんは川へ洗せん濯たくをしに行きましたぁ。おばあさんが川で洗濯をしていると、川の上流から──」


　ドキドキしながら次の展開を待つ俺。おっちゃんはそんな俺を微笑ほほえましそうに見ながら、次の絵に移らせる。


「おっぱいが流れてきたのです」


　画用紙いっぱいに描えがかれた無む駄だだと思えるほどリアルタッチな乳ちち絵えに俺は幼心ながら興奮した。ああ、俺はこんな乳をもみたいと心底思えたよ。


　何よりもおっちゃんの見事な画力に脱だつ帽ぼうした。


「どんぶらこ、ばいんばいん。どんぶらこ、ばいんばいん。どう見てもＧカップ以上の爆ばく乳にゆうです。張はりといい、形といい、極ごく上じようの乳でした」


　俺はお菓か子しのおっぱいプリンを食べながら、おっぱいに関係した昔話に心を躍おどらせた。


　おっぱいによって退治された鬼おに。おっぱいによって幸せになったジジイ。おっぱいによって天てん罰ばつを受けた若者。おっぱいを掘ほり起こした犬。


　おっぱい昔話を通して俺はこの世の条理不条理を知った。


　紙芝居を終え、帰り支じ度たくをするおっちゃんに俺は訊く。


「おっちゃんもおっぱいもんだの？」


　おっちゃんは微笑んで答えてくれる。


「ああ、もんだよ。たくさんもんだ。だけどな、坊ぼうや。おっぱいはもむだけじゃないんだ。──吸えるんだ」


「……え？　でも、それじゃ赤ちゃんと同じだよ？」


　その頃の俺は、おっぱいってもむだけのものと思っていた。──でも違ちがったんだ。


「坊やはまだ子供だからわからないかもしれない。もう少し大きくなったらわかる。──吸いたい衝しよう動どうってものが。大人の男の人はその衝動と日々闘たたかいながら今日も生きているんだ」


　そのとき、おっちゃんの言っていることがわからなかった。けど、おっちゃんの言っていることがとてもカッコイイものだってことだけはわかったんだ。


「いいかい、坊や。こう吸うんだ」


　おっちゃんは言うやいなや、おっぱいプリンの先せん端たんを勢いよく「ちゅるん！」とすすった。一いつ瞬しゆんでおっちゃんの口の中へ消えるプリン。


「す、すっげぇ！」


　あまりの速さに俺は少年心を搔かき立てられた。


「ほら、このおっぱいプリンをいくつかあげよう。お家うちで練習してごらん」


　おっちゃんは後こう継けいの育成にも力を注いでいた。俺は手て渡わたされたおっぱいプリンを家に持ち帰り、親の目を盗ぬすんでは一いつ生しよう懸けん命めい吸っていた。


　でも、どうしてもおっちゃんのように吸い込むことはできなかったんだ。失敗するたびにおっちゃんの偉い大だいさを痛感できた。








　ある暑い夏の日。別れは突とつ然ぜん訪れた。


　いつもの公園へ俺は興奮しながら自転車を走らせた。


『今日は新作の日！　おっちゃんがおっぱい昔話の新作を書いてきてくれるんだ！』


　どんな話だろうか？　楽しいお話？　切ないお話？　今度のおっぱいは大きいのか？　それとも小さいのか？　俺は楽しみで楽しみで仕方なかった。


　公園にたどり着いた俺の視界に映うつり込んだのは──。


「ほら、行くぞ。まったく、こんな真っ昼間からこんなものを子供に見せるなんて」


　警察に連行されていくおっちゃんだった。


　噓うそだ！　おっちゃんがどうして？　何も悪いことしていないのに！


　小さい俺にとっては、おっちゃんはすべてだった。俺は連れて行かれるおっちゃんに駆かけ寄よる。


「おっちゃん！　おっちゃん！　どうして！　どうして！」


　もう一人の警察官に抑おさえられ、俺はおっちゃんを助けられなかった。


「コラ、近づいちゃいけない！　この人はキミたちにいけないものを見せる悪い人なんだぞ！」


「おっちゃんは悪くない！　おっちゃんは俺におっぱいを教えてくれたんだ！　おっちゃん！　おっちゃん！　おっぱい！　おっぱい！」


　俺は泣き叫さけんだ。俺はおっちゃんにたくさんのものを学ばされた。彼は悪じゃない。ただ、エロかっただけだ。


　おっちゃんは俺に微笑み、静かに言った。


「坊や。いつか、おっぱいをもめ。そして、吸え」


　それがおっちゃんの最後の言葉だった。


「おい、子供に何を言っているんだ！　ほら、行くぞ！」


「おっちゃん！　おっちゃん！　新作は!?　新作は!?」


　無情にもおっちゃんは国家権力に屈くつし、連れて行かれた。俺はおっちゃんを連れて行くおまわりさんをうしろから睨にらむことしかできなかった。


　新作が見られなかった。いったいどんなお話だったのだろう？　それを思うと悔くやしくて悔しくて仕方なかった。


　俺のおっちゃんを返せ！　俺のおっぱいを返せ！　俺の……。


　セミがミーンミーンとせわしなく鳴く夏の公園。


　俺は──。大きなものを失った。








「……という話だ」


　俺の過去。激げき烈れつだと思う。俺は大切なおっちゃんを失った。


　なおも黄昏れる俺は部員の様子をうかがう。──全員、呆あきれ顔がおをしていた。


　そんなバカな……。俺は皆の反応に驚きよう愕がくした。どう考えても全米が泣ける話だろう!?


　アーシアだけ「？」と疑ぎ問もん符ふが浮うかんでるようで、よくわからなかったようだが……。


「あらあら、イッセーくんの性せい癖へきはそこで生まれたのですね」


　微笑みながらも冷静な朱乃さん。


「うん。反応に困ったよ。というよりも、その人は変態だから連行されたんだね」


　苦にが笑わらいする木場。違う！　おっちゃんは変態じゃない！　神だ！


「……日本人はよくわからんね」


　肩かたをすくめ、席を立つゼノヴィア。


「いや、ゼノヴィア。それは他ほかの日本人に失礼だよ。日本人は本来こういうどうしようもない人ばかりじゃなくて──」


　木場がフォローに回る。俺はどうしようもないのかよ!?


「……子供にいかがわしいことを語る男性……。変態そのもの、最低なお話でした」


　同じく半眼で席を立つ小猫ちゃん。


「なんだよ、その反応!?　いまの俺があるのはそのおっちゃんのおかげなんだぞ！」


　目元をひくつかせる俺。部長は俺の頭を胸に抱だいてよしよしとなでてくれる。


「わかっているわ、イッセー。いまのあなたを形成してくれたのはその男性なのよね。けれど、もう少し紳しん士し的なお話も混ぜてくれても良かった気がするの」


「でも、エッチじゃないイッセーくんなんて想像もつきませんわ。女性をいやらしい目つきで見てこそイッセーくんですもの」


「ええ、そうね、朱乃。女性の胸に興味のないイッセーはイッセーじゃないわ。イッセーの視線が私の胸にあると、『ああ、今日もこの子は健康だわ』って安心するのよ」


　部長と朱乃さんが何やら俺のことについて語り合っている。俺の目つきってそんなにエロエロですか!?　た、確かに毎日なめるように部長と朱乃さんの体を見つめて堪たん能のうしてますけどね！


「……どスケベじゃないイッセー先せん輩ぱい……。……………………」


　小猫ちゃんが難むずかしい表情で考え込んだまま首をひねっていた。え!?　エロじゃない俺って、そんなに想像しがたいの!?　いや、自分でも想像つかないけどさ！


　でも、おっちゃんは俺にとって運命の先生だったんです！　こうして部長のおっぱいの感かん触しよくを顔面で味わい喜んでいるのもおっちゃんの遺志が俺のなかで生きているからです！


　クソ！　部長のおっぱいサイコー！








　夕方、部活からの帰り道だ。両りよう脇わきには部長とアーシア。同じ家に住んでいるため、帰りも一いつ緒しよだ。


　なんだか、今日は最悪だった。過去をせっかく話したのに誰だれも共感してくれなかった。


　いいさ！　どうせ俺のおっちゃんへの思い出は俺だけのものさ！


「……部長さん、イッセーさんが不ふ機き嫌げんです」


「アーシア、こういうときはそっとしておくのが一番なのよ」


　二人が何やらつぶやきあっているが、どうでもいい。この、思い出をバカにされた俺の心中はどうしたらいい？


　複雑な気分で帰路を歩く俺の耳に懐なつかしいあの音が聞こえてくる。


　チリンチリン。


　──っ！


　俺はその音の出所へ視線を向けた。自分の両目が驚おどろき見開くのがわかった。


　──十年。そう、十年だよ。


　チリンチリン。それは開演のベルだった。


　通りかかった公園の一角で、見覚えのある男性が紙かみ芝しば居いの準備をしていた。


「──っ」


　気づいたとき、俺は無言でその男性のもとへ走り寄っていた。


　間ま違ちがいない。あの顔。かなり老ふけちまったけど、間違いないって！


「お、おっちゃんかい……？」


　恐おそる恐おそる中年男性に訊たずねる。男性はこちらに気づき、俺の顔をしばらく眺ながめていたが、すぐに微笑んだ。


「キミは──。そうか、すぐにわかったよ。大きくなったなぁ、坊や」


　あっ──。やっぱり……やっぱり、そうだったんだね！


「お、おっちゃん！　生きていたんだね！」


　感動の再会じゃねぇか！　おっちゃん！　あの日以来だ！　ていうか、大きくなった俺をよくわかってくれたよ！　うれしくて涙なみだが込み上がってきやがった！


　おっちゃん、小じわが増えたなぁ……。


「ああ、おかげさまでなぁ。あれから何年だ？　十年ぶりぐらいか。ハハハ、坊や、大きくなったなぁ。──おっぱいはもんだかい？」


　──っ。


　この問いかけを俺は十年の間、待ちわびていたのかもしれない。そう思うと、自然と頰ほおを涙が伝っていった。そして、笑え顔がおでうなずく。何度も何度も。


「うん。もんだ！　もんだよ！　おっぱい、すごかったよ！　この人が、俺の初めてのおっぱいなんだ！」


　と、隣となりに来ていた部長を紹しよう介かいした。部長もどうしたらいいか反応に困っているが、今日だけはご容よう赦しやください。


　それを聞き、おっちゃんは満足そうにうなずいた。


「そうかそうか。それは良かった。十年も経たてばあのときの坊やも彼女持ちになる。立りつ派ぱなおっぱいを持った彼女じゃないか。若いうちにいっぱいもんでおくんだぞ。ところで、どうだ、あのとき言ったことはわかったかい？──おっぱい、吸いたいだろう？」


「ああ、吸いたいよ！　おっちゃん！　俺、おっぱい吸いたいよ！」


　俺の言葉を聞いたおっちゃんは笑みを浮かべていた。


「坊ぼうや。あのとき見せられなかった紙芝居、見ていくかい？」


　専用の自転車から取りだしたのは──。あの日見られなかった、夢の続き。


　俺の叶かなわなかったあの夏の思い出。俺は涙を拭ぬぐいながら満面の笑みで答えた。


「うん！」


　チリンチリン。開演のベルが鳴る。そう、あの日の続きが再開されたんだ。


「じゃあ、『乳取り爺じいさん』の始まり始まり～。昔々、あるところに～、乳をもぐジジイがおったそうなぁ」


　俺は十年前と同じく、手て渡わたされたおっぱいプリンを手に持ち、地面に体育座りで聞き入った。後方で話し合う二人の会話。二人にもぜひとも聞いて欲しいぜ。


「あ、あの、部長さん……私、どうしたらいいか……」


「アーシア、このままにしておきなさい。でも、ここに小猫がいたらこう言うでしょうね──って、小猫、いたの？」


「……やっぱり、最低です」


　そんな冷めた言葉なんて聞き流し、俺は乳を取るジジイの話に耳を傾かたむけていた。












　Life.4　テニスのおっぱい様












　こんにちは皆みなさん。暑い夏ですね。


　いま俺は部室の一角で辞典と睨めっこしていた。うーん……。深い。俺の調べ物は意外に深すぎるぞ。


「イッセーさん、何を調べているんですか？」


　アーシアが隣で俺の辞典を覗のぞき込むようにしている。


「ああ、『おっぱい』の語源を調べていたんだ」


「……お、おっぱいですか……」


　反応に困るアーシアだが、俺は真しん剣けんだ。前々から気になっていたんだよ。


　──おっぱい。


　素す敵てきな響ひびきだ。これを最初に発言した日本人は歴史に残るべき人物だと思う。男の心をこれだけ捉とらえる単語もそうはないだろう。心身が震ふるえるような美しい単語は俺が知っているなかで「おっぱい」と「生なま乳ちち」だけだ。


　なぜ、日本人は女性の乳ち房ぶさを「おっぱい」と呼ぶのか、俺は知りたくなって、調べてみたんだ。


「……説がいろいろあるんだよな。『おお、うまい』が転じておっぱいになった説、古代朝ちよう鮮せん言語で『吸うもの』をパイと呼び、それが語源になったのでは？　という説。有力なのは前者なんだ。アーシアはどう思う？」


「ど、どう思うと言われましても……。やっぱり、おっぱいは赤ちゃんにとって、おいしいものなのではないでしょうか？　だから、『おお、うまい』説？」


　真ま面じ目めなアーシアは困こん惑わくしながらもかわいく首を傾かしげ、俺の質問にそう答えてくれた。あれ？　これ、セクハラになっちゃう？　ま、まあ、いいや。


　──男にとっておっぱいはいくつになってもおいしいものだと思うよ！


　ついついそんなことを言いそうになったが、自じ重ちようしたぜ。ヤバいね。俺のことを心底信しん頼らいしてるアーシアに変なことを教え込むわけにもいかない。話題を変えよう！


「せ、生徒会室に行かれた部長遅おそいなー」


　無む理り矢や理り話題を変える俺。そこへ──。


「部長は会長と話し込んでいるかもしれませんわね。ところでイッセーくん、アーシアちゃん、お茶いかが？」


　朱あけ乃のさんが俺とアーシアにお茶を淹いれてくれた。


　俺たちオカルト研究部の面々は生徒会室に出張した部長の帰りを待っていた。


　部長とソーナ会長はお友達だから、何か話し込んでいるのかな……。


「王手。僕の勝ちだね」


「むっ、詰つんだ。私の負けか」


　近くのテーブルで将しよう棋ぎをやっている木き場ばとゼノヴィア。


「……これでゼノヴィア先輩の五敗です」


　二人の勝負を見守っているのは小こ猫ねこちゃんだ。


「ギャスパーくんもお茶いかが？」


　朱乃さんが部屋の片かた隅すみに置いてある大きめの段ボール箱に話しかける。


「あ、ありがとうございますぅ！」


　段ボール箱から声がする。そう、あのなかにギャスパーがいた。


「ギャスパー、お茶は段ボール箱から出て飲め」


　と、俺はため息混じりに言ってやるが、こいつは涙目になるだけだ。


「ゴ、ゴメンなさいぃぃぃ！　イヤ！　お外イヤ！」


　こんな感じで人が苦にが手てなので、いつも段ボール箱に入っているんだ。困った後こう輩はいくんです。


「ただいま。いま帰ったわ」


　入室してきたのは部長だった。


　部長が入ってきたことにより、部員が勢せい揃ぞろいした。





　　　　─○●○─





　恒こう例れいのオカ研会議のなか、部長は困り顔で話を切りだした。


「部の活動報告書を提出しなければいけないのよ」


「え？　それって、さっき提出したばかりじゃないんですか？」


　俺がそう言う。部長が出かけていたのはそもそもソーナ会長に部の活動報告書を提出するためだった。部長は息を吐つきながら言う。


「表向きの活動報告書は先ほど出した『ＵＦＯと悪あく魔まの関連性』でＯＫが出たわ。問題は悪魔としての活動報告書なのよ。最近いろいろと事件が起きていたものだから、すっかり提出期限を失念していたわ。去年と違ちがって今年は提出の締しめ切り期日が少しだけ早いの」


「悪魔の活動報告書……ですか」


　初めて耳にする事こと柄がらに俺は首を傾げた。そこを木場がフォローしてくれる。


「本当なら純血種たる部長は冥めい界かいにある上級悪魔が通う学校に行かないといけないんだ。そこを特待生枠わくで日本に留学しているんだよ。本来取得しなければならない悪魔学校の単位を駒く王おう学がく園えんで取っておかないと冥界に強制帰国させられてしまうんだ」


　種族存続がかかっている現代の悪魔は、人間を転生させ悪魔として迎むかえ入れなきゃいけないほどだ。うーむ、純じゆん粋すいな悪魔同士の間に生まれた部長は大変だな。


　朱乃さんが木場の説明に補足してくれる。


「単位の取得、部長の場合は人間との契けい約やくとは他ほかに、人間界──日本における魔ま物もの、妖よう怪かいの類たぐいを研究することで得ていたのです。実は私たち眷けん属ぞくもそれに協力することで活動の自由をある程度許されているのですわ」


　あー、なるほど。だから、部長はオカルト研究部を立ち上げたのか。で、俺たち眷属が人間界で暮らせるのも部長の下しも僕べとしてオカルト研究部で活動しているから許されているわけね。人間界で暮らしていくには、部署と役回り、それに仕事が必要だってことだな。


　部長はテーブルを囲う部員全員を見み渡わたすと改めて言う。


「そういうわけで、いまから冥界に提出する活動報告書を作成するわ。この町に住む魔物と妖怪の近きん況きようを知りたいわね。いつも通り、まずは町まち外はずれの沼ぬまに棲すむ物知り河童かつぱに話を聞きに行きましょうか」


　河童？　河童って、頭に皿があってキュウリが大好物の水辺にいるってやつ？


　怪け訝げんに思う俺をよそに木場が挙手して部長に告げた。


「部長、あの河童は故郷に戻もどりましたよ。実家のキュウリ栽さい培ばいを継つぐと言ってました」


「……そう、彼は実家に戻ったのね。ここでラッパーを目指すよりは堅けん実じつだわ」


　何やら、うんうんと部長がうなずいている。


「な、なんだ、そのラッパーな河童の話って？」


　俺が木場に訊きく。


「キュウリ農家を継ぐのが嫌いやで家を飛び出した河童が、この町に住み着いていたんだよ。ラップを嗜たしなんでいたんだ。よく彼の曲、『尻しり子こ玉だまラプソディー』を聴きいたよ」


　けったいな曲名だな……。どんなラプソディーだよ。


「……皿が乾かわくような都会の光、伝えきれない俺の怒いかり、おまえの尻子玉抜ぬいてみたり」


　おおう！　突とつ然ぜん小猫ちゃんがラップってるよ!?


「小猫ちゃんは彼のファンだったんだ」


　木場が言う。マジか。小猫ちゃん、ラップが好きだったりするのか？　つーか、なんとも独特の歌詞だな……。河童だからか？


「でも、お父さんが皿縮小病にかかって、故郷に戻ったそうなんだ。彼のお家うちは今時珍めずらしい昔ながらの妖怪式農法でキュウリを育てていたから、これで伝統が保たれるよ」


　な、なんですか、妖怪式農法とか皿縮小病って……。俺の知らない言葉ばかりで混乱しちゃうぜ。


「では、四丁目の古ぼけたお屋や敷しきに住み着いていた噂うわさ好ずきのデュラハンね」


「デュラハン？」


　部長が俺の知らない単語を出したんで、つい口にしてしまう。それをゼノヴィアが答えてくれた。


「首なしの鎧よろい騎き士しのことだぞ。巨きよ軀くの馬に乗っていて、手に自分の首をぶら下げているんだ。死を予言する魔物で、主にヨーロッパにいる。私も何度か倒たおした」


　さすが元ヴァチカン所属の悪あく魔ま祓ばらい！　魔物退治はお手の物でしたか！


　木場が俺の前に分厚い本を置いた。何これ？


「魔物大図ず鑑かん。見たい魔物などの名前を言うと、自動でページが開くんだ。たとえば『デュラハン』」


　すると本が勝手に開き、ページが自動でペラペラとめくれていく。おおっ、魔ま法ほう的な演出だ！　ピタリと、俺の前でページが止まった。覗くと、馬に乗った首なし騎士の絵と、読めない文字が記されていた。この文字は悪魔の文字だな。俺はまだ全部読めない。


　書いてある説明らしき文は読めないが、絵でデュラハンの特とく徴ちようはわかった。


　隣となりに座るアーシアも本の絵と文を興味深そうに覗いていた。


「あのデュラハンは先日、重度の頸けい椎ついヘルニアになって、専門の病院に入院してますわ」


　朱乃さんが手元の資料を読みあげて部長に伝える。


　首なしで頸椎ヘルニア!?　意味がわからん！　手に持つ首もヘルニアになるのか!?


　朱乃さんの報告を受けて、部長も息をつく。


「そう、デュラハンも大変ね。首は大事にしなければいけないわ」


　どうにも聞いている限りだと部長たちの情報源となっていた者たちと連れん絡らくが取れないらしい。俺はハーフヴァンパイアのギャスパーが入っている段ボール箱を指さす。


「それなら部長。世にも珍しい段ボール箱ヴァンパイアのレポートを提出してみてはどうでしょうか？　棺かんおけじゃなくて段ボール箱に入るレア吸きゆう血けつ鬼き、そういないと思いますよ」


「せ、せ、先せん輩ぱいぃぃぃぃぃっ！　な、何をおっしゃっているんですかぁぁぁぁ！」


　段ボール箱が悲鳴をあげている。俺は段ボール箱に近づき、ポンポンと叩たたく。


「おまえもいまは部長の眷属となっているんだから、協力するべきだ。どんな段ボール箱が好みなんだ？　入り心地ごこちは？　メーカーによっての差さ違いはあるのか？　つーか、この段ボール箱のまま冥界に転送したほうがいいんじゃないか？」


「うわぁぁぁぁん！　ぼ、僕、イッセー先輩に出荷されちゃうのぉぉぉ!?」


「段ボールヴァンパイア。産地直送だ！」


　俺とギャスパーがそんなやり取りをしていると、部長がため息混じりに言う。


「もう、わかったわ。他の手段を採りましょう」


「他の手段？　何かアテがあるんですか？」


　俺の問いに部長はうなずく。


「この学園に魔物の知識が豊富な人間がいるのよ」


　初耳だった。





　　　　─○●○─





　パコーンパコーン。


　テニスコートから聞こえてくるボールをラケットで返す音。


　俺は部長に連れられて、テニス場に足を運んでいた。なんでも、部長が訪たずねたい人はここにいるらしい。


　というか！　やはり女子のテニスウェアは素す晴ばらしい！　フェンスの向こうでミニスカートからアンダースコートが！　生パンツじゃないとはいえ、あれはあれでいいものだ！　何よりも生足！　太もも最高だ！　夏場のテニスって最高だよね！


「野や獣じゆうの兵ひよう藤どうよ！　こっち見てるんじゃないわよ！」


「へ、変態！」


　うおおおっ！　俺がフェンスで興奮して見ていたのがバレて女子に猛もう抗こう議ぎを受ける！　俺はエロすぎるせいか、女子にとても嫌きらわれていた。フン！　いいんだい、俺は部長やアーシアと仲がいいんだからいいんだ！　だけど、見学ぐらい、いいじゃねぇか！


「うるさい！　減るもんじゃないんだからいいだろう！」


「あんたに見られると大切な何かが減るのよ！　見たけりゃ木場くん連れてきなさい！」


「いや！　視界に私を映うつさないで！　木場くん助けて！」


　クソッ！　俺を汚お物ぶつのように扱あつかいやがる！　そんなにイケメンがいいか!?　おのれ、木場！　今度一いつ緒しよにここに来てください！　おまえがいれば見放題なんだぞ！


「ほら、イッセー。行くわよ」


　部長が額に手を当てて、困っていた。すみません、部長。どうにもエロセンサーが働くとそちらに意識がいってしまうもので……。


「それで部長、その人、部長のことを悪魔だって知っているんですか？」


「いちおうね。この学舎は悪魔と親交のある特とく殊しゆな環かん境きようの人間も受け入れているの。その際、この学校を根ね城じろにしている悪魔について一通り話しているのよ」


　俺と部長はテニス場の近くにあるベンチに腰こしを下ろして話していた。


　へぇ、この学校、まだまだ俺の知らない未知の存在がいるんだな。


　ここで待ち合わせ予定なのだが、少し早く来てしまったせいか、相手はまだ姿を現していなかった。


　女子の様子が気になってチラリチラリと視線をコートへ送る俺。そこへパカラパカラと馬のひづめの音が耳に入り込んでくる。


「オッホッホッホッホ！　ごきげんよう、リアスさん！　あなたがここへ来るなんて珍しいわね！　歓かん迎げいするわよ！」


　巨軀のお馬さんに騎き乗じようした女性が高笑いしながら現れた！　栗くり毛げを上品そうなロールにしていた。つーか、この学校で乗馬!?


　俺、この人を知ってるぞ。三年のテニス部部長──安あ倍べ清きよ芽め先せん輩ぱいだ。美少女チェックは任まかせておいてくれ！


　しかし、それ以上に驚おどろいたのは安倍先輩の後方にいる存在だ！　首なしの甲かつ冑ちゆう騎き士しが騎乗していた！　うわあああああ、マジで首がない！


　ドゥヒヒヒヒヒィィィン！


　馬のけたたましいいななき！　黒いお肌はだのお馬さん！　目がギラギラとしていて怪あやしい眼がん光こうを放っている！　鼻息も荒あらいぞ！　何この危険漂ただよう世紀末覇は者しや専用なホースは!?


　安倍先輩は馬から降りると、「どーどー」と馬をなだめる。同時に首なし騎士も降りてきた。


「ウフフ、良い馬でしょ？　先日、この町に住むデュラハンのスミス氏のお首が入院したので、その間預かることになりましたの」
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　先輩が自じ慢まん気げに言う。って、これ、魔物のお馬ですか!?　どうりでおかしな雰ふん囲い気きを体から放っていると思ったよ！　しかし、女子高生がまたがる代しろ物ものじゃありませんよ！


「こちらはスミス氏の胴どう体たいくんですわ」


　首なし甲冑騎士が首もないのに、頭を下げたようにした。あいさつだろうね。つーか、これがデュラハンか。魔物が学校で闊かつ歩ぽしているのってヤバいだろ!?　首は頸椎ヘルニアで入院中なんだっけ……。胴体は平気なわけか。夏場の鎧よろい、見るだけで暑苦しいぜ。


　ていうかさ、腕うでにスイカ抱かかえてるんだけど……。


「あら、魔物を学校に連れ込むのは校則違い反はんよ」


　と部長が安倍先輩に言う。校則違反以前の問題だと思いますよ、部長！


「お首が入院中、胴体くんは単独行動できないでしょう？　だから、私のところで馬と共に預かっているの。けれど、ただ飯はいけないと思いましたもので、お仕事を与あたえたのよ。テニス部のマスコットキャラクター！　デュラハンの『ノーヘッド本ほん田だくん』ですわよ！　スイカは首の代わりですわ！　夏場にちょうどいいでしょう？」


「マスコットキャラ!?　いやいやいや、あり得ないでしょ!?　これ、どう見ても魔物じゃん！　全力で首ねぇよ！　怖こわいよ！　首なしで動いているんだもん！　代わりのスイカも意味不明ですって！　つーか、本田!?　本田ってなんですか!?」


　俺がそう突つっ込むが──部長は納なつ得とくしたようにうなずく。


「マスコットキャラなら仕方ないわ」


「部長!?　ええっ!?　それでいいんですか!?　首ないっスよ!?」


「首は問題じゃないわ」


　問題ですよ、部長！　首ないじゃん！　首なしで動いてちゃダメじゃん！　どこからどう見ても物ものの怪けの類だよっ！


「会長も同じことをおっしゃって、応じてくださいましたわ」


　先輩もそう言う。そんなアホな！　会長もかよ！　首ないじゃんっ！


「キャー！　本田くーん！　西洋的な甲冑が今日も光ってるぅぅ！」


「首がないなんて斬ざん新しんなマスコットだよね！　かわいい～！」


　フェンス向こうのテニス女子部員からの黄色い歓かん声せい！　手をあげて応じるデュラハン。


　うおおおっ、なんて人気だ！　かなり間ま違ちがった人気具合な気がしてならないが、首なし騎士はいま女子高生の間で流は行やりなのか!?


「兵藤は死ね！」


「リアス先輩から離はなれて！　けだもの！　害虫！」


「本田くん！　兵藤の首を取って！」


　ええええええええええええええええええええええええっ!?　俺よりも首なし騎士のほうが人気ありますか!?　バカな!?　どう見ても俺のほうが人間的だろう!?　悪あく魔まだけど、首なし騎士の魔ま物ものよりはプリティだと思うぞ！　首あるし！


　酷ひどくショックを受ける俺の肩かたを叩く、首なし騎士──否いな、本田ッ！


「本田ぁぁぁぁぁっっ！　首ないくせになんで見た目人間の俺より女子にモテる!?　首がないほうがテニス部にウケるのか!?　そうなのか！　そうなんだな！　部長、俺の首をカッティングしてください！　それでモテるなら安いもんです！　断頭プリーズゥゥッ！」


「落ち着いてイッセー。それは死ぬわ」


　うぅ、わかってますよ。わかっているけど……。落ち込む俺だが、先輩は改めて部長に問う。


「それでリアスさん。何のご用かしら？」


「テニス部部長の安倍清芽さん、悪いのだけれど、魔物使いとしてインタビューしてもいいかしら？　それと使し役えきしている魔物と妖よう怪かいについていくつか教えてくれるとうれしいわ」


　部長がそう頼たのみ込むが──、


「嫌いやですわよ」


　安倍先輩はソッコーで断ことわりを入れてくる。


「どうしてわたくしのことを悪魔であるあなたに話さなければいけないのかしら？　特殊な環境で育ったわたくしをこの学舎に入れてくれたのは感謝しているけれど、それとこれは別でしょ？　リアスさんはいろんな業界にパイプを持っていそうだし、わたくしにこだわる必要もないのではなくて？」


　むむむ、なんだか、部長に対する態度がカンに障さわるぞ！　だが部長は至って冷静に交こう渉しようを続ける。


「私とパイプを持つ、という選せん択たく肢しはダメなのかしら？」


　安倍先輩は口元に手をやりながら、高笑いする。


「オホホホホホホ！　随ずい分ぶんと自じ意い識しき過か剰じようね！　けれど、あなたと関係を持ったら、後が怖そうなんだもの！　同様に悪魔の会長さんとも一定の距きよ離りを取って付き合いたいわ。悪魔との取り引きなんて、慎しん重ちようにやらないと魂たましいまで抜ぬかれてしまうものね！」


「…………」


　安倍先輩の反応に部長は呆あきれ顔がおで息をついていた。


　あー、そっか。これが悪魔以外の者たちが俺たちに持つ認にん識しきなんだな。


　悪魔になってその世界でがんばっていた俺は、いつの間にか悪魔のやり方にとけ込んでいた部分もあったんだろう。


　しかし、悪魔以外の者にとってみれば、悪魔は魔の象しよう徴ちよう。契けい約やくとは、すなわち相応の代価を支し払はらうことになる。悪魔との取り引きは怖いものだって、思われているのだろう。


　俺が人間のままで悪魔に取り引き持ちかけられたら怖がると思うぜ。


　さすがの部長も苦く笑しようしていた。


「今時、その程度の取り引きで大それたことなんてしないわよ？　普ふ通つうにお茶のお誘さそいやお食事でお礼をするわ。それでもダメかしら？」


「朱乃さんの淹いれてくれるお茶は最高っスよ！」


　部長のお誘いに俺もフォローを入れる。すると、安倍先輩は何かを思いついたのか、いやらしい笑えみを浮うかべていた。


「ウフフフ、わたくし、いいことを思いつきましたわ。ただでやってもおもしろくなくてよ。こういうのはどうかしら？　わたくしと使役している魔物、それにリアスさんとオカ研のメンバーでテニス勝負をするの。勝ったほうが言うことをタダでなんでも聞くというのは？」


　おいおい！　いきなりテニスで勝負!?　しかもなんだその条件は！


「あら、それはおもしろそうね。私もテニスならできるわ。私たちが勝ったら、活動報告書作成のため、あなたにはインタビューに協力してもらうことでいいかしら？　それで清芽さんが勝ったら何を望むの？」


　おおっ!?　部長はあっさり承しよう諾だく!?　勝負事がお好きですね、お姉さま！


　安倍先輩の視線がふいに俺のほうへ向き、何やらマジマジと見てくる。


「……もしかして、あなた、いま業界で噂うわさの『赤い龍の帝王ウエルシユ・ドラゴン』こと赤せき龍りゆう帝てい？」


「え、ええ、そうですけど」


　美少女な先輩に興味深そうに見られるのは普通なら、悪くないんだけどな……。なんだか、この人の目は怖い……。なんていうか、危ないコレクターの目だ……。そんな風に見られたことないから、マジで怖い。


「決めましたわ。私が勝ったら、彼を貸してくださる？　レアなドラゴンなんて最高ですわ！　悪魔の眷けん属ぞくだから貰もらうのは無理でしょうから、しばらく貸していただける──」


「ダメよ」


　部長は笑顔でソッコー拒きよ否ひする。その笑顔はニッコリしていながらも怖い雰囲気をかもし出していた。こ、怖いっス、部長！


　部長は自分の眷属悪魔を大事にする方だ。特に部長は俺を猫ねこかわいがりしているせいか、その手の話にはとても厳きびしかった。部長が俺を引き寄せ、渡わたすまいとした。


「これは私の大事な下僕なの。そういう願いならば、触ふれることも許さないわ」


　部長の反応を見て、安倍先輩は嘆たん息そくする。


「なら、このお話は無かったことに──」


「了りよう解かいしましたわ」


　突とつ然ぜんの第三者の声が、安倍先輩の提案を呑のみ込む。


　振ふり返れば、朱乃さんだった。


「私たちが勝ったら、清芽さんには報告書作成を手伝ってもらい、清芽さんが勝ったら、イッセーくんを一時貸しだす。それでよろしいんですわね？」


　え？　俺の意思は関係なしですか!?　本田が俺の肩を叩たたいて、同情してくれた。あ、本田いい奴やつかも……。


「ちょっと、朱乃！」


　部長が朱乃さんに異いを唱えようとしたが、朱乃さんが言う。


「部長、勝てばいいんですわ。勝てばすべて丸く収まります」


　朱乃さんの有う無むを言わせない態度に部長は何かを言いかけるが──結局、息を吐ついて渋しぶ々しぶうなずいた。やっぱり、俺の意思なんて無視なんですね！


「ええ、わかったわ」


　部長の承認を得て、安倍先輩は高笑いする。


「オホホホホホホ！　商談成立ですわね！　正直言って、テニス部の主将たるわたくしと対決するなんて無む謀ぼうですわ！　せいぜい練習をなさい！　わたくしの使役するかわいい魔物たちはテニスも完かん璧ぺきにこなしますわよ！」


「上級悪魔のテニスをお見せするわ。あなたなんかに私のかわいいイッセーを渡すものですか！」


「それは楽しみですわ！　ウフフ、そうね、兵藤くんを手に入れたら、あなたとは違ちがう方法でかわいがって差し上げますわ」


　顔を近づけ、笑う両者。怖い！　顔は笑っているけど、すんげえ殺気を感じる！　どちらも本気じゃねぇか！　お、俺が賭かけの対象になっちまった！　どうなるんだ俺！


「ゴメンなさいね、イッセーくん」


　朱乃さんが俺に抱だきつきながら謝ってくる。お、おっぱいの感かん触しよくが！


「あーでも言わないと部長の話が進まなかったものですから。私もテニスがんばりますわ」


「は、はい！　俺はだいじょうぶです！」


　朱乃さんにこんなことされたら俺は文句も言えなかった！


　部長が勝てばすべて良しなんだが、安倍先輩のもとに一時貸しだされるというのも気になる。あのコ貸しだされるというのも気になる。あのコレクター的な視線は怖いけど、相手は美人さんだ。しかも「かわいがる」と言っていた。も、もしかしたら、お風ふ呂ろイベントやその他いろいろのおいしい思いを見られるのでは！　などと妄もう想そうしてしまう。下僕の俺はなんと主あるじ不幸でエロエロなんだろうか！


　けど、俺、テニスをあまりやったことないんだけど……。





　　　　─○●○─





　決戦日──。


「ウフフ。逃にげずに来たことだけは褒ほめてさしあげてよ」


　先にコートで待っていた安倍先輩が不敵な笑みで俺たちを迎むかえ入れてくれていた。フェンスの向こうには様々な怪かい物ぶつたちが俺たちを睨にらんでいた。あれが安倍先輩が使役している妖怪やら魔物か。結構たくさんいるな。全部異様な気を発していてマジ怖い！


　マスコットキャラのデュラハン胴どう体たい──本田が俺に手を振ってくれていた。本田！　おまえ、やっぱり良いい奴だよな！


「今日は勝たせてもらうわよ」


　部長も自信満々に宣戦布告した！　部長、やる気まんまんだぜ！


「試合形式はシングル二戦、ダブルス一戦の三試合。二戦勝ったほうの勝ちですわ。わたくしとリアスさんは選手として確定。残る選手はお互たがいくじ引きで決めましょう」


　くじは安倍先輩が用意してくれていた。用意がいいなぁ。つーか、俺に絶対当たるなよぉぉっ！　マジで自信ないからね！　部長の足を引っ張ぱりそうだから、ここは朱乃さんか木場、もしくはゼノヴィアに当たってくれ！　頼む！　くじの先せん端たんの色が青ならシングル、赤ならダブルスだ。


「シングルですわ」


「シングルだ」


　おおっ！　さっそく当たった！　シングルは朱乃さんとゼノヴィアだ！　俺の願いは通じた！


「ダブルスだわ」


　部長はダブルスのお一人！


　では、ダブルスをする部長の相方は木場か、小猫ちゃんにしてくれ！　運動の苦手なアーシアとテニスが下へ手たな俺ではきっとお役に立てない！


　目を瞑つぶりながら、俺はくじを引いた。恐おそる恐おそる目を開けると──くじの先が赤い！


「私のパートナーはイッセーみたいね。がんばりましょう」


「うわああああああっ！　マジか！」


　笑顔の部長とは裏腹に俺は顔面蒼そう白はくになっていた。冷たいものが背中を走る！　すっげぇプレッシャーなんですけど！　絶対に部長の足を引っ張るって！


　そんなわけで一戦め。朱乃さんの試合だ。相手は──。


「よろしくお願いしま～す♪」


　両りよう腕うでが翼つばさの──女の子の魔ま物ものだった！　うわぁぁぁっ！　かわいい！　こんな魔物ちゃんもいるのかよ！


「ハーピーね。有ゆう翼よくの魔物だわ。主おもに女性が多いの」


　部長が俺に説明してくれる！　マジか！　こんなにかわいい子がいるなんて怪物の業界も広いな！　しかもおっぱい大きいし！　足に鳥みたいな爪つめが生えているけど、七割は人間で美少女だ！　たまらんわ！


　ハーピーちゃんは器き用ように羽の手でラケットを持つと、朱乃さんとコートの上で対たい峙じする。


「朱乃さんがんばって！」


　俺は声の限り声せい援えんを送った。そして、心の中では「ハーピーちゃんもがんばって！」などと浮うわ気き性しような本音で叫さけんでいた。なんてスケベだろうか俺は！　でも、あんなにかわいい魔物がいるなら最高じゃないか！　あー、俺、魔物ハーレムもいいかなって思えてきたぞ。


「あらあら、隙すきだらけですわよ、ハーピーさん！」


「いや～ん、この悪あく魔まのお姉さん、つよ～い」


　試合は朱乃さんの圧あつ倒とう的な勝利で終わり、俺たちは一勝を得た！　よし！　これで次のゼノヴィアが勝てば自動的に勝利確定だ！　俺がダブルスをすることもない！


「さて、私の番だね」


　ゼノヴィアがラケットをクルクルと回しながら、コートのほうへ足を向ける。ゼノヴィアは球技経験があまりないと言っていたが、バツグンの運動神経だしなんとかなるはず！


「お相手願います」


　下半身が蛇へびの女性がゼノヴィアの相手だった。うおおおっ！　下半身は蛇だけど、これはこれで！　つーか、この魔物ちゃんも相当な美少女じゃないか！　ふ、太ももがないのが非常に残念だが、おっぱいはある！　俺はそれだけで戦えた！


「ラミア族ね。やはり、彼女たちも女性が多い種族の魔物よ」


　なんと！　女性だらけの魔物がまだいるのですか!?　すげぇ！　世界はマジで広い！　今度魔物をゲットしにいこうかな。女性だらけの魔物の村へ行ってみたい！


　夢が広がり妄想も膨ふくらむ俺へデュラハンの本田がスイカを振る舞まってくれる。それはありがたいんだが、首の代わりをデザートに出してどうする本田よ……。


　しかし、あの姉ちゃんが蛇なら動きづらいんじゃないか？　これは身軽なゼノヴィアの勝ちかもな。──と思っていたら、


「むっ！　やる！」


　苦戦するゼノヴィアの姿！


「そこ！」


　蛇の姉ちゃんは意外にも強かった！　下半身が蛇のためか、あまり動くことなく、体を伸のばすだけでコート内を占せん有ゆうできるんだ！　しかも蛇だけに粘ねばり強く、ちょっとやそっとの攻こう撃げきも耐たえてしのぎ、逆転を待つタイプだった！


「申し訳ない、力量不足だった」


　部長に謝るゼノヴィア。長期戦の末、結局ゼノヴィアは負けてしまった！


　うわぁぁぁぁ、こうなると、最終戦をする俺の責任重大じゃないかぁぁぁっ！


「問題ないわ、私とイッセーで決めてくるから！　あなたたちも安心なさい！」


　部長の気合は入りまくりだ！　俺も覚かく悟ごを決めなきゃいけないのか!?


「わたくしも最後のダブルスに当たりましたわ。パートナーは──雪女ですわね。おいでなさい、わたくしのかわいい雪女ちゃん！」


　安倍先せん輩ぱいが怪物の群れに向かって叫ぶ。


　マジか！　ゆ、雪女！　俺の脳内で薄うすい着物を着た妖よう艶えんな美女妖よう怪かいが想像される！


　雪山で遭そう難なんして、運命的な出会いをして、後々人間に化けて人里に下りてくるあの雪女ですよね!?　最終的に嫁よめになるっていう、あの雪女ですよね!?


　ハーピー、ラミアときて雪女！　俺を凍とう死しさせてください、雪女さまぁぁぁぁっ！


「ホキョォォォォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」


　俺の眼がん前ぜんで巨きよ軀くの白いゴリラが咆ほう哮こうをあげる。


　ドンドンドンドンドンドンッ！　ぶっとい両腕で分厚い胸むな板いたを叩き、ドラミングなぞし出した。安倍先輩はゴリラを紹しよう介かいする。


「紹介しますわ。雪女こと──イエティ（メス）のクリスティよ」


「クリスティィイィィィイイイイイッ!?」


　予想以上に透すき通るお名前と残ざん酷こくな報告に俺は目玉が飛び出るほど驚おどろいた！


　えええええええええええええええええ!?　雪女ッ!?　噓うそつけ、こんな！　白くて大きいゴリラじゃねぇか！　あ、でも頭部にプリティなリボンをつけていたりする！　だが、これは許されないゴリ具合だよ！


「ふざけんな！　雪女さまがこんな毛むくじゃらでドラミングなんてするわけねぇだろぉぉぉぉっ！　ドラミングって知ってるか!?　ゴリラがする外敵への威い嚇かく行こう為いだぞ!?　もろドラミングしてんぞ！　ゴリラじゃねぇか！　これ、ゴリラだよ！」


　俺は血けつ涙るいを流して訴うつたえると、安倍先輩は怒いかりをあらわにする。


「ふざけないで！　クリスティは立りつ派ぱな雪女ですわよ！　この娘むすめのお母さんはそれはそれは立派な雪女でお山を守るため、登山家チームを何度も追い払はらったのよ！」


「そりゃ逃げるわ！　こんなの来たら逃げるわ！　あんた、山で白くてでっかいゴリラに会ってみろ！　逃げる以外の選せん択たく肢しがあるってーのかよ!?　雪山じゃ友好関係築けそうなバナナもカチンコチンで役に立たない！　釘くぎしか打てねぇんだぞ！」


　ほらほらほら！　目の前でゴリラ特有の拳こぶしを地面につけて歩くナックルウォーキングしてんじゃねぇかぁぁぁぁぁっ！　ゴリラだって！　学名「ゴリラゴリラ」のゴリラだって！　雪ゴリラが人里に下りてきやがったぁぁぁぁっ！　凍死どころか恵めぐまれた体格から放たれるパンチで撲ぼく殺さつされそうなんですけど！


「ウホウホ」


　ウホウホ言ってるしぃぃぃぃぃ！　完璧ゴリラだって！


「イッセー！　雪女の冷れい凍とうブレスは強きよう烈れつよ！　食くらえばたちまち氷の像だわ！」


「部長!?　えっ!?　これ、マジで雪女なんですか!?　本やテレビで出てきた雪女は美女だったじゃないですか！　頭部につけてるリボンがプリティすぎて殺意が湧わくんですけど！　って、冷凍ブレスって何ですか!?　俺、そんなテニス用語聞いたことないっスよ！」


「現実は小説よりも奇きなり。イッセー、心に刻んでおきなさい」


「嫌いやだぁぁぁぁぁっ！　こんな奇なりはいらないよぉぉぉぉっ！　夢でもいい！　俺はエッチな雪女が好きなんだぁぁぁぁっ！　ゴリラが冷凍ブレス吐はくなんて怪かい獣じゆうじゃないか！　冷凍ゴリラ怪獣ゴリスティだよぉぉぉ！　帰れよ！　山に帰れよぉぉぉぉっ！」


「クリスティ。彼は雪女に興きよう味み津しん々しんの様子ですわよ？　美しさは罪ですわね」


　安倍先輩が危険極きわまりない言葉を発してくれる！　やめてくれ！　俺はゴリラになぞ興味ない！　そんなこと言って俺のほうへゴリラの意識を向けさせないでくれ！


　だが、ゴリラは俺をじっと見つめたあと、


「ウホホ（笑）」


　嘲ちよう笑しようするかのような笑えみを浮うかべて一いち瞥べつした！


　ブチン！　俺のなかで何かが勢いよくキレる！


　クッソ！　怒りでメラメラとやる気が出てきたぜ！　クリスティ！　いや、ゴリスティィィィィィッ！


「イッセーさん、応おう援えんします！　クリスティちゃんに負けないで！」


「がんばってね、イッセーくん。カッコイイところを期待してますわ」


　アーシアと朱乃さんが応援してくれる！　うおおおおっ！　そんなことを言われると、部員の期待は裏切れないぜ！　ゴリラへの怒りと美少女からの応援で一気に熱いものが体中に流れていく！


「クソ！　ここまできたらやるしかねぇ！　部長、俺やりますよ！」


「よく言ったわ、イッセー！　それでこそ私の眷けん属ぞく悪魔だわ！」


　テニスにはまったく自信がないが、やるしかねぇ！　ここで引けん！　女子たちに格好悪いところなんて見せられない！　スケベ根こん性じようがなんとか俺を支えてくれていた。


　だが、気合の入った俺の視界にあり得ない物体が飛び込んでくる。


　ブゥゥゥゥン！　空気を震ふるわす鈍にぶい音！　ゴリスティは恐ろしいものを振ふっていた！


「なんだよ、そのどデカいラケットは!?」


　ゴリスティが手に持つ巨きよ大だいなラケット！　武器にしか見えねぇぇぇぇっ！


　再び目玉が飛び出すほど驚く俺に安倍先輩は平然と答える。


「特製ラケットですわ」


「鈍どん器きじゃねぇか！　武器だよ、あれ！　巨大なモンスターでも殴なぐり倒たおせる勢いの大きさじゃないですか！　ラケットじゃないですって！　え!?　俺、あれで討うち取られるの!?」


　あれが上から襲おそってきたら、ガットに切られて俺が逆ところてんになるぞ！


　そしてついに試合──いや、死合が開始される。


　コイントスで勝った部長はサーブの権利を選んで、安倍先輩はコートの権利を得た。


　ポスポス。サーブをする部長は、ボールを何度かコートに弾はずませてから、天高く放ほうり投げ──一気に打ちだした！


　部長の打ったボールがワンバウンドし、それを安倍先輩が返す！　そこからラリーが始まる。


「うおっ！　うわっ！」


　俺はボールに反応しようとするが、ベテラン二人の動きが軽快すぎてついていけない！


　てか、部長も先輩も相方が機能しなくても十分にやれる！


　……う、うーん。いざ気合を入れて始めたものの俺って必要なのだろうか？　ゴリスティのほうを見れば特に動く気配もなく、手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた。しかし、全身から迸ほとばしる恐おそろしげな迫はく力りよくだけは健在だ。


　仕方ないので、俺は部長の生足とアンダースコートを見ていることにした。ああ、部長のスベスベしてそうな白い脚！　太ももの照り具合が最高です！


「クリスティ！　そちらに行きましたわ！　蹴け散ちらしなさい！」


　安倍先輩が叫ぶ。俺が部長の足に見取れている間に、ゴリスティのほうへボールが行ったようだ。雪ゴリラが眼光鋭するどく身構える！　やっぱり、雪女には見えねぇぇぇぇっ！


「ウホッ！」


　ドゴンッ！　ボールを打ち返すラケットとは思えない爆ばく音おんがコート中に鳴り響ひびく！


　刹せつ那な、俺の真横を超ちようスピードの何かが通り過ぎて──。


　ドッガァァァァァァアアアアアンッ！　炸さく裂れつ音が後方から聞こえてくる！


　……俺は恐る恐るうしろへ振り向くと……。そこには巨大なクレーターが生み出されていた！　おおおおおーいッ！　コートが破は壊かいされてんぞ!?


　ゴリスティの一発でこれが起きたのはわかる！　だが、ボールは？　ボールはいずこ？


「イッセーくん！　気をつけて！　いまの一いち撃げきでボールが弾はじけ飛んだよ！」


　と、木場が応援してくれる。さすが『騎士ナイト』の木場！　動体視力も凄すさまじい！


　…………いやいや、ボールが弾け飛んだ？　マジですか!?　ゴリスティのショットはボールとコートを破壊するのかよ！　死ぬ！　あんなの直ちよく撃げきしたら死んでしまう！


「ジャングルに帰れ！　このゴリラめ！」


　ボールのラリーが続く。俺も参加してなんとか打ち返していた。


「違ちがうわ！　クリスティの故郷は日本アルプスですわよ！」


「日本産でクリスティ!?　日本アルプスは外国とでも言うのかよ!?」


　安倍先輩とのそんなやり取りもボールをラリーしながらしていく。だいぶ、余よ裕ゆうも出てきたぜ！　と、そんな風に感じていたら、ゴリスティが口を大きく開けて──。


　ブフゥゥゥゥゥッッ！　ゴリスティの口から吹雪ふぶきが吹ふき出てくる！　うわっ、寒い！　冷たい！　これが例の冷凍ブレスか！　本当に怪獣じゃねぇか！


　カチン。あっ、俺のラケットを持つ手がいつの間にか凍こおりづけにぃぃぃぃっ！


　動きの悪くなった俺。ボールは無情にも点数をさらっていく。


「オホホホホ！　これは私たちの勝ちですわね！」


　口元に手を当てて高笑いする安倍先輩。


　くっ……。冷凍ゴリラ怪獣の脅きよう威いに俺は為なす術すべがなかった。俺はこのままテニス部部長の玩具おもちやになるのか……。そ、それでもいいんだけど、考えてみたらあとで部長に恨うらまれそうな予感もある……。最近、俺のそういうところに厳きびしいもんな、部長……。


　苦戦する俺のもとへ、首なし甲かつ冑ちゆう騎士が近寄ってきた。


「本田、なんのつもりだ」


　本田は自身の鎧よろいを分解し、空くう洞どうを親指で示した。


「まさか、その鎧を着ろというのか？」


　俺の問いに本田は親指を立てて「そうだ」というサインを出す。


「どうしてだ、俺とおまえは敵味方の関係なんだぞ？」


　本田はパネルらしきものを取り出し、そこへマジックペンを走らせる。


『雪女がイエティのメスで拙せつ者しやも憤ふん慨がいしてる。着ろ！　奴やつを葬ほうむるぞ！』


　──っ。


　俺のこみ上げてくるものが止まらなかった！　本田ぁぁぁああああああああああっ！　そうだよな！　ハーピー、ラミアときて、雪女とくればさらなる美女を思い描えがくよな!?　ああ、わかるぜ、本田！　あんな怪獣は存在しちゃいけないんだ！


「本田！　俺とおまえはただのテニス下べ手たな悪あく魔まと、首のない中ちゆう途と半はん端ぱなマスコット騎士だ！　けれどな！」


『ああ、拙者たちが組めば勝機が生まれる！』


　俺の想おもいに本田はパネルに文字を書いて答えてくれる！


「そうだ！　俺たちならやれる！」


　俺は本田を着込み、戦場に再び立ち上がった！　クソ暑いぃぃぃぃ！　夏場のせいか、鎧のなかは灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだ！　だが、こんなもの気合でどうにかしてやる！


「部長、首、ありますよ！　首が生えたらもう怖こわいものなしです！」


「え、ええ、そうね……」


　俺の放つ、妙みような迫力に部長も気け圧おされていた。


「首の生えたドラゴン騎士！　燃えるものがある！」


「さすがイッセー先せん輩ぱい！　デュラハンを着込むなんて斜ななめ上をいきます！」


「……カッコイイような格好悪いような」


　ゼノヴィアとギャスパーは俺の姿に燃え上がり、小猫ちゃんは首を傾かしげていた。


「首が生えたデュラハンの力、どれほどのものか、冷凍ゴリラに教え込んでやるぜぇぇぇ！」


　俺たちはその日、ひとつになり、共に戦場を駆かけ回った──。





　　　　─○●○─





「私たちの負けですわ。仕方ないですわね、インタビューにお答えします」


　と、安倍先輩はつまらなそうにつぶやいた。


　俺たちは勝った！　デュラハンを着込んだ俺の力はゴリラへの怒りも相まって想像以上のパワーをたたき出した。その結果、ギリギリで勝利をもぎ取ったわけさ！　だけど──。


「……本田、取れないんだけど？」


　俺は鎧を脱ぬげないでいた。手が勝手に動き、パネルに文字が書かれる。


『すまん。拙者を着た呪のろいで当分脱げん』


「そんなバカな！　噓うそだろ！　呪われる鎧なのか、おまえは！　それを先に言えよ！」


　悲鳴をあげる俺へ安倍先輩が言う。


「それは困りましたわ。マスコットキャラの契けい約やく上、デュラハンの首が治るまでは本田くんにはテニス部にいてもらわないといけませんわ」


「どうしろと！」


「じゃあ、その状態のまま兵藤くんに働いてもらおうかしら。それはいいのかしら、リアスさん」


「ええ、テニス部のお手伝いをするなら構わないわよ。どうせ、その鎧姿では清芽さんもイッセーに好きなことができないでしょうし安心だわ」


　安倍先輩の提案に部長はうなずいた。そんな部長！　殺せつ生しような！


「ウホ……」


　涙なみだ目めの俺に冷れい凍とうゴリラが熱い視線を送ってくる。え……、何その反応……？
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「クリスティったら、先ほどの試合で鎧を着込んだ兵藤くんにときめていしまったようですわよ」


　と、安倍先輩が信じられないことを口にしてくれる！　うおおおおおおっ！　そんなアホな!?　俺たちのがんばりが勝利を呼び、悲劇も生んだというのかよ！


「ウホホ！」


　ゴリスティが瞳ひとみをハートにさせて近づいてくる！　俺は身の危険を感じて逃にげ出す！　本田も同様の気持ちだったようで、その走りは俊しゆん足そくだった！


　だが、ゴリラはナックルウォーキングで驚きよう異い的な速度を出して追いかけてくる！　ふざけんな！　なんで足まで速いんだよ、冷凍ゴリラァァァァァッ！


「イヤだぁぁぁぁぁぁああああああああああっ！　怪かい獣じゆうゴリラに惚ほれられるなんてイヤだよぉぉぉぉぉっ！」


　こうしてデュラハンの本田を着込んだ俺は、しばらくの間テニス部のマスコットキャラとして、ゴリスティと共に働いたのだった。ゴリスティの視線が熱くて、本田のなかも暑くて地獄でした！　その間、部長は無事に報告書を完かん遂すい。良かった良かった。


　俺としては最悪の職場を体験した夏だったけどな……。












　Life.5　地じ獄ごく先生アザゼル












　こんにちは、皆みなさん。


　学校は夏休みに突とつ入にゆうしたばかり！　長期休みをエンジョイしたいところだ。


　そんな俺だが、眼前の光景に頭を抱かかえていた。


「いっちぇー、だっこ」


　紅べに髪がみの幼女が俺に抱だっこを催さい促そくしてくる。


「ぅぅ、だっこぉ……」


　その横で金きん髪ぱつの幼女が泣きかけていた。


　部長とアーシアにそっくりな幼女が目の前にいて、肝かん心じんの部長とアーシアが家にいない！


　朝起きたら、二人がいなくて俺の部屋に幼女がいるんだもん困ったもんだよ……。


　てか、この子たち、まさかとは思うけど……。そんな風に怪け訝げんに感じていると──。


　コンコン。


　ドアをノックされる。


「イッセーくん、リアス、アーシアちゃん、朝ですわよ？」


　俺の部屋に入室してきたのは朱あけ乃のさんだ。


「あらあら……子だくさん」


　部屋の風景を見て朱乃さんが口にした感想がそれだった。


「あ、あの、朱乃さん、どうしたものか……」


　幼女二人にほっぺを引っ張られたり、髪をくしゃくしゃにされたりする俺。朱乃さんは頰ほおに手をやりしばし考え込んだあと、ニッコリと言う。


「夏休みですけれど、部員を全員この家に集合させましょう」


　こうして、オカルト研究部の緊きん急きゆう招集が決まった。





　　　　─○●○─





　副部長朱乃さんの一声で家のリビングにオカルト研究部の部員が集まっていた。


　皆みんな、面めん妖ような様子で幼女二人を見つめていた。アーシア似の女の子は俺のうしろに隠かくれ、部長似の女の子は俺のひざの上に乗っている。俺はどうにも懐なつかれているようだ。


「しかし、部長とアーシアに似ているな」


　ゼノヴィアが首をひねりながら二人の幼女を見つめていた。


「というか、部長とアーシアさんだと思うけれどね」


　と、木き場ばが言う。


「マジか、木場。この二人、やっぱ部長とアーシアなのか？」


「うん」


　木場はハッキリと肯こう定ていし、うなずいた。


　薄うす々うす感じてはいた。どう見ても部長とアーシアだ。しかし、なぜ幼女化してしまったのか？　しかも記き憶おくまで失っているように思えてならない。俺のことは「いっちぇー」と呼ぶから完全に記憶を失ったわけではないと思うけど……。


「……幼女になる術があったような」


　小こ猫ねこちゃんが何かを思い出したかのようにボソリとつぶやいていた。


「小猫ちゃん、そういう術があるの？」


「ええ、悪魔なら魔ま力りよくしだいで姿形を変えることもできますから」


　答えたのはお茶を淹いれてくれた朱乃さんだった。さらに続けて説明してくれる。


「ほら、伝承などでも悪魔がおばあさんの姿で現れたり、小さな子供の姿で現れたりって書かれているでしょう？　それはその通りで、悪魔はある程度歳としを重ねれば、自身の姿を好きな見た目に変えられるのですよ。実じつ年ねん齢れいは中高年の女性でも姿はお若いというのは悪魔の世界では普ふ通つうですわね。逆に男性のほうは年齢通りのお姿でいられる方が多いかしら」


　なるほどなるほど。魔力しだいで見た目を若くできるのね。


　じゃあ、部長とアーシアは魔力で幼女化して……どうしようとしたのだろうか？


「けれど、その場合でも記憶は失わないのですが……」


　朱乃さんが困り顔で頰に手を当てていた。


「こりゃ、術のリバウンドだな」


　と、お茶をすすりながらアザゼル先生が言う。


「リバウンド？」


　俺の問いに先生はうなずく。


「ああ、高純度の魔力を持つ者が不慣れな術をすると、たまに盛せい大だいにミスるのさ。で、術がそのまま自分に返ってくる、と」


「じゃあ、部長は術に失敗したってことですか？　記憶まで失ってそうですけど」


「そうなるな。術の反動で、幼児になったとき記憶も一時的に封ふうじられたんだろうさ。しかし、リアスほどの悪魔が失敗とはな。術式の展開中に何か他ほかのことを強くイメージしちまったんじゃないかな。何はともあれ、もとに戻もどすには一定の時間が経たつのを待つか、アンチスペルの能力者でもいないと無理だ」


　部長が術に失敗するなんて……。本当、何が起こったんだろうか？


　ひざに座るミニ部長へ視線を送っても、怪訝そうに首を傾げるだけだ。


「いっちぇー、変な顔ー」


　だけども、本っっっ当にかわいいなぁ！　部長の子供の頃ころってわけだろう？　そりゃ、お兄さんも溺でき愛あいするって！


「うぅ、あーしあもお座りしたい……」


　背中からミニアーシアが涙目で、ひざに座るミニ部長をうらやましそうに見ていた。ああああっ、こちらもかわいすぎる！　いじらしいというか、保護欲よくが凄すさまじいほどに沸わき立ってくるよ！　おかしいなぁ。俺、ロリの気はまったくなかったんだけど……。


　これって、もしかして父性愛？　それとも兄的な愛情だろうか？　どちらにしてもミニ部長とミニアーシアは想像を遥はるかに超こえる破は壊かい力りよくを持った幼女だった！


「ぶ、部長とアーシア先輩……とてもかわいらしいです……」


　恐おそる恐おそる出てきたのはギャスパーだ。


「おう、ギャスパー。二人を笑わしてみなさい」


　と、ちょっと先輩風を吹ふかして俺は言ってみた。すると、ギャスパーは驚おどろきながらも渋しぶ々しぶうなずく。


　何やら自身のバッグをごそごそ探さぐると──紙かみ袋ぶくろを取り出した。……俺は嫌いやな予感しかしなかった。


　ズンッ！


　人差し指と中指で、紙袋に穴を空けたギャスパーは──、


　ズポッ！


　勢いよくそれを頭にズッポリ被かぶりやがった！　やっぱりか！


「ほーら、部長、アーシア先輩。紙袋ですよー。これを被れば勇気百倍です」


　紙袋の穴の空いた部分から赤いギラギラした眼光が幼女二人に向けられる。


「……ふぇ」


「……ぃや」


　ミニ部長とミニアーシアは俺にしがみつき、ぶるぶると震ふるえていた！　ほら、やっぱり！　怖こわがってんじゃん！　『紙袋ギャスパー』はダメだって！


　ちなみに『紙袋ギャスパー』とは、対人恐きよう怖ふ症しようの引きこもりヴァンパイアに俺が与あたえたバージョンアップ状態である。紙袋を被ることで対人専用の心構えと態勢が整うのだ！


　ただし、見た目は変態となり、相手に最大級の恐怖を与える怪かい物ぶつとなる！　俺の説明終わり！


「おおおおーい！　コラ！　ギャスパァァァァァッ！」


　俺は紙袋の変質者をぶっ飛ばした！　当然だ！　何やってんの！


「な、ななな、何をするんですか……!?」


　遺い憾かんそうに異議を唱えるギャスパー。


「何をするんですか、じゃないだろう！　何、紙袋バージョンで部長とアーシアに近寄っているんだよ！　怖がるだろう！　マジで怖いんだから！」


「そ、そんな……。ただ僕は紙袋を被ることで勇気が溢あふれてくると伝えたかったんですよぉ」


「溢れてこねぇよ！　傍はたから見たら幼女に詰つめ寄よる変質者じゃねぇか！　ちくしょう！　おまえに頼たのんだ俺がバカだったよ！」


「……うぅ、怖かったよぉ」


「怖くないよ！　りあすは泣かないもの！」


　ぶるぶる震えているアーシアと、強がりを口にしながらも俺にしっかりつかまっている部長。かわいいことかわいいこと！


「おー、よしよし。だいじょうぶ、俺がギャスパーを退治しましたからねー」


　俺は二人の頭をよしよしとなでてやった。


「うぅ、先輩酷ひどい。引きこもってやるぅぅ！」


　どこから取り出したのか、ギャスパーの野や郎ろうは大きめの段ボール箱に入って、引きこもってしまった。


『段ボールヴァンパイア』、ギャスパーの待機状態である。対人恐怖症で、ピュアな心を持つ女装少年は何かあると、持参している段ボール箱に逃にげ込み、自分の世界に閉じこもるのだ！　皆は絶対に真ま似ねしないように！　間ま違ちがって出荷されちゃうぞ！


「しかし、部長とアーシアちゃんかわいいですわね。このまま私とイッセーくんで育てるのもアリかもしれませんわ」


　朱乃さんが楽しげに言う。


「俺と朱乃さんがですか？」


「ええ、イッセーくんがお父さんで、私がお母さん。夫婦ってことになりますわね」


「夫婦!?」


　そのキーワードを聞き、俺の脳内でとある風景が思い描えがかれる。





『ただいま』


　仕事から帰ってくる俺。


『あらあら、お帰りなさい、あなた』


　玄げん関かんに現れたのはエプロン姿の朱乃さん！


『パパ！　おかえりなさい！』


『パパ、遊んで！』


　俺を迎むかえてくれるミニ部長とミニアーシア。娘むすめ二人だ。


『こらこら、あなたたち、パパはお仕事で疲つかれているのですから、無茶はダメですよ？』


『やー！　パパと遊ぶの！』


『あーしあ、いい子で待っていたもの！』


『朱乃、いいよ。さて、娘たち、一いつ緒しよに遊ぼうか。ハハハハ』


『もう、あなたは二人に甘いんですから』
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　…………。


　いい。すっごくいい。憧あこがれちゃう。そういう生活も大ありだろう！


「……イッセー先輩、いやらしい目つきでよだれ垂らしてます。……遠い世界に行ってしまったようです」


「ハハハハ、きっと脳内で生活を送り出したんだよ。イッセーくんはたまに現実世界から転移するからね」


　と、小猫ちゃんと木場が話している。あー、一時とはいえ、俺は幸せな妄もう想そうを描いてしまった。


　などと他愛たわいもないことをしていたら、アザゼル先生が立ち上がって言う。


「ま、解除する方法を調べておいてやるよ。おまえらも探ってみろ。さすがにこのままじゃ困ることも多いだろう？　何かわかったら、相そう互ご連れん絡らくってことで一時解散だ」


『了りよう解かい』


　先生の一声に俺以外の部員全員も合意した。


　あら？　もう一時解散？　この場では解決策は特に出ないと？


「私はリアスの魔ま力りよくの痕こん跡せきから解読を試みてみますわ。術発動場所のイッセーくんのお部屋を調べます」


　朱乃さんはそう言うと、俺の部屋のほうへ行ってしまう。


「じゃあ、僕と小猫ちゃんは違う方面から調べてみようか」


「はい」


　木場と小猫ちゃんもリビングを出て行く！


「ふむ。魔力のことはてんでわからん。では、私はギャスパーを鍛きたえよう。ほら、ヴァンパイア、段ボール箱から出るんだ。じゃないと斬きるぞ」


「ヒィィィィィィッ！　ゼノヴィア先輩が僕をいじめるぅぅぅぅ！」


　悲鳴をあげる段ボール箱をゼノヴィアが担かついでリビングを出て行った。


「てなわけで、二人を少しの間頼むぜ、イッセー」


　先生も行ってしまう！　リビングに幼女二人と共に残される俺。


「…………お、俺は子こ守もりか」


「いっちぇー、遊んで」


「……だっこぉ」


　俺は二人を抱だっこして、途と方ほうに暮れた。





　　　　─○●○─





「ねこ！」


「かわいい」


「そうだね、かわいいね」


　俺は二人とお手々を繫つなぎながら外出していた。何かが目の前に来るたびに二人は興味を惹ひかれて、あっちこっちに手を引いてくれる。


『お外に行きたい！』とせがまれ、こうして出てきたわけだが……。


　部長とアーシアが小さくなった理由もいまだわからずじまいだ……。結局、この二人は何をしたかったのか……。


　いちおう、外出の目的は近所のコンビニだ。アイスでも買って与えれば満足するような気がしたんだ。


　しかし、高貴でお姉さまな部長も小さくなると、普ふ通つうの幼女そのものだな。おしとやかなアーシアも小さいと甘あまえん坊ぼうで少々わがままだったりする。


　でもかわいいのでＯＫ！……ただ、育児ってけっこう大変かもって思ってしまった。


「あっ！　イッセーだ！」


　あらぬ方向から聞き覚えのある声が聞こえてくる。振ふり返れば、そこには悪友のクラスメイト、松まつ田だと元もと浜はまの姿があった。


　夏休みだから、昼間っから俺の家に向かうところだったのかな？　しかし、暑苦しい野郎どもに出会っちまったぜ……。


「何をしているんだ──って、子供!?」


「おいおい、その幼女はなんだ!?」


　二人とも部長とアーシアを見て驚いていた。まあ、当然だよな。


「ま、まさか、イッセーの子供か!?」


「髪かみの色からして、リアス先輩とアーシアちゃんとの……？」


　何やら推測しだしやがった！　いきなり俺の子供とか！


「俺が子持ちなわけねぇだろ！」


　子作りすらしてないのに子持ちなんて嫌だ！　なんて続けて言いたかったが、悪友の手前、止やめた。美少女と同居している俺はこいつらにとって、嫉しつ妬との対象でいたい！


　言い訳してみるものの、奴やつらは聞く耳持たずに邪じや推すいを続ける。


「見た目から三、四歳だ……。いまイッセーは十七だろ？……ギ、ギリギリいけるのか？」


「マジかよ!?　こ、こいつ、経験ないように見せかけておいて、陰かげで俺たちを笑っていたというのか……？」


　たとえようのない険けわしい表情をしながら、俺を見つめる松田と元浜。


「ちょ、ちょっと待て！　お、おまえら、何の計算をしている!?　何を想像している!?」


「緊きん急きゆう招集だ！　俺だ！　『ケースＤ』発生！　『ケースＤ』だよ！」


　ケータイ電話を取りだしてどこぞに連れん絡らくをしだす松田！　ど、どこに連絡してる!?　『ケースＤ』ってなんだ!?


　カシャッ！


　ミニ部長とミニアーシアを写メする元浜！　おおおーい！　何撮とりこんでんだ!?


「松田！　証しよう拠こは押さえた！　いざ、『イッセー撲ぼく滅めつ委員会』の会議場へ！」


「よっしゃ！　イッセー！　会議が終わったら覚かく悟ごしろよ！　俺たちは常におまえの不幸せを願っているんだからな！」


　足早にこの場をあとにする悪友二人！　俺は呼び止めようとする！


「おい！　撲滅委員会とか不幸せを願うとかなんだってんだ！　待て！　おまえら、親友を置いてどこに行く！」


『死ね！』


　遠くから聞こえてきたのは無情な一声だった。





　　　　─○●○─





　……ちょっと、疲れたかも。コンビニから帰ってきた俺はリビングで沈しずんでいた。


「つめたいね」


「おいちい」


　ミニ部長とミニアーシアはアイスをおいしそうに食べていた。しかし、問題だぜ。夏休み明けにクラスでまた変な噂うわさが立ちそうで怖こわい！


　と、頭を抱かかえる俺のもとにアザゼル先生が現れた。


「解除方法がわかったぜ」


　探検隊が着るような服装の先生。西洋剣けんらしきものと鉄の盾たてを俺に渡わたしてくる。


　はて？　これは何？


「魔の力を秘ひめた材料を集めるぞ。それらに術的な調合をすることで幼女化を解除する薬ができあがる。ってわけで、イッセー、行くぞ！」


　アザゼル先生は楽しげにあらぬ方向へ指をさす。


「へ？　行く？　どこにですか？」


　疑問の尽つきない俺に、同じく帰ってきていた木場が説明をくれる。


「部長とアーシアさんを元に戻もどす方法がわかったんだ。まずはキミの部屋にあった魔力の痕跡から、使われた術式がわかったんで逆算にて解除術式を解読中。これは先生の持ってきてくれた資料もあるから、朱乃さんか、僕がいればだいじょうぶ。時間の問題だね」


　はー、なるほど。部長たちが使った術は解明できそうなのね。


　さらに先生が補足説明をしだす。


「それだけでもいいんだがな、さらに術を解除する薬も同時に作ってしまおうってことになった。そっちは材料がいるから俺とおまえで集めることにしたんだよ」


「材料集めってどこに行くんですか？」


「諸国だ。朱乃、おまえも来い。俺とおまえがいりゃ、イッセーをフォローできるだろう」


　先生に呼ばれ、眉まゆを不ふ機き嫌げんそうにつり上げる朱乃さん。朱乃さんはアザゼル先生とちょっと仲が悪かったりする。先生が苦にが手てらしい。


「……あなたに言われるのは遺い憾かんですけれど、これも部長、アーシアちゃん、イッセーくんのためですわね。お付き合いします」


　と、朱乃さんは俺の腕うでに絡からんで了りよう承しようしてくれた。おおっ、ひじにおっぱいが当たってるぜ！


「先生、私は？」


　ゼノヴィアがギャスパーを引きずりながら訊きく。ギャスパー……鍛えられていたのか。


「おまえはギャスパーを鍛えてろ」


「了解。さあ行くぞ、ギャスパー。次は聖せい剣けんデュランダルの波動を避さける練習だ」


「ヒィィィィィッ！　今度こそヴァンパイアハントされちゃうぅぅぅ！」


　顔面蒼そう白はくのギャスパーを引きずりながら、ゼノヴィアはリビングをあとにした。ゼノヴィア、楽しそうだなぁ。ギャスパー、強くなるんだぞ。


「いっちぇー、どこにいくのー？」


「……おいてかないでぇ」


　部長とアーシアが俺のズボンの裾すそをひっぱる。あらら、どうしたものか。


「ま、連れてけ。俺もいるし、そうそう危険な目には遭あわないだろう」


　確かに、無敵の総そう督とくさまがいれば身の安全は保障できるでしょうけど……。


　こうして俺たちは堕だ天てん使し特製の超ちよう長ちよう距きよ離り移動式魔ま方ほう陣じんにて、材料集めを開始した。








　開始したんだけど……。


「ギュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」


　危険すぎる咆ほう哮こうが俺を襲おそう！


　とある国の山奥で、俺は剣と盾をかまえて巨きよ大だいな怪かい物ぶつと対たい峙じしていたッ！


　敵はミノタウロスとかいう牛の頭をした人型の魔ま物ものだ！　背せ丈たけは四、五メートルはあり、とんでもなくデカい！　ぶっとい両りよう腕うでと分厚い胸むな板いた！　牛の頭部なのに歯が牙きばなんですけど!?　草食ってないって！　絶対に肉食の牛だって！


　俺だけ危険な目に遭ってるぅぅぅっ！


　ぶぅぅぅぅんっ！


　空気を震ふるわす鈍にぶい音！　ミノタウロスが持っているのは俺よりも大きいバトルアックス！　それをいま振ふり回されている！　死ぬ！　あんなのに斬きられたら一発で上半身と下半身がおさらばする！


　最初の材料。それはミノタウロスの肝きもらしい！　俺の肝のほうがハントされそうなんですけどね！


「ほーら、イッセー、気き張ばれよー」


　後方から聞こえてくるのは鍋なべの準備をしている堕天使総督さま！


「先生！　俺死んじゃう！　こんなの相手にできるわけないでしょうが！」


　悲鳴をあげて助けを請こう俺！　当たり前だって！　こんな剣一本で牛の化け物に勝てるわけねぇだろぉぉぉぉぉっ！


「何言ってんだ。リアスとアーシアへの愛を貫つらぬけ～。俺はここで見守っていてやるぞ」


　そんなことを言いながら鍋の出だ汁しをチェックする総督さま！　あんた何をやってんだよ！　テーブルやらガスコンロセットまで取り出してさ！


「アザゼル先生、具材を切ってきましたけれど」


「おお、朱乃、ご苦労。あとはバカが牛を倒たおすのを待つだけだ。肝だけゲットすればだいじょうぶだからな。残りの部分は食おう」


「私、ミノタウロスのお肉なんて食べたことありませんわ」


「この地方のミノタウロスは絶品だぜ。食えば病やみつきになる。俺は天然の松まつ阪さか牛うしと思ってるぐらいだ。ほら、リアス、アーシア、おまえらの分の皿だ」


「おにくー」


「うしさん」


「おおおおおおーい！　なに俺が死し闘とう繰くり広げてる横でアットホームな展開なんですか!?　俺、その天然の松阪牛に殺されかけているんですけど！」


　ミノタウロスの一いち撃げきを既すんでに避けながら、俺は絶体絶命の窮きゆう地ちに立たされていた！


「リアス、アーシア、もうすぐ三み河かわ屋やさんが牛さんを届けてくれるぞ。良かったな～」


「先生！　その三河屋が死にそうですよッ！　牛さんに殺されます！　この牛さん強いって！　お肉を届ける前に死んじゃう！」


　うわっ！　振り下ろされたバトルアックスで地面が抉えぐれた！　あんなの一撃でも受け止められねぇよ！


「ちったぁ助けてくださいよ！　あんた『堕天使の総督』とかって作品によっちゃラスボスみたいなポジションじゃないか！」


「そうだな。俺は強いぞ。ＲＰＧでいうならクリア後の隠かくしボス級だ。それが味方っつーんだから、おまえら運が良すぎだぜ」


「だったら助けてください！　俺だけで魔物と戦うなんて死んじゃうっスよ！」


「それじゃつまらんだろ～。俺が手からビーム撃うって魔物倒してたら、原げん稿こう用紙数行で終わっちまうんだぞ？」





　アザゼルは手から光を放った。


　牛は死んだ。


　アイテムゲット。





「見ろ、数行で終わる。つまらんぞ」


「つまらなくていいです！　俺より数億倍は強い総督さま！　ご慈じ悲ひをぉぉぉぉ！」


　そんなやり取りをしていたら、遥はるか向こうから地じ響ひびきが聞こえてくる！


　視線を向ければ──ミノタウロスの群れらしきものが一挙に押し寄せてきていた！


　ぎゃあああああああああああああああああっ！　天然の松阪牛が取り放題ぃぃっ！　仲間の戦いに気づいて、助けに来やがったのか!?　今度こそ死ぬ！　俺は牛さんに食われちゃうんだ！


「あらあら、群れできましたわよ」


　困り顔の朱乃さん！　その横で先生は面めん倒どうくさそうな表情を浮うかべていた。


「チッ、ウザいぜ」


　指を群れへ向けると──。


　ビッ！


　光線が指から出て──。


　ドオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォオォオオオオオオオオオンッッ！


　超巨大な爆ばく発はつを起こして、ミノタウロスの群れと周囲の風景が消し飛んだ！


　常じよう軌きを逸いつしてやがる！　マジでラスボスの攻こう撃げき力じゃねぇか！


「ふん。邪じや魔ま者ものは消えたぞ、イッセー。存分に戦え」


　グッと親指を立てる先生！　違ちがうだろう！　そうじゃないだろう！　あれだけいれば肝だって取り放題じゃないか！　全部灰にしやがった！　本当に原稿用紙数行で終わらせやがった！


「いまのビーム、一発だけでもこっちに撃ってくださいよ！　それで戦せん闘とうも終わるって！　てか、さっきの群れにどう考えても俺が相手している奴やつよりデカそうなのいましたよね!?」


「いいから戦え。だが、安心しろ。そいつ以外の乱入者は魔ま王おうでも倒してやっから」


「ふざけんな、ラスボス先せん生せいェェェェェッ！」


　運がいいのか悪いのか。さっきの攻撃でびびった様子のミノタウロス！　わかるよ！　怖いよね！　敵にラスボス的な存在がいたら怖すぎるよね！


　しかし、俺は同情を心の内に押し込めてチャンスとばかりに切り込んだのだった！





　　　　─○●○─





　なんとかミノタウロスの肝をゲットして、俺は違う国に来ていた。


　眼がん前ぜんには薄うすい布の服を着た朱乃さんのお姿！


「これでいいのかしら？」


　魅み惑わくのボディが俺のいろいろなところを刺し激げきしてくれる！　ああ、やっぱり朱乃さんはおっぱい大きいな！　スリットから覗のぞかせる白い太もも！　脚きやく線せん美びが素す晴ばらしい！


「ああ、ユニコーンは清せい楚そな処女にしか心を許さない」


　先生の説明の通り、次はユニコーンの角をゲットしに来ていた。場所は森のなか。きれいな泉の前だ。なんでもユニコーンは清楚で汚けがれのない少女のもとに現れるらしい。


　てなわけで、朱乃さんが抜ばつ擢てきされ、俺たちはユニコーンが出現するまで後方の物もの陰かげで息を潜ひそめて待機することにした。あの薄い布の服は悪あく魔まの魔ま力りよくを抑おさえるものらしい。ユニコーンは悪魔の女性に近づかないかもしれないということで先生がいちおう用意したものだ。


　泉の前に朱乃さんが立ち、俺たちはそれを物陰で見守る。部長とアーシアは俺のひざの上でおとなしくしていた。うん、良いい子良い子。


　先生が声を潜めながら言う。


「いやー、俺が言うのもなんだが、朱乃は相当なエロボディの持ち主だと思うぜ」


　先生が朱乃さんをマジマジと見ながら淡たん々たんと感想をつぶやく。いやらしい目つきというよりは娘むすめや妹の成長を喜ぶ身内の視線だった。


「俺も同意見です。なんであんなにエッチな体つきなんでしょうか？」


「朱乃は堕天使の血も引いてるからな。堕天使の女はエロいの多いぞ」


「マジっスか!?」


　確かに以前出会った堕天使のお姉ちゃんもエロかったかも！


「ああ、他ほかの種族の男を惑まどわすのも仕事のひとつだ。体つきやらがやたらと男ウケのいい感じになりやすい。だが、それと比べても朱乃は極ごく上じようの域だな。おまえ、もらえるんだったら、絶対もらっとけよ」


「そ、そりゃ、もらえるもんだったら、もらいますけど……」


「よしよし。俺はこれでもあいつを見守る役でもあるんだ。それを聞いて一安心だぜ」


　何やら一人でうんうんうなずいている先生。何なんだろうか……。


「？　は、はぁ、そうなんですか……」


「いっちぇー、すけべ顔ー」


「すけべー」


　幼女二人にほっぺを引っ張ぱられる俺。どこか、ぷんぷんと怒おこってる様子だ。幼女二人に何が起こったのやら……。


「うぅ、ひっぱらないでぇ」


「おまえは前ぜん途と多難だな。──っと、出てきたぜ」


　視線を向けると、泉近くに現れた白い毛並みのお馬さん！　本当に角が生えてる。


「ユニコーンの角は古来、万病の薬として重ちよう宝ほうされてきた。術の解除にも効果があってな。そんなわけでちょいともらうわけだ」


「いいんですか？　また生えるんですか？」


「また生えるように角の生はえ際ぎわに特製の薬を塗ぬっておくから問題ない」


　ああ、ケアも完かん璧ぺきなのね。


　朱乃さんのもとに近づくユニコーン。朱乃さんの手が触ふれる瞬しゆん間かん──。


「はっ！」


　ドスッ！


　朱乃さんの手刀がユニコーンの首もとに一いつ閃せん！　ユニコーンは虚きよをつかれたのか、その場でズデーンと倒れ込んだのだった。


　それを確かく認にんしたあと、俺たちは物陰から出ていって角を取ることに。


　ゴメンな、ユニコーン。


　こう見えても朱乃さんはれっきとした悪魔なんだ。


　しかし、牛の次が馬とはね。案外、次の獲え物ものは豚ぶたとかだったりして。


　そのときの俺は──浅はかだった。
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　最後の材料は……最悪だった！


　ゴバァアアアアアアアアアアアアアアアアアンッッ！


　俺の眼前で全長十五メートル以上の怪かい獣じゆうが咆ほう哮こうをあげる。両りよう翼よくを大きく開いた赤い鱗うろこのどデカい魔ま物もの──ドラゴンッ！


「こいつは朱炎龍フレイム・ドラゴン。炎ほのおを司つかさどるドラゴンだ。こいつの背中にだけ生える特とく殊しゆな鱗が最後の材料だぜ」


　冷静に説明をくれる先生！


　無理だ！　無理だって！　これ、どう見ても怪獣じゃん！　うわぁああああっ！　ドラゴンの成せい龍りゆうってこんなにデカいのかよ!?　子供のドラゴンは見たことある！　アーシアの使い魔まがミニドラゴンなんだ。それは抱だっこできるぐらい小さかった。こいつは到とう底てい抱っことかそういうレベルじゃない！


　こんな剣けん、あいつにとってみれば爪つま楊よう枝じにもならない！


「……せ、先生。さすがにこれは……」


　マジでガクガク震ふるえる俺に先生はハッキリと言ってくれる。


「おまえに宿ってるドラゴンはこいつなんかよりも遥かに強いんだぞ。なんとかしてみせろよ」


　俺には伝説のドラゴン──赤せき龍りゆう帝ていの力が宿ってる。確かにそうだけど！　まだその力は使いこなせないんだし、こいつと戦うのは無理だって！


　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　ドラゴンが大きな口から大質量の火か炎えんをはき出してきやがった！


「うわああああああああああああああああっ！」


　俺は涙なみだ目めで逃にげ回るしかなかった！　あんなの直ちよく撃げきしたら一発で黒くろ焦こげじゃないか！


　熱い！　マジ熱いよ！　てか、今日の俺、なんでこんなに死線ばかりなの!?


「ねぇ、先生！　思ってみれば先生と朱乃さんは今日俺をフォローするために付いてきたんですよね!?」


　諸外国周りをする前、確かにそう言っていたはずだ！　でもフォローなんていまのところ一いつ切さいないぞ！


「さっき、朱乃のエロい姿が見れたよな？」


「はい！」


　もちろん、脳内に保存いたしましたぞ！


「それで俺たちの仕事は終わりだ」


「マジでぇぇぇえええええええええええっ!?」


　俺はあまりのお言葉に目玉が飛び出る勢いだった！　マジかよ！　あれで終わり!?　うれしかったし、そりゃ最高だったけどさ！


「先生、いくらなんでも酷ひどすぎますわ」


　朱乃さんが異を唱えてくれる！　ああ、さすが朱乃さん！　やさしいぜ！


「いいじゃねぇか。おまえだって、イッセーの格好いいところ見たいだろう？」


「…………そ、それはそうかもしれませんけれど」


　あれ？　朱乃さん、そんな一言で丸め込まれちゃうの!?


　俺は驚きよう愕がくしながらもドラゴンの尻尾しつぽ攻こう撃げきや炎のブレスを避さけて避けて避けまくっていた！　けど、避けるのにも力がいる！　ぜーはーぜーはーと息も絶え絶えだ！


「先生！　死にます！　体力が保もちませぇぇぇぇぇぇんっ！」


　俺の必死な思いが通じたのか、アザゼル先生は「わかった」とようやく首を縦に振ふってくれた！


「仕方ないッ！　出ろォォォォォッ！」


　アザゼル先生が指をパチンと鳴らすと、地面に巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが展開する。


　黒い波動を放ちながら、何やらデカい代しろ物ものが姿を現す！


「なんじゃこりゃぁぁああああっ!?」


　ガッシャァアアアアンッ！


　魔方陣から出てきたのは巨大ドラゴンと同サイズの──人型スーパーロボットだった！


　って、ロボットォォオォオオオッ!?　急に世界観がぶっ飛んだよ！


「どっから出てきた!?　宇宙か!?」


「駒く王おう学がく園えんのプール下にある地下秘密基地からだ！　お約束だろう！」


　ウインクしながら先生が言う！


「俺たちの学舎を勝手に改造しないでくださいよ！」


　俺たちが泳いでいたプールの地下でこんなものを作っていたのか！　学校の陰かげの支配者である部長が知ったらキレるぞ！


「こいつは堕だ天てん使しの科学力をもってして俺が製作した悪魔のお助けロボ！　マオウガーだぜっ！　サーゼクスに頼たのまれてな！　動力は全世界に漂ただよう人間の憎ぞう悪お！　憎悪なんて世界にいくらでも溢あふれてるからな、エコロジーだ！」


　いつの間にかロボットの肩かたに乗っている先生がそう説明してくれた。


「マ、マオウガァァァァァァアアッ!?　明らかに作品違ちがいでしょう、これ！　出てくる話間ま違ちがえてるって！　つーか、憎悪がエネルギーなんですか!?　邪じや悪あくじゃないですか！　どう考えても悪役が使う兵器の類たぐいですよ！　どうしてこんなものをサーゼクスさまは注文したんだ!?　よりにもよって、こんな邪悪な総そう督とくさまに！」


「細かいこたぁいいんだよ。ようはノリと勢いだ。いくぜ、マオウガー！　人々の憎悪を吸え！　おまえはこの暗黒の時代が生んだ傑けつ作さく兵器だ！」


　マオウガーが腕うでをドラゴンに向ける。やっぱり、発想が邪悪すぎるぜ、先生！


「くらえ！　ロケットパーンチッ！」


　先生が叫さけぶと──。


　ゴオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　腕が火を噴ふいて、前方に発射された！　マジでロケットパンチかよ！


　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオ…………。


　勢いよく飛んでいったロケットパンチはドラゴンに軽々と避けられ、空の向こうへ消えていった。


　…………。


　あれ？　これで終わり？　ていうか──。


「先生。あ、あの、つかぬことを訊ききますけど……」


「なんだ？」


「と、飛んでいったロケットパンチは帰ってこないんですか？」


　俺の問いに先生はしばし瞑めい目もくする。


「…………。こうして、憎悪は散っていったんだよ」


　爽さわやかな笑え顔がおで返してきた！


「意味がわからねぇっスよ！　てか、ロケットパンチ飛ばしっぱなし!?　エコじゃねぇぇぇぇっ！」


　どこに飛んでいったロケットパンチ！　知らぬ国のどこかにヒットしてんじゃねぇのか!?　あああああ、見知らぬ土地の方！　突とつ然ぜん巨きよ大だいなお手々が飛んでいってゴメンなさい！


「悲しいかな。所しよ詮せん、ロボットは兵器なのさ……。サーゼクス、聞こえるか？　俺たちはあと何回この手を悪に染めればこの生き方から解放されるんだろうな……？」


「それっぽいことを悲ひ哀あいに満ちた顔で言って流さないでくださいよぉぉぉっ！　ちなみに訊ききますけど、そのマオウガーと先生はどっちが強いんですか？」


「俺に決まってるだろっ！」


　先生は自信満々に自分を指さしていた！


「だったら作るなよ！　資源の無む駄だじゃないか！　あんた一人ビーム出してたほうが強いじゃないか！」


「俺にだってビームが出せない日ぐらいある」


「さっき、ビーッて出してたじゃねぇか！」


　先生と俺が言い争いをしているなか、ドラゴンが「ギャオオオオッ！」っと俺たちに襲おそいかかる！


「黙だまれッ！」


　ビーッ！


　キレた先生が手から光線！


　ドオオオオオォォォン……。


　たった一発で怪獣サイズのドラゴンがその場に倒たおれ伏ふした！　ほら！　やっぱ俺いらないじゃん！　マオウガーいらないじゃん！


「ふん。たかが野の良らドラゴンごときが俺に指一本触れられるわけねえだろ」


　先生のラスボス発言に俺は閉口した。


　こうして俺たち──いや、先生の活かつ躍やくによって、材料はそろったのだった。


　マジで先生一人いれば十分なのに、どうして俺がこんなにボロボロになっているんだろうか……？
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　なんとか、やっと俺は家に戻もどってきた。


　材料を調達してきた俺たち。俺は……心身共に疲つかれ果てていた。


　今日一日、俺は何度死ぬ思いをしたのだろうか……？


　話によると、部長とアーシアは俺の部屋で何やら儀ぎ式しきをして、失敗し、幼女化してしまったという。


　今度はその儀式の反対のことをするため、術が発動した場所で術式を執とり行うこととなっていた。


　解除用魔方陣の中央に部長とアーシアを座らせて、先ほど調達したばかりの材料を焼いて潰つぶして粉にしたものを煎せんじて飲んでもらう。


「にがいぃ」


「うえええん」


　二人は涙目で解除薬をなんとか口にしてくれた。


「では、あとは私が術を展開して、二人を元に戻しますわ」


　朱乃さんが魔方陣に魔ま力りよくを送り、魔方陣が光を発す。


　おおっ、これで部長とアーシアは元に戻るのか。長かったように思える……。


　息をついて、見守る俺へ先生が話しかけてくる。


「なあ、イッセー」


「はい？」


「もし、薬や解除法の都合上、どちらか一方しか元に戻せないとしたら、どうする？」


　と、質問してきた。俺は特に考えもせずに即そく答とうする。


「ブーステッド・ギアで倍増して、二人分に効果を上げます！」


　それを聞いて、先生は笑う。


「ハハハハ！　考えもせずにそう答えやがるか！　いい答えだ！　ああ、その通りだな。おまえにはそれができる。伝説のドラゴンなら二人を助けてこそだ」


「？」


　疑問の尽つきない俺だが、何がなんでも二人を助けるのは本当だぜ。


　と、魔方陣の光が一層輝かがやき、部長とアーシアも光に包まれて──。と、そのときだった。


「ヒィィィィィッ！　イッセー先せん輩ぱい！　助けてくださぁぁぁぁぁいっ！　ゼノヴィア先輩に殺されますぅぅぅっ！」


　部屋に突とつ然ぜん入ってきたのはギャスパーだった。どうやら、ゼノヴィアに追いかけ回されているみたいだけど──。


「むっ！　逃げるな！　私はただガーリックたっぷりの栄養ジュースを飲めと言っているだけだ！」


　何やら不気味な色のジュースが入ったコップを持ちながらゼノヴィアがギャスパーを追っていた。


　──って！　ギャスパーがこっちに走り寄ってくる！


「イッセー先輩助けてぇぇぇえぇっ！」


　ぶ、ぶつか──。


　ドンッ！


　ギャスパーと追ってきたゼノヴィアからのタックルによって、俺は魔方陣のほうへ弾はじき飛ばされる！


　カッ！


　魔方陣が輝き、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうを放つ！


　そのあと魔方陣中央に現れたのはいつもの部長とアーシアの姿だった。


「……元に戻れたようね」


「あうぅぅ、元に戻れましたぁ」


　良かった！　二人ともいつもの姿だ！　おっぱいの大きい部長とかわいいアーシア！


「で、どうして、こんなことになった？」


　先生が二人に訊たずねる。部長とアーシアは恥はずかしそうに顔を見合わせながら、口を開いた。


「……以前から、私とアーシアは、イッセーの子供の頃ころにとても関心があったのよ。それで、相手を一定時間小さくする術があって……」


「試ためして、リバウンドしたわけか。ったく」


　先生は呆あきれるように息を吐はいていた。部長とアーシアが申し訳なさそうな表情を浮うかべていた。


　って、俺を子供にしようとしていたのか。あー、そういえば俺の昔の写真アルバムを見て、二人してはしゃいでいたもんな。それでか。


「ゴメンなさい」


「すみませんでした」


　二人が俺たちに頭を下げて謝った。


「いいんですよ。元に戻れて良かったです」


　と、俺は笑え顔がおで返した。


「イッセー……。小さくなっていた間の記き憶おくはあるのよ」


「はい。イッセーさんは私たちをとても大切にしてくれました」


「あんなにボロボロになってまで私たちのために……」


「うれしかったです……」


　あらら、なんだか潤うるんだ瞳ひとみで二人が俺を見てくるよ？　そんな風にされると逆に恥ずかしいな。


　あれ？　なんだか、部長とアーシア、大きくなってないか？


　てか、周りの風景も妙みように大きくなったというか……。皆みんなってこんなに背が高かったっけ？


　反応に困る俺に先生が笑顔で言う。


「で、今度はおまえか。ハハハハ、ちっけぇな！」


「へ？」


　間の抜ぬけた声を出す俺。気になって自分の手やらを見てみると──小さい!?


　部屋の鏡を覗のぞき込むと、そこにいたのは幼児な俺ぇぇぇぇええっ!?


「なんじゃこりゃああああっ！」


　悲鳴をあげる俺にニヤニヤしながら先生が言う。


「さっき、魔ま方ほう陣じんのなかへ弾き飛ばされたとき、変に術が発動しちまったみたいだな」


「ええええええええええええええええっ!?　今度は俺ですか!?　でも記憶はあるよ!?」


「おまえだけ完かん璧ぺきに術が決まったみたいだ。良かったな、リアス、アーシア」


　先生の一声に部員全員が楽しそうな表情を浮かべる！


「いやーん！　イッセー！　やっぱり、かわいいわ！」


　俺を抱だき寄よせ、ぎゅっとしてくる部長！　「いやーん！」って、俺はぬいぐるみじゃありませんって！


「ぶ、部長さん！　私にも抱っこさせてください！」


「あらあら、アーシアちゃんの次は私にもお願いしますわ」


　アーシアも朱乃さんもなんだか感動してる!?　目が爛らん々らんと輝いていらっしゃる！


「イッセー、私もかわいいと思うぞ」


「ぼ、僕もそう思います」


　と、ぶつかってきた張ちよう本ほん人にんのゼノヴィアとギャスパーが手をあげて淡たん々たんと言う！　謝れ！　俺に全力で謝れ！　こんなに小さいんじゃ、お外にも行けない！　父さん母さんになんて言えばいいんだよ！　大問題じゃないか！


「じゃあ、とうぶんおまえはそれでいいだろう。リアスもアーシアも朱乃もうれしそうだし。誰だれも不幸にならない」


　先生がさらりと酷ひどいことを言う！　俺がめっちゃ不幸になりそうですけどね！


「待ってください！　あの薬は!?」


「もうない」


　いやらしい笑みで先生が答える！　そんな！　無情すぎる！


「先生！　材料を取ってきてくださいよ！　その力ならソッコーでしょう!?」


「嫌いやだ。今日は十分楽しめた。おまえは少しの間、それで我が慢まんしろ。俺は帰るぞ」


　先生マジ酷い！　絶対、自分が楽しむだけに今日動いていたに違ちがいないよ！　俺、今日踏ふんだり蹴けったりじゃん！


「では、僕はそろそろ帰ります」


「……私も自由研究の宿題があるので帰ります」


　木場も小猫ちゃんも帰っちゃうの!?　何これ!?　俺の不幸話じゃん！


「ちょっとやだ！　誰か助けてくれぇえぇぇえええええっ！」


　俺たちの夏休みはまだ始まったばかりだ。なのに俺だけが不幸せになりそうで怖こわい！












　Life.6　３００スリーハンドレツドイッセー












　いま俺は謎なぞの筒つつ型カプセル装置のなかにいた！


「ハハハ、本当、いいところに来たぞ、イッセー」


　朗ほがらかに笑いながら実験装置を稼か働どうさせているのはアザゼル先生だ！


　先生の研究室にお茶を持って入室したら、「おおっ、ちょうどいい」の一言でこのなかに放ほうり込まれたんだ！　意味がわからねぇ！


　ドンドン！


　なかから叩たたいてもこのカプセルはビクともしない！


「何をする気ですか、先生！」


「いやな、ちょいと試ためしたいことがあったんだが、実験素材がなくて困っていたんだ。そこへちょうどおまえが俺にお茶を持ってきてくれたもんだから、つい」


「『つい』って！　あんたは『つい』で教え子を謎の実験機械のなかに放り込むのか!?」


「犠ぎ牲せいはつきものだ」


「え!?　もう犠牲は確定なの!?　いや、出してくれ！　いやだぁぁぁぁぁああ！」


　ギュイイイイイン。


　俺が助けを請こうなか、装置は順調に稼働していく！　隣となりにも同様のカプセルがある！　しかし、なかに何も入っていない。俺だけカプセル入りなのか！


「つーか、何の実験なんスか!?」


　俺の問いに先生が振ふり向き、何かを口にしかけたとき──。


　カッ！　ドオオオオオオンッ！


　一瞬の閃光と爆ばく発はつが巻き起こったのだった。








　ゲホッ！　ゲホッ！


　……うぅ、すっごい煙けむり。俺はいつの間にか、装置から解放されていた。


　見れば、俺の入っていたカプセルが壊こわれている。実験失敗で爆ばく破はした？


　部屋は爆発の影えい響きようでぐちゃぐちゃになっていた。いろんなものが壊れ、散乱している。


　室内を見み渡わたしてみても当の先生がいない。実験失敗で飽あきてどっかに行ったのだろう。


　一言文句を言いたかった。生徒を即そく実験に使うなんて教師の風上にも置けん！　さすが堕だ天てん使しのボスさまだ。考え方が悪だぜ。


「ったく、アザゼル先生、実験終わったらそのまま放置かよ」


　毒づきながらも俺も先生の研究室をあとにした。


　俺がいるのは駒く王おう学がく園えんの旧校舎だ。


　部室に向かう途と中ちゆう──。


「きゃっ！」


　女子の声！　これはアーシアの声だ！


　悲鳴のしたほうへ行けばアーシアが──裸はだかだった！


　ブッ！


　勢いよく鼻血が飛び出る。ううむ！　やっぱり、出会った当初よりもいろいろと成長してますね、アーシアちゃん！　お兄さん感激！


「ひ、酷いです、イッセーさん。いきなり、服をバラバラにするなんて……」


　アーシアは涙なみだ目めで俺に訴うつたえる。


　え……？　俺は身に覚えのないことをアーシアから言われてしまった。確かに俺は女子限定で触ふれた相手の服を弾はじき飛ばす洋服崩壊ドレス・ブレイクを持っている。


　けど、アーシアに使うわけないし、いま使った覚えなんてない。


「コラ、待てイッセー！」


　今度は何かを追うゼノヴィアの声。


　と、何事かと見ていたら──廊ろう下かの角を曲がってきた俺の姿が！　って、なんで俺が目の前にいるの!?


　俺そっくりのそいつはいやらしい顔で鼻血を流し続けながら、俺とアーシアの横を通り過ぎてどこかへ消えていった。


　追うようにゼノヴィアが姿を現す。──って、ゼノヴィアも裸じゃないか！


　ちょうど手元にその得え物ものを握にぎっていた。


　きょろきょろと見渡したあと、俺を視界に捉とらえるとおっぱいをぶるんぶるんと揺ゆらしながら一気に詰つめ寄ってくる。──聖せい剣けんを握りしめたまま！


　悪あく魔まは聖剣で切られたら、死ぬ！


「──私を脱ぬがしておいて何もしないなんてどういうことだ！」


　そんな理由で怒おこっているの!?　相変わらずつかめないゼノヴィアは俺に襲おそいかかってきたのだった！


「そこまでですよ、二人とも」


　突とつ然ぜんの声。ゼノヴィアの手も止まり、聖剣は俺の手前で制止された。


　振り返れば朱あけ乃のさんが立っていた。アザゼル先生と──俺そっくりな誰かを引き連れて!?





　　　　─○●○─





「学園中、イッセーだらけよ」


　オカルト研究部の緊きん急きゆう会議。部長が額に手をやり、ため息混じりにそう言った。


　部員全員、窓まど際ぎわに立ち、双そう眼がん鏡きようにて新校舎などの様子を見ていた。


　──お、俺がたくさんいる！


　周りは俺だらけで放課後の学校に残る女の子を追って、ドレス・ブレイクをかましていた！　ついつい裸になった女子を双眼鏡で覗いてしまうぜ！


「大勢のイッセーが学校の女子生徒を裸にして回っているの」


　部長が俺の隣で困り顔をしていた。


　小こ猫ねこちゃんが双眼鏡を「ミシッ！」と壊しながら、迫はく力りよくを放ってくれる！


「……ここへ向かう途と中ちゆう襲おそわれました。理由はよくわかりませんが、ぶっ飛ばしておきました」


　ヒィィィィィ！　怖い！　小猫さまがお怒いかりだ！　でも、俺はそんなことをした覚えはないぞ！　つーか、なんだ、あのたくさんの俺は！


「さっき捕つかまえたこの子、どうしましょうか？」


　朱乃さんの視線が部室の隅すみに向けられた。


　そこには檻おりのなかに閉じ込められた俺のそっくりさんがいた！


「このイッセーくんはアーシアちゃんやゼノヴィアちゃんを裸にした子ですわね」


　朱乃さんが檻のなかのそっくりさんに触れようとするが──。


「おっぱい見せてください！　おっぱい！」


　などと言って、スケベな顔つきでがっつくように朱乃さんへ襲いかかろうとしていた！


　おおっ、凶きよう暴ぼう極きわまりない！


「気をつけろよ、おまえら。特に女子。どうやら、イッセーの分身どもは本体よりも性せい欲よくが強まっている」


　アザゼル先生がそう言った。


「じゃ、じゃあ、このイッセーさんが私たちの服を？」


「なるほど、いつものイッセーよりも若じやつ干かんいやらしい顔かもしれない」


　新しい制服に着き替がえているアーシアとゼノヴィアが興味深そうに俺の分身とやらを見ていた。俺がやっていないと誤解が解けたようでうれしい。いくらなんでも妹のようにかわいがっているアーシアと、沸ふつ点てんがわかりづらいゼノヴィアにドレス・ブレイクかますようなことはしないさ。


　ま、まあ、過去に間ま違ちがってアーシアの服をバラバラにしたことならあったけどね。


「ちょっと、アザゼル。いったい実験で何をしようとしたの？」


　部長がアザゼル先生に訊きく。


「いやー、ドッペルゲンガーの実験中に暴走してな。実験体のイッセーが増えた。ま、すぐ学園を覆おおう結界を発生させておいたから、イッセーのドッペルゲンガーどもは外に逃にげないだろう。被ひ害がいは最小にとどめておいた」


　ソファに座るアザゼル先生がそう言う！


「えーっ！　あの実験、そんなことをしていたんですか!?　ていうか、ドッペルゲンガーって何？」


　俺の疑問に朱乃さんが答える。


「ドッペルゲンガーとは、『霊れい的てきな生き写し』を意味し、自分の分身が目の前に現れる現象ですわ」


　じゃあ、あれは俺の分身!?　実験で俺が増えたってこと？


「ハハハ、いいところにイッセーが俺の部屋に入ってきてな、つい。一人分身させりゃ十分だったんだが、つい操作ミスをした。そしたら、性欲面だけが強化されたイッセーのドッペルゲンガーが大量生産されてしまった、と。ハハハハ！　まいったな！」


　豪ごう快かいに笑う先生！　こ、この人は反省の色がないぞ！


「だから、その『つい』でこの現象ですよ！」


「それで、イッセーのドッペルゲンガーが増えたってどのぐらいなの？」


　額に手をやりながらため息混じりに部長が先生に問う。


「ざっと三百人だ」


『三百人!?』


　先生の告白にここにいる全員が驚おどろいた！　当然だって！　俺が三百人も増えていたなんてビックリだよ！


「そんな……アザゼル先生！　あなたは何をしたかわかっているのですか!?　この学園を暗黒に陥おとしいれるおつもりなのですか!?　イッセーくんはただの変態じゃないんですよ!?」


　珍めずらしく激げつ昂こうしている木き場ば。うん。俺、いま、とても失礼なことを言われていると思うんだ。


「……どスケベが増ぞう殖しよくするなんて悪夢」


　小猫ちゃんもわなわなと怒りに震ふるえながら言う！　俺への殺意も感じられる！　え！　俺のせいなの!?


「ヒィィィィィッ！　三百人のイッセー先せん輩ぱいだなんて、ぼ、ぼ、ぼ、僕も脱がされるぅぅぅっ！」


　段ボール箱のなかでギャスパーが悲鳴をあげている！　ふざけんな！　間違っても男を裸になんかしないぞ！


「一人ぐらい欲しいけれど、エッチなだけのイッセーくんじゃダメですわね。やっぱり、本体が一番ですわ」


　俺に抱だきついてくる朱乃さん！　大きなおっぱいの感かん触しよくがぁぁぁっ！


　さすが朱乃さんだ！　わかってらっしゃる！


「そうね。とにかく、どうにかしないと」


　俺の頰ほおをつねりながら部長が言う。痛いです、お姉さま……。


　木場が誰だれかとケータイでやり取りしたあと、俺たちに告げる。


「学園にもすでに被害が出てます。学園に残っていた女子の大半がドレス・ブレイクを受け、身に着けている衣類を弾き飛ばされました。生徒会のシトリー眷けん属ぞくもイッセーくんの始末をしていますが、生徒会メンバーは女性が多いので、苦戦しているそうです」


　生徒会のメンバーも俺たち同様に悪魔だ。木場と連れん絡らくを取り合っていたのか。つーか、すげえ迷めい惑わくかけさせてんじゃん！　ソーナ会長、匙さじ、ゴメンなさい！


　ブィン。


　アザゼル先生は自身の眼前に小さな魔ま方ほう陣じんを宙で展開し、何やらタッチパネルのように指で操作していた。


　すると──。


　カッ！


　一いつ瞬しゆんのまばゆい光が学園全体を包み込んだように思えた！


　光が止やむと、先生が言う。


「とりあえず、この事件をこれ以上広げないために学園に残っていた生徒全員を強制的に眠ねむらせた。その上で女生徒にイッセーが近づかないように小規模な結界で覆った。これで寝ねている女生徒にイッセーがイタズラできないってわけだ」


　マジか。すげえな、あの一瞬でそんなことまで。堕天使の総そう督とくさまのパワーは天てん井じよう知らずだ。


『さすが』


　女子メンバー全員から、拍はく手しゆと賛辞をもらう先生。……なんだろう、この複雑な気持ちは。俺のことじゃないのに、俺が責められている気がしてしまう！


　先生は勢いよく立ち上がり、全員に告げる。


「あとはイッセーを全ぜん滅めつさせる。ダメージを与あたえれば煙けむりのように消えるはずだ」


　俺に向けて言っていないのはわかるけど、それでも「全滅」とか言われるとまるで害虫扱あつかいされているようだ……。


「ま、三百人のイッセーだなんて害虫も同然だ。駆く除じよせんと」


「思っていたことをまんま言われたよ！　酷ひどいよ、先生！」


　元はと言えばあんたが原因なのにぃぃ！


「イッセーは一人いれば十分ね」


「はい、部長。たくさんいたら害が出ます。全部葬ほうむりましょう」


　部長も木場も気合が入っている！


「……まさに女性の敵。最低な現象です。倒たおさないと」


　ブンッ！


　拳こぶしを勢いよく突つきだして気合を入れる小猫ちゃん！　普ふ段だん無表情な怪かい力りき少女がやる気になっている！


　皆みんな、先生がやったことなど、すでにどうでもいいらしく、俺のドッペルゲンガーを退治することに意識を向けていた。


　本当、酷いぜ、皆！　俺が一番の被ひ害がい者しやなのに！　俺、泣いちゃう！


「よし、おまえら、作戦を考えるぞ。堕天使の科学力をなめるなよ」


『はい！』


　こうして、俺のドッペルゲンガーを倒す作戦が立てられることとなった。





　　　　─○●○─





　先ほど捕とらえたドッペルゲンガーを使い、作戦立案がされる。


　ドッペルゲンガーは言う。


「お、おっぱいを見ると、気分が落ち着くんだ……。お、おっぱいをくれ～」


　むかし、父さんに見せられたゾンビ映画のゾンビが言うようなことを口にしてやがる……。しかし、これは酷い。こいつらは終始おっぱい欠けつ乏ぼう症しようにかかっているというのか。


　そんなわけで作戦が立てられた。








作戦その１　釣つり


　先生が「てってってー！」と軽快な音楽をどこかから出しながら、何かを懐ふところから取りだした。


「まず、釣り竿ざおを用意する。さらにエロ本をエサとして取り付けて完成だ」


　アザゼル先生がエロ本を取り付けた釣り竿を部員に渡わたしていく。


　それを部室の窓から垂れ下げて、俺のドッペルゲンガーが釣れるまで待つらしい。


　下には釣ったドッペルゲンガーを撃げき破はするオフェンス要員が待機。俺もいちおうオフェンス側に回っているが……。


　い、いや、こんな簡単な作戦でいいのか？　疑問に思う俺。つーか、これが堕天使の科学力!?　こんなの小学生どころか幼よう稚ち園えん児じでも可能な工作じゃないか！


「いくら俺がエロくても明らかに危なさそうなものに飛びつくほど──」


「「「「「「「「「「エロ本だっ！」」」」」」」」」」


「エロ本！」


「読ませろ！」


「俺んだ！」


　部員が垂らしている釣り竿のエロ本に多くのドッペルゲンガーが群がっていく!?　俺はあまりの光景に目玉が飛びだすほど驚いた！　ええええええええ！　こんなのでいいのか俺のドッペルゲンガァァァァァァッ!?


「せ、先生！　入れ食いです！」


　上で釣り上げている木場が効果バツグンな釣ちよう果かに驚いている様子だった。


　ドッ！　ゴッ！


　釣られたドッペルゲンガーを片かたっ端ぱしから撃破して、消しよう滅めつさせていく小猫ちゃん。


「……怖こわいぐらいに大漁」


　ですよね！　俺もびっくりだよ、小猫ちゃん！


「でも、一部物もの陰かげに隠かくれて様子見のイッセー先輩もいます！」


　ギャスパーが物陰に隠れるドッペルゲンガーに指をさす。警けい戒かい心しんの強い俺もいるわけか。


「そいつらにはマニアックなエロ本で対応しろ。飛びつくぞ」


　先生がギャスパーの釣り竿のエサを替かえる。いや、まさかそんなことで……。俺のそんな思いも空むなしく──。


「ほ、本当です！　すごい！」


　アーシアがレアなエロ本で警戒心の強いドッペルゲンガーを釣り上げた！


　驚きながらもちょっと楽しげなアーシア！　アーシアちゃん、エロ本釣りを楽しんでらっしゃいますか!?


「……変態撃げき滅めつ」


　ドッ！　ゴンッ！


　かわいい後こう輩はい女子が容よう赦しやなく俺のドッペルさんたちを殴なぐり倒していく!?


「……ここにも！」


　ブゥンッ！


　怪力少女の拳がこちらにまで飛んでくる！　俺とドッペルゲンガーの区別がついていないのか！


　ゴスッ！


　ごふっ！……腹部に一発もらっちまった！　的確なみぞおち攻こう撃げきだよ！


「……こ、小猫ちゃん……俺、本物……」


「騙だまされません。本物はもっと卑ひわいな顔つきです」


　なんてことだ！　俺って、普段どんな風に見られているの!?


「小猫、そのイッセーは本物のようだぞ。一発食くらっても消えない」


　同じくオフェンスのゼノヴィアの入れてくれたフォローで小猫ちゃんもハッと気づいたようだった。


　……うぅ、今日は厄やく日びに違ちがいない。


　釣り上げ作戦の効果で半分ぐらいのドッペルゲンガーは退治できたが……。


　複雑な思いは消えないぜ。








作戦その２　色いろ仕じ掛かけ


　二番目の作戦が考えられることとなった。ドッペルゲンガーたちが釣りに引っかからなくなってきたからだ。


「エロ本釣りに引っかからなくなったな。さすがのイッセーも知ち恵えをつけたか」


　うん。アザゼル先生はかなり酷いことばかり言っているよね。


　先生が朱乃さんを呼ぶ。


「朱乃」


　先生に呼ばれて、普段ニコニコ顔の朱乃さんの眉まゆがちょっとだけ不ふ機き嫌げんに吊つり上がる。朱乃さんはアザゼル先生が苦にが手てらしいからだ。


「なんです？」


「作戦がある。おまえの力が必要だ」


「……あなたの作戦など遺い憾かんですけれど、話だけは聞きましょう」


　先生は朱乃さんに耳打ちする。それを聞き、複雑な表情を浮うかべる朱乃さん。


「……た、確かに有効かもしれないけれど」


「リアスを使いたいところだが、最終手段のほうがいい。まずはおまえだ」


「……わ、わかりました」


　先生の意見に朱乃さんも渋しぶ々しぶ了りよう承しようしたのだった。はて？　何を話したのだろうか？


　朱乃さんは悪あく魔まの力──魔ま力りよくで部屋の隅すみに簡易試着室みたいなものを出現させ、そのなかに入っていった。


　何かに着き替がえるのかな？　などと疑問に思いながらも待っていると──試着室からバニーガール姿の朱乃さんがぁああああああっ！




[image: ]





　美び脚きやくを包む網タイツッ！　胸むな元もとを強調し、きわどい角度のバニースーツッ！　さらにウサ耳と完かん璧ぺきな格好でッ！　ただでさえ、エッチな体つきの朱乃さんなのにバニー姿とくればその破は壊かい力りよくたるや想像を遥はるかに超こえたものだ！


「ほら、見ろ。本体であの反応だ。これは効果バツグンだぜ？」


　先生がバニーガール朱乃さんに見とれている俺を見て笑う。だって、バニー姿の朱乃さんを見て落ち着けってほうが無理でしょう！


　朱乃さんは旧校舎を出てすぐに大きな声を発する。


「イッセーくーん！　おっぱいですわよー！」


　しばしの沈ちん黙もく。そのすぐあと──。


「「「「「「「「「「おっぱい！」」」」」」」」」」


　エロ本釣りでも出てこなかったドッペルゲンガーどもが大挙して現れた！　おまえら、どこに隠れてやがった!?


「おっぱいをくれ！」


「俺のだ！　俺のおっぱいだ！」


「おっぱいぃぃぃぃ！」


　どいつもこいつもエロい表情を浮かべていたが、真しん剣けんそのものだった！　どんだけおっぱいに餓うえてんだよ！　いや、俺も常に餓えているけどさ！


　ドッペルゲンガーが朱乃さんを襲おそう瞬しゆん間かん──。


　カッ！　ドオオオオオオオオオオンッ！


　稲いな光びかりがきらめき、ドッペルゲンガーどもを雷らい光こうが包み込んでいく。おおっ！　朱乃さん得意の雷かみなり攻撃だ！　一気にドッペルゲンガーが消え去っていく！


　効果は大きい。奴やつらは消えることも躊躇ためらわずに朱乃さんのおっぱいだけを見て飛びこんでいく。そして、葬られていく。


　その「飛んで火に入る夏の虫」的な光景に本体である俺は情けなくて涙なみだが出てきた。


　……何やってんだよ、おまえら……。


　どこか、作業的な様相も見えてきた朱乃さんバニーガール作戦。俺は無情を感じ、空くう虚きよな気分になっていた。ああ、俺のドッペルゲンガーたちよ。おまえらは幸せなのか？　朱乃さんのおっぱいを目がけて突つっ走り、一いつ瞬しゆんの望みをかけて飛びこんでいく。そして、無情にも葬ほうむられて消えていく。


「あらあら。これが本物のイッセーくんなら、うれしいのだけれど……。バニーでご奉ほう仕ししてあげるのに。ゴメンね、イッセーくんのドッペルさんたち」


　朱乃さんの魅み惑わく的なお言葉に俺も感動して、飛びこもうとしたくなるが自制した。


　隣となりにきていた先生がうんうんとうなずきながら俺の肩かたをたたく。その表情は悲ひ哀あいに包まれていた。しかし、手にはハンディカムが。


「あとで撮さつ影えいしたこの光景を同どう僚りように送っていいか？　おもしろすぎんだろ、これ」


「俺、あんたを殴っても咎とがめられないと思うんだ」


　その場で殴り合いのケンカをしだす俺と先生。


　一句できた。





　稲光　飛んで火に入る　夏の俺




ｂｙ　兵ひよう藤どう一いつ誠せい










作戦その３　堕天使総そう督とくの脅きよう迫はく


　朱乃さんのバニーガール作戦で残り半分だった俺のドッペルゲンガーはさらに数を減らし、残り十名を切っていた。


　てなわけで、作戦も最終段階に入る。


「フハハ！　愚おろかなイッセーどもめ！」


　旧校舎の屋根の上に立つアザゼル先生の姿！　悪の組織のボスが着ている独特な衣い装しようを着込んでいる。背中に堕天使特有の黒い翼つばさを十二枚展開させて、その姿はまさに敵の親玉だった。


　いまだどこかに身を隠してこちらの様子をうかがっているであろう俺のドッペルゲンガーどもに向かって高らかに叫さけぶ。


「これを見ろッ！」


　先生の横にドレス姿の部長が現れた！　捕とらわれの姫ひめ君ぎみモードだ。まあ、本物の姫さまでもあるから、ドレス姿がとても似合っていてキレイです！


　これが最後の作戦。主あるじである部長を人ひと質じちのようにして、ドッペルゲンガーどもを焚たきつけるって方法だ。


　もし、部長が悪の親玉に捕らわれたら、俺は命をかけて助ける！　俺のご主人さまだし、何よりも惚ほれた女だ！


　どちらにしろ、主への愛情を利用した先生立案の作戦だ。なんてあくどい！　さすがは堕天使組織のボスさまのお考えだぜ！


「きゃー。イッセー、助けてー」


　しかし、当の部長はいまいち気乗りしない様子だった。声もどこかわざとらしい。まあ、こんなのバカらしいって面が強すぎるよな。


　それを見て、先生は嘆たん息そくする。


「おい、リアス。もう少し気合を入れて叫べ。わざとらしくて、俺も興がのらん」


「そんなこと言っても……。だいたい、こんなことでイッセーのドッペルゲンガーが本当に来てくれるのかしら？」


　部長の言う通りで、いまだ残ったドッペルゲンガーは動く様子も見せない。


「そうだな。このままでは来ないだろうが、俺にも考えがある」


　先生は大きく息を吸うと、


「聞こえるか！　俺はいまからリアスの胸をもむぞォォォッ！　それが嫌いやなら、出てきて助けるんだな！　フハハハハハハハハハッ！」


　などというふざけたことを叫びやがった！


　おおおーい！　ぶ、部長のおっぱいをもむだと!?　この作戦、そこまでのことは聞いていないぞ！　いや、ただの演技だろうけど、やっていいことと悪いことがあるぜ！


「……くっ！　なんて邪じや悪あくな作戦だっ！　俺の部長のおっぱいを人質ならぬ乳ちち質じちに取るなんてッ！」


　俺が拳こぶしを振ふり上げて、わなわなと怒いかりを感じているなか、隣で小猫ちゃんがため息をついていた。


「……なんて最低な作戦」


　ですよね、小猫さま！


　先生はさらにドッペルゲンガーどもに伝える。


「十を数えるうちに出てこないと、俺の手はリアスの胸を鷲わしづかみだ！　いいか！　鷲づかみだぞ！　おまえにも出来なかったことを眼前で繰くり広げてしんぜよう！」


　五指を卑わいにワシャワシャと動かしてみせている！


「……ノリノリね、あなた」


　部長は半眼で嘆息していた。


「ハハハ、ダテにラスボス的存在をやっているわけじゃないからな。こういうのは任まかせろ」


「わかったわ。私もそれなりにやらなくてはダメよね……」


　部長は意を決したように息を一度つく。


「キャーッ！　イッセー！　助けてぇ！」


　かわいらしい声で助けを呼ぶ！　部長のかわいらしい声に「きゅん！」ってしちゃった！


「「「「部長！」」」」


　その声を聞いて、物もの陰かげに隠かくれていた俺のドッペルゲンガーが姿を現す。


　おおっ！　ドッペルゲンガーどもも真剣な面おも持もちだ！　いくら性せい欲よくだけが目立つドッペルゲンガーでも部長への愛は堅けん実じつなようだぜ！　ちょっとそれを知って感動してしまった。


「見ろ！　残りのバカがやってきたぞ！　さすが俺の作戦！　見たか、おまえら。これが堕天使の科学力というやつだ！」


　どこが科学力なんですか!?　しかし、妙みように説得力があるのは、先生はふざけていてもすごい人だからか!?


　ビーッ！


　先生は容よう赦しやなく、指から光線を放ち、俺のドッペルゲンガーに攻こう撃げきを加える！


　ドッゴォォォォォオオオオオンッ！


　大きな爆ばく発はつを起こし、ドッペルゲンガーが数体吹ふき飛んだ！　相変わらず、バカげた威い力りよくだ！　手加減しまくってあれだから怖ろしい！


　さらに立ち向かっていくドッペルゲンガーに追つい撃げきの光線！


　ドオオオオオオオンッ！


　ドッペルゲンガーは為なす術すべなく、膨ぼう大だいな光の柱のなかに消えていく。


　……あれが俺だったらと思うと背筋が凍こおるが、先生は愉ゆ快かいそうに笑っていた。


「見たまえ！　イッセーがゴミのようだ！」


　心底楽しんでらっしゃる！


「ちょっとアザゼル。もう少し加減なさい。あとで壊こわれた学校を直すのは私たちなのよ？　堕天使側に請せい求きゆうしようかしら……」


　部長も呆あきれ顔がおだった。


「ハハハハ。まあ、そう言うなよ、リアス。楽しいじゃないか」


　そんなやり取りを尻しり目めに残り一人にまで減った俺のドッペルゲンガーが光線の爆発の余波に吹き飛ばされながらも傷ついた体を起こして、先生に向かっていこうとしていく。


「……なんだか、あのドッペルゲンガーさん、必死です」


　隣のアーシアが心配そうにつぶやく。


　……た、確かに他ひ人と事ごととは思えないけどさ。


　そのドッペルゲンガーは傷つきながらも叫ぶ。


「部長を助けるんだ！」


　──ッ！


　俺はその叫びに心を激しく揺ゆさぶられた。……そうだ。そうだよな！


　俺はいつの間にか、そのドッペルゲンガーの手を取っていた。ドッペルゲンガーが俺を怪け訝げんそうに見つめる。


「行こう！　もとはと言えば全部先生が悪いんだ！　俺たちで部長を助けるんだ！」


　そう、全部先生のせいでこうなった。忘れてはいけないことを俺は忘れそうになっていたんだ。


　俺とドッペルゲンガーは握あく手しゆを交かわし、どこかで通じ合った。へへへ、似た者同士だもんな、俺たち。


「行くぞぉぉぉぉぉっ！」


「おおおおおおおっ！」


　俺とドッペルゲンガーはアザゼル先生に向かって走りだした！　そうさ！　悪の元げん凶きようはあの堕だ天てん使しだ！　あいつを倒たおさなきゃこの学園に平和は訪おとずれない！　そんな簡単なことに俺は──俺たちはいま気づいたんだ！


「あれれ？　あいつら、いつの間にか結けつ託たくして俺に向かってくるぞ？　ったく、仕方ねぇなぁ」


　ビーッ！


　先生は容赦なく指から光線を放つ！


　ドッガァァァアアアンッ！


　俺とドッペルゲンガーはそれをかろうじて避よける！　こんなところで止まってたまるもんか！　あいつを！　あのラスボス先生を撃げき破はしないといけないんだ！


「むっ！　避けやがった！　ならこれなら」


　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！


　光線の連射！　あちらこちらに爆発が巻き起こり、俺たちはその余波に巻き込まれながらもさながら特とく撮さつヒーローのように悪の親玉に突き進んでいった。


　ときに片方が倒れても肩かたを貸し、立ち上がり、再び向かっていく！


　だが、無情にも光線は俺たちに迫せまり──。


　ガッ！


　光線が直前で弾はじかれて、どこか遠くに被ひ弾だんする。光線を弾き飛ばしたのは──剣けんをかまえる木場とゼノヴィアだった。


　二人は微笑ほほえみながら言う。


「……なぜだかわからないけど、体が動いてしまったよ」


「うん。私も木場と同様だ。おまえたちを見ていたら、なぜか助けなければいけないと思ってしまった」


　パァァァァッ。


　淡あわい緑色のやさしい光が俺とドッペルゲンガーを包み込む。とたんに傷が癒いえて、体が軽くなった。──アーシアだ。回復能力を持つアーシアが俺とドッペルゲンガーを治してくれた。


「……お二人を見ていたら、熱いものが心の底から湧き上がってきました」


　アーシアがそう言う。ああ、アーシアがいてくれるなら、勇気百倍だ！


「そうですわね。よーく、考えてみれば、やっぱり、アザゼル先生が元凶ですわ」


　朱乃さんも俺たちのもとに！


「……たまには先生にお灸きゆうを据すえるのもよろしいかと」


「よくわかりませんが、ご協力します！」


　小猫ちゃんもギャスパーも俺たちのところへ来てくれた！


　俺とドッペルゲンガーの姿が皆みんなの心に火をつけたようだ。


　……へへへっ、なんだよ、皆。ったくよ……。やさしい奴やつらばかりだぜ。


　しょうがねぇよな、俺ら、なんだかんだで仲間だもんな。


「いざ、先生を倒すために！」


『おおっ！』


　俺たちは真の悪に気づき、改めて絆きずなを取り戻もどしたんだ！


　そして、一気に先生──否いな、悪の総そう帥すいアザゼルのもとへ駆かけだした！


　やっぱ、あんたが一番悪いって！


　その光景を目にして、先生は目玉が飛び出るほどに驚おどろいていた。


「あらら!?　あいつら、手を結びやがったぞ！」


「まあ、たまにはあなたがそういう目に遭あうのもいいでしょうね。基本的に悪いことばかりしているのだから」


　部長も深くうなずいていた。


「バ、バカな!?」


　先生にとって予想外の展開が起きたのか、驚きよう愕がくしていた。黒い翼つばさを展開して、宙へ逃にげる寸前、屋根まで協力して上ってきた俺たちが足をつかむ。


「こ、この俺が！　こんなところで！　ぎゃぁあああああっ！」


　ラスボスの断だん末まつ魔まのごとき叫さけび声ごえ。俺たちは先生を捕とらえたのだった。








「チッ。大勢で俺をいじめやがって」


　顔に絆ばん創そう膏こうをたくさん貼はった先生が半はん眼がんに涙なみだを溜ためて毒どくづいていた。


「何を言っているのです。全部、あなたが悪いのですよ？」


　朱乃さんも苦く笑しようしていた。


「まったくだわ。少しは反省なさいな、先生？」


「ぬぅ……」


　部長にも言われ、先生はグーの音も出ない様子だった。


　捕らえられたあと、先生は俺たちにお灸を据えられた。ま、たまにはそういうのもありだと思うよ。てか、今回の事件も先生の気まぐれが生んだものだし。


「あ、先せん輩ぱいのドッペルゲンガーが消えそうです」


　ギャスパーの声にドッペルゲンガーのほうに振ふり向くと──さっきまで共に戦った俺の分身が消えかかっていた。俺のドッペルゲンガーは時限があったのか。


　俺は無言でそいつに敬礼を送った。それに応じて奴も敬礼を返す。


　わずかな間の共きよう闘とうだったけど、俺たちは同志だったはずだ。


　周囲を見ればアーシア、ゼノヴィア、ギャスパーも敬礼していた。何か通じたものがあったのだと思う。


　そして消えていく俺のドッペルゲンガー。先生を捕らえた奴の顔は満足げなものだった。こいつも最後に良いことをしたと思う。


　で、俺のドッペルゲンガーによって裸はだかにされてしまった学校の女子たちの記き憶おくはアザゼル先生の力でその部分だけ削さく除じよされることとなった。


　良かった良かった。これで俺によって裸にされたなんて学園中の話題は消えて──。


「いや、完全に消すといろいろと記憶に障害を残すから、ドッペルゲンガーって事実だけを消した。つまり、イッセーに服をバラバラにされ、裸にされたって記憶だけは残っているってわけだ」


　と、先生は言う。


　……へ？　それってどういうこと……？


　疑問に思う俺だが、木場が下を指さす。


「大変です。女子が大勢旧校舎に押し寄せてきてます」


「な、なにぃぃぃぃいいいっ!?」


　俺はすぐさま旧校舎の屋根から下を覗のぞく。すると──。


「あっ！　兵藤だ！」


「コラ、変態！　よくも私たちを裸にしたわね！」


「降りてきなさい！　殺す！」


「あんたに穢けがされた分、あんたを殴なぐり飛ばす！」


　皆、先生の術が解けて目を覚ましたのか！　ドッペルゲンガーに服を弾はじき飛ばされたであろう女子の大群が、目をギラギラと殺意に満たしていた！


　こ、殺されるッ！


「ハハハ、悪いな、イッセー。今度、飯をおごるから、ここはなんとかして突とつ破ぱしろ」


　先生は軽かろやかに笑いながら、その場をあとにする！　に、逃げやがった！　あのクソ堕天使先生ェェェェェッ！


　ひょい！


　俺を浮ふ遊ゆう感かんが襲おそう！　って、俺、小猫ちゃんの怪かい力りきで持ち上げられている！


「……このままじゃ他ほかの部員に迷めい惑わくなんで、体を張はって解決してきてください」


　ぽいっ！


　俺はかわいい後こう輩はい女子に殺意の立ちこめる女子の群れに投入されていくぅぅぅぅ！


　ガシッ！


　運動系の女子数人にキャッチされると、群れの中央に落とされた。


「…………」


　俺を囲む女子。一見、ハーレム。しかし、そこに華はなやかさがあるわけがない！


　皆に睨にらまれる。無言の迫はく力りよく。皆、敵意と殺意に包まれていた……。


　俺はそろりそろりと逃げだそうとする。絶対に死ぬもん！


『逃げるな！　兵藤ォォォォォッ！』


　一いつ斉せいに女子たちが追ってくる！


「うわぁぁぁあああああんっ！　先生ェェェェッ！　どこだ！　クソッ！　あんたも道連れじゃないと納なつ得とくいかぁぁぁぁんっ！」


　俺は号ごう泣きゆうしながら、先生を捜さがし求めたのだった！












　Extra Life　楽しい紅髪グレモリー一家












　ある日の休日、朝から部長の表情が険けわしかった。


「大変だわ」


　いつになく部長は慌あわてていた。俺の部屋と一階を行ったり来たりしている。


「リアスお姉さま、とても変です」


　俺の横に座るアーシアが、部長を心配そうに見つめていた。


　アーシアが言うように朝から部長がおかしい。突とつ然ぜん、家の掃そう除じを念入りにし出したり、身だしなみのチェックも十分おきぐらいにやっている。


　北ほく欧おうの悪あく神しんロキとの激戦を終えた俺たち。俺たち二年生は間もなく京きよう都とへ修学旅行だ。


　そろそろ二年生グループは旅行に向けた準備をするため、最も寄よりのデパートへ買い出しに行かないといけない。しかし、いまは部長のことが気になるぜ。


「部長、どうしたんですか？」


　俺が訝いぶかしげに訊きくと、真しん剣けんな面おも持もちで答えてくれる。


「お義ね姉えさまが来るのよ」


「おねーさま？　ああ、グレイフィアさんのことですか？」


　俺が言うと、部長は静かにうなずいた。


　グレイフィアさん。部長のお家うちのメイドさん。上級悪あく魔まの名家グレモリー家のスケジュールやら経済事情やら、あらゆるものに深く関かかわっている。


　そして、部長のお兄さん──魔ま王おうの眷けん属ぞく悪魔にして、奥さんでもあるんだ。つまり、家族構成的に見ると部長の義理のお姉さんに当たる。


　けど、部長はいつもグレイフィアさんを「グレイフィア」と呼び捨てで呼んでいたのにな。なぜに今日だけ「お義姉さま」と呼ぶのだろうか？


　疑問に思う俺に朱あけ乃のさんが声をかけてくれる。


「今日、グレイフィアさまはオフをいただいたそうですわ」


「へー、オフですか。つまり、メイドをお休みであると？」


「ええ。普ふ段だんはグレモリー家に仕えるメイド。グレモリー家の娘むすめであるリアスと主従の関係にあります。けれど、オフとなれば話は別になるようなのよ。そのときだけ、立場的にリアスの義あ姉ねとなるのです」


「……部長はお義姉さんになったときのグレイフィアさんが怖こわいんです。……チェックがすごく厳きびしいらしくて」


　と、小こ猫ねこちゃんが言う。なるほどねぇ。


「部長にも苦にが手てな人がいるんだな」


　うんうんうなずくゼノヴィア。まあ、部長も名家グレモリー家の次期当主とはいえ、一人の女の子だからね。


　それで、メイドではないときのグレイフィアさんはお姉さんモードになるのかな？　部長とグレイフィアさんの姉し妹まい風景も見てみたい。美女二人の談話は傍はたから見ているだけで華があると思えるんだけど……。部長のこの緊きん張ちようぶりからすると、何かが起こりそうな予感がする。


「それでオフの日に俺の家に訪問ということになるんですか？」


　俺の言葉に朱乃さんは小さく笑いながら答える。


「ええ、何やら義姉としてリアスに話したいことがあるそうなの」


　俺と朱乃さんが会話をしている横で部長はもう一度部屋の様子をチェックしていた。もうこれ以上片しても何も出てきませんよ、部長。


「お、お茶の用意もしておかないといけないわ。イッセー、あなたもきちんとしていてちょうだい。きっと、あなたのこともチェックするでしょうから」


　部長が俺の襟えり元もとを直してくれる。髪かみ型がたまでチェックしてくれた。


「お、俺もですか？　えっと、どうしてですか……？」


「あなたは──」


　そこまで言いかけて、部長はお顔を真っ赤にする。


「……ほ、ほら、と、特別だから……」


　と、特別なのか……？　よくわからないけど、ホームステイ先の住人だから？　それとも夏休みに冥めい界かいへ行って、いろいろと訓練を受けたから？


　俺たちは夏休み、悪魔の故郷である冥界に赴おもむき、そこで部長のお家でご厄やつ介かいになった。


　特に俺はダンスのレッスンを受けたり、部長の家の歴史を習ったりと他の仲間たちとは違ちがうものを体験したんだ。いまだにそれを受けた理由が不明なんだけどね。


　グレモリー家の使用人の皆みなさんにも「若わか」とか呼ばれていたし……。


　俺が首をひねっているときだった。


　ピンポーン。


　玄げん関かんのチャイムが鳴る。まあ、訪問客は部長の様子から、だいたい想像はつくけど。


　部長は急いで階段を下りて、玄関へと向かっていく。俺たちも顔を見合わせてうしろからついていった。


　開かれる玄関から姿を現したのは──セレブな衣い装しように身を包んだ銀ぎん髪ぱつの美しい女性だった。見覚えはある。服装や髪型はいつもと違うけど……メイドのグレイフィアさんだ！


　今日はブランドものっぽい衣装とアップにした髪型で華やかに決めていた。うわぁ……、普段のメイド服のグレイフィアさんも相当な美人だったけど、今日のグレイフィアさんは大人の魅み力りよく溢あふれるお姿だぜ！


　普段、グレイフィアさんは魔ま方ほう陣じんを介かいして、俺たちの前に姿を現すけど、今日は玄関からなんだな。やはり、部長の義姉として正式に訪問したかったんだろう。


　玄関から、外に停とめられている豪ごう華かそうなリムジンが見えるよ！　すっげぇ！　さすが魔王の奥さん！


　グレイフィアさんは視線を俺たちに向けたあと、


「ごきげんよう、皆さん」


　と、気品溢れる微び笑しようを浮うかべつつ、丁てい寧ねいなあいさつをしてくれた。次にグレイフィアさんの視線が部長に移る。


　朗ほがらかに微笑みながらグレイフィアさんが部長にあいさつをした。


「ごきげんよう、リアス」


「ごきげんよう、お義姉さま」


　部長も朗らかな微笑みを返すが、どこか緊張の色が見て取れる。


「お久しゅうございますな、姫ひめさま」


　第三者からの突然の声。声のしたほうへ視線を向けると──そこには奇き妙みような生き物がいた！　顔は東洋のドラゴン──龍りゆうっぽくて、全身は紅あかい鱗うろこだらけ。けど、胴どう体たいは鹿しかのような馬のような姿だった。大きさは二メートルぐらいか？　どちらにしても初めて見るタイプの生き物だった。つーか、こいつがしゃべったのか？


　俺の視線に気づいたのか、その生き物はこちらへ頭を下げた。


「これは赤せき龍りゆう帝てい殿どの。お初はつにお目にかかる。私はサーゼクスさまにお仕えする『兵士ポーン』──炎えん駒くと申す者です。以後、お見知りおきを」


　しゃ、しゃべった！　しかも丁寧な口調とあいさつだ！


「は、はあ、こちらこそ、よろしくお願いします！」


　と、俺もあいさつを返す。


　やっぱさっきの声はこの……炎駒って奴のだったのか！　ていうか、サーゼクスさまに仕える？　ということは──。


「イッセー、彼は炎駒。麒き麟りんと呼ばれる伝説上の生き物で、お兄さまの眷けん属ぞくなの。炎駒、久しぶりね。元気そうで何よりだわ」


　部長も炎駒という……麒麟の頰ほおを手でなでる。


　麒麟って、首の長いほうじゃないほうか。さすがに俺も名前ぐらいは知ってる。詳くわしくまでは知らないけど、中国の伝承などに出てくるやつだよね。


　しかし、サーゼクスさま、伝説上の生き物が眷属とか……。『兵士ポーン』って言ってたけど、絶対にひとつやふたつじゃないよね。同じ『兵士ポーン』でも俺とは格が違いそうだよ……。


　麒麟──炎駒さんはグレイフィアさんに言う。


「それではグレイフィアさま、私はこれにて持ち場に戻もどりまする」


「ええ。ここまでありがとうございました、炎駒。私一人でも良かったのですが……」


「何をおっしゃいます。我われらが偉い大だいなる『女王クイーン』にして、主の奥方であるグレイフィアさまが正式に訪問なされるのに護衛もなしでは……。と申しましても私がいなくても問題がグレイフィアさまを襲おそうなどと露つゆほども思いも致いたしませぬが。それに赤龍帝殿のお屋や敷しきに幸運を少しでも訪おとずれさせることができれば幸いだと思い、馳はせ参じたところもあります。何よりも姫さまと若である赤龍帝殿のお顔を拝見できて良かった」


　なるほど。正式にサーゼクスさまの奥さんとして、部長の義姉として訪問するってことはそれだけ大きいってことなんだね。


　てか、また『若』か。俺って、どういう立ち位置？


　しかし、幸運？　俺が怪け訝げんに思っているところへ、朱乃さんが耳打ちしてくれる。


「麒麟は大変縁えん起ぎの良いものとされてますの。もし、家に訪れるようなことがあれば、その家に良いことが起きると言われてますわ」


　へー。それはありがたいね。俺の家に何か良いことが起きればいいな。


「ちなみに神聖な生き物である麒麟を眷属にできたのは悪魔のなかでもサーゼクスさまだけです。本来、悪魔と相あい容いれない間あいだ柄がらですもの。それを可能にさせた時点でサーゼクスさまは他の方々と一線を画していますわ」


　と、朱乃さんは追加情報も教えてくれた。マジっスか！　やっぱ格が違いすぎるんだな、サーゼクスさまって……。


「炎駒、少しの間だけでも寄っていけばいいのに」


　部長はどこか寂さみしげだ。


「ハハハ、そのお言葉だけで炎駒は十分ですぞ。私もサーゼクスさまの眷属として、役目の多い身。冥界に戻り、それを果たさねばなりませぬ。しかし、姫さま、むかしのように私の背に乗り、共に野山を駆かけ巡めぐりたいものですな。それではこれにて。皆みな々みなさまと再びお会いすることを願っておりまする」


　炎駒さんはそれだけ言い残すと──紅い霧きりとなって、この場から消えていった。


「私が冥界にいた頃ころ、炎駒は話し相手になってくれていたの。よく背に乗らせてもらったわ」


　部長は微笑みながら俺に言ってくれた。そっか、部長の成長を見守ってきた者の一人なんだね、炎駒さんも。


　懐なつかしさにちょっとだけ浸ひたる部長にグレイフィアさんは咳せき払ばらいをひとつ。部長は再び緊張の面おも持もちとなった。それを確かく認にんし、グレイフィアさんは訊きいてくる。


「さて、あいさつは手短に。それではお家にあがらせてもらってもよろしいのかしら？」


　こうして、俺の家に部長の義姉としてのグレイフィアさんが訪問してきた。








「そう、リアスが迷めい惑わくをかけてなくて安心したわ」


「いえ、そんな、リアスお姉さまのおかげで私はここにいられるのです」


　アーシアとグレイフィアさんの会話だ。


　グレイフィアさんが俺の家にいるメンバーとリビングで朗らかに談だん笑しようしていた。


　俺の横に座る部長は笑え顔がおのままだが、どこかぎこちない。


　この家に住む者たちが一堂に会していた。アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、ゼノヴィア、イリナが同じく卓たくを囲んでいた。


　ちなみに今日俺の両親は遠出していて、家にいないんだ。


「リアスは少々わがままですから、眷属の皆さんにご迷惑をおかけしているのではないかと心配だったのです」


「そんなことありませんわ。リアスはこの家にホームステイしている私たちの中心となって、皆みんなの面めん倒どうをよく見ているのですよ」


　朱乃さんがニッコリ笑顔で部長をフォローする。さすがお友達！


「良いお友達、良い後こう輩はいに恵めぐまれて、リアスは幸せ者ね」


　グレイフィアさんが微笑む。その微笑みは本当にうれしそうなものに見えたんだ。


　しかし、すぐに厳しい視線となり、部長と……俺を交こう互ごに見ていく。な、なぜ、俺？


「あとは……殿との方がたかしらね」


　ピリッ。


　グレイフィアさんのその発言後、室内の空気は一気に張はり詰つめたものになる。


「ま、まさか……そういうことなのですか……？」


　さっきまでにこやかに微笑んでいたアーシアが一転してハラハラした顔つきになり、


「……そうよね、グレイフィアさまが正式にここへいらっしゃるということはそういうことも含ふくまれるわよね」


　朱乃さんもニッコリ笑顔にプレッシャーを滲にじませる！


「……いつか来るとは思ってましたが」


　いつも無表情のロリロリ小猫ちゃんも険けわしい表情となっていた。


　ゼノヴィアとイリナだけは「？」とよくわかっていない様子だが……正直、俺にもこの状じよう況きようが理解できない。なぜにグレイフィアさんの言葉でここまで女性陣じんの空気が変わるのだろうか……？　複雑な乙女おとめ心ごころ？　お、俺にはわからん！


　木き場ばとギャスパーは今日ここに来ていない。部長が家にいる眷属だけで十分だと伝えたようだ。ロスヴァイセさんは俺の家に住む準備をするため、朝も早くから家具やらを買いに行っているみたい。一円でも安いものを手に入れたいって言ってた。あの人、お金回りをキチンとするタイプのようです。


　と、部長はお顔を真っ赤にさせながら、グレイフィアさんに言う。


「お、お義ね姉えさま！　その件でここへいらしたのですか？　そ、それは自然に事を進めるということで私にすべて任まかせてくださると思っていましたのに！」


「あら、リアス。私もお義か母あさまもそのようなことは一言も口にしてはいなくてよ？　一度、身の上のことを破は談だんさせたのだから、私たちを安心させるのは次期当主たるあなたの務めではないのかしら？」


　グレイフィアさんの淡たん々たんとした口調に部長も強く出られない様子だった。きっと、「義あ姉ね」としてここへ訪問してくれているグレイフィアさんを怒おこらせたらいけないと思っているのだろう。


　って、破談って例の元婚こん約やく相手──ライザーとの縁えん談だんを解消させたこと？


　それは名家グレモリー家にとって、とても大きな事件で後に周囲の家々にも陰かげ口ぐちをされるほどのものだった。


『グレモリーのわがまま姫が婚約を破談させた』──と。


　地位や血統を重んじる悪あく魔まの貴族社会にとって、御お家いえ同士の縁談は大事なこと。上級悪魔の嫡ちやく子しに恋れん愛あいの自由は厳きびしい状況らしい。貴族社会って難むずかしいものだよね。


　最終的に俺が婚約パーティに乱入して、ライザーをぶっ倒たおして部長をさらってしまったんだけどさ。


　それでも部長の親おや御ごさんは破談を許してくれたんだ。


「悪魔はただでさえ、出生率が危あやぶまれています。特に名家の血を絶やすわけにはいかないのです。いずれ、あなたにも次世代の子の親になってもらいたい。お義と父うさまとお義母さま、そして私とあの人の願いでもあるのよ」


　グレイフィアさんは真しん剣けんな面持ちで部長に言い聞かせていた。


　しかし、グレイフィアさんは途と端たんに表情を緩かん和わさせ、苦笑する。


「と言っても、私もあの一件に関かかわっているものね。あなたを助けてしまった。それ以前に──私とあの人もなんだかんだで自由な恋愛をしてしまったのだから。当時、立場で言えば、あなた以上に複雑だったわ」


「お二人のラブロマンスは悪魔の女性にとって、まさに伝説ですわ」
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　朱乃さんが頰を赤らめながらそう言う。へぇ、知らないけど、グレイフィアさんもけっこうすごい恋こいをしてきたみたいだな。相手が魔ま王おうだけに当然なのだろうか。


「……劇にもなっています」


　と、小猫ちゃんが言う。つーか、劇っスか！　すごいな！


「と、とても興味あります！」


　アーシアも興きよう味み津しん々しんだ！　女子は恋愛話に目がないからなぁ。


　グレイフィアさんは気き恥はずかしそうにしながらも「コホン」と咳払いひとつして、表情を改める。


「私たちの一件もあるものだから、どうしてもあなたに想おもいを乗せてしまうの。私はあなたに立りつ派ぱな上級悪魔のレディになって欲しいのよ。次期当主としての自覚を強く持ってもらいたいわ。そのためにもいろいろと改善しないといけない部分が多分にあるわね。自分のわがままをお金で解決できると思っている点。思い立ったら即そく行動しすぎてしまう点。独どく占せん欲よくが強いところは多少緩和したのかしら。それでも決めるときに決めないのは情けないわ。私とあの人のときは一気に進めてしまったものなのよ？　あなたの同世代ですでに身を固めてしまった女の子もいるのだから、それは頭に入れておいたほうがいいわね。ハイスクールを卒業したら、社交界にお呼ばれされる機会も格段に増えるわ。いつまでもわがまま娘むすめとしての認識を相手方にされたままではグレモリー家の恥はじとなります。例の特とく撮さつ番組の影えい響きようで一いつ般ぱんの悪魔たちには良いご支持をいただいているけれど……。とにかく、いまのうちにあなたのパートナーの勉強を進めないといけません。大学生になったら、早め早めに結けつ婚こんの準備もしなくてはいけないのよ？　大学を卒業したらすぐに次期当主となり、夫を迎むかえ入れないといけないのだから。そのときまでにお義父さまとの引き継つぎはすべてスムーズに終えてなければいけないわ。それはわかっているのよね？　私としてはいまのうちに身を固めておくのも良いとは思うの。レーティングゲームも大事だけれど、そればかりを頭に入れていては女性らしさが薄うすれてしまうかもしれないわ。だいたいあなたは──」


　ああ、グレイフィアさんが部長にマシンガントークでお説教を始めたぞ……。


　部長も言い返せずにお顔を真っ赤にして、お説教を受けていた。普ふ段だん、グレモリー家次期当主として気品溢あふれる堂々とした振ふる舞まいの部長だけど、こうして怒られてしゅんとしている姿を見ると年相応の娘さんなわけで。お家うちの人にとっては、まだまだ放ほうっておけない子供なのかもしれない。


　てか、いまのグレイフィアさんはまるでメイド時に腹の底に溜ためていたものを吐はきだすがごとく言葉が止まらない。


「まあまあ、グレイフィア。リアスはよくやっているではないか」


　──ッ！


　突とつ然ぜん、第三者の声が！　この声は聞き覚えがあるぞ。俺と皆、全員の視線が卓の端はしに集中する。そこには紅べに髪がみの男性が！　部長がその男性を見て驚おどろいて立ち上がった。


「お兄さま！」


　そう！　その紅髪の男性は──魔王サーゼクス・ルシファーさまだった！　本物の魔王さまのご登場ですよ、皆みなさん！


　ていうか、いつの間に？　気配が全然感じ取れなかった。いつ人間界のこの家のリビングに入ってきたのだろうか？


「やあ、リアス。ごきげんよう。元気そうで何よりだ。眷けん属ぞくの皆も変わりないようだね」


　サーゼクスさまはにこやかに微笑ほほえまれる。この方、魔王って怖こわそうな役職なんだけど、すごくやさしくて物もの腰ごしが柔やわらかいんだよな。


「お土産みやげを持ってきている。私がプロデュースしたリアスの写真集だ。タイトルは『スイッチ姫ひめと呼ばれた娘　～リーアたん成長編～』。幼少の頃から日本のハイスクールに入学するまでの成長記録なのだよ」


　などと、部長の写真集を取りだして、俺たちに配ってくれた。おおっ、中学生ぐらいのときの写真まで！　部長はこの頃からお乳ちちが豊かだったんですね！　ああ、この時期の部長に出会ってみたいなぁ……。


　当の部長は顔を真っ赤にしながら「見ないで！　見ちゃダメ！」って、皆から本を回収しようとしていた。かわいい反応ありがとうございます！


「サーゼクス、今日は四大魔王だけで話し合う重要な会議があったはずでしょう？　まさか、抜ぬけだしてきたのかしら？」


　グレイフィアさんの目が鋭するどく光る。サーゼクスさまは特に気にすることなく、平然と答えた。


「ハハハ！　私はここから会議に参加しようと思ってね。私の映像だけリアルタイムであちらに転送すれば会議は成立──痛い痛い痛い。痛ひよ、グレイフィア」


　グレイフィアさんはサーゼクスさまの頰ほおを思いっきり引っ張ぱっていた！　サーゼクスさまは笑顔だけど、その目にはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。


「……あなたはどうしてそう私がオフのときはやんちゃばかり……。やはり、今日、オフなんていただかなければ良かったかもしれないわ。いまからでもメイドに戻もどろうかしら」


　グレイフィアさんは不ふ機き嫌げんな顔でぶつぶつと小言をつぶやかれていた。うわー、マジで怒ってる……。不機嫌なご様子だけで凄すさまじいまでの魔ま力りよくをピリピリと肌はだに感じるぞ。


　すごいプレッシャーだよ。そりゃ、部長も怖がるよね。


　カッ。


　テーブルの上に突然小さな魔ま方ほう陣じんが光を発しながら三つ出現する。


　ザ……ザザザザ……。


　あら？　テーブルの上に立体映像らしきものが各魔方陣から映うつしだされる。ノイズ混じりの映像が徐じよ々じよに正常となっていく。すると、そこには三人分の顔が映りだした。


『サー……ゼク……ス……。……サーゼクスちゃん……聞こえるー……？　おーい、サーゼクス……ちゃーん……』


　まだノイズが混じっているけど、この独特の口調には聞き覚えがあるぞ！


　──と、完全に顔と声がハッキリとした。


『サーゼクスちゃん！　もう、勝手に人間界に行っちゃうんだもん！　私だって、人間界に行きたいのにぃ！』


　魔法少女──いや、魔王少女のセラフォルー・レヴィアタンさまだ！


「やあ、セラフォルー。すまない。いま、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんのお家に来ているのだよ」


　サーゼクスさまの説明を受けて、セラフォルーさまは視線をこちらへ向ける。


『あららら。本当ね。やっほー☆　赤せき龍りゆう帝ていくん！　えっと、リアスちゃんもいるの？』


「ごきげんよう、セラフォルーさま」


　部長もあいさつをしていた。


『はい、ごきげんよう、リアスちゃん。もう、サーゼクスちゃんったら、そちらに行くなら最初から言ってよねー。アジュカちゃんもファルビーも時間に厳げん格かくなサーゼクスちゃんが席にいないものだから、不思議がっていたんだから！』


　セラフォルーさまも珍めずらしくぷんすか怒っておられた。その怒った顔がかわいいもんだから、平和を感じてしまう。本当、セラフォルーさまは魔王少女って感じだ。


　……って、ア、アジュカちゃんと……ファルビー……？


　セラフォルーさまが口にされたお名前は聞き覚えがあるような……。セラフォルーさま以外にテーブルに映しだされた立体映像、残り二人分のお顔は……。


『サーゼクス。おまえが会議を抜けだして人間界に行くということは、何か事件が起きたか、おもしろいことが起こるかのどちらかだ。──後者なんだろう？』


　妖よう艶えんな顔つきのすごい美青年が口元を妖あやしく笑えませて言う。


『……えー、めんどいことは止やめてよね。僕、働きたくないぞ……』


　もう一方は頰ほお杖づえつきながら眠ねむたそうな顔をしている男性。


　……どちらも見覚えがある。冥めい界かいに行ったとき、部長を含ふくめた六家の若手集合会みたいなもので、四大魔王さまが集結していたんだ。サーゼクスさまとセラフォルーさましか面識がなかったから、そのときは初見だったけど、間ま違ちがいない！


　このお二人も魔王だ！


　うわあああああああっ！　えらいことになっているな！　俺ん家ちのテーブルに魔王が四名！　つーか、四大魔王全員集合じゃないですか！　どえらいことですよ！


　ビビりまくる俺にサーゼクスさまが気づいた。


「ああ、イッセーくんにはまだ紹しよう介かいしていなかったね。そちらの妖しげな雰ふん囲い気きの男性がアジュカ・ベルゼブブ。主おもに術式プログラムを始めとした技術開発の最高顧こ問もんだ」


　アジュカ・ベルゼブブさまの視線が俺に移る。


『怪しげな雰囲気なのは悪魔的でいいじゃないか。──と、これは失礼。初めまして。赤龍帝殿。噂うわさは聞いているよ』


「あ、こ、これはどうも初めまして！　兵藤一誠と申します！」


　おおっ！　緊きん張ちようしちまうぜ！　相手は魔王さまだし！　この方かたが『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の制作にも携たずさわったという魔王さまか……。


　さらにサーゼクスさまが残る魔王さまを紹介してくださる。


「それで、そちらの面めん倒どうくさそうにしているのがファルビウム・アスモデウス。主に軍事面を統とう括かつしている」


『……どうも。ファルビウムです』


　は、覇は気きのない声だな……。マジで魔王さま？　しかも軍事面統括って……。こんな気合のない魔王さまでいいのか？　などといらぬ心配をしてしまった。


「「「「「「ごきげんよう、ベルゼブブさま、アスモデウスさま」」」」」」


　眷属の皆みんなもごあいさつをする。


『ちょっと、ファルビー！　リアスちゃんの眷属の皆さんと赤龍帝ちゃんが相手なんだから、きちんとあいさつしないとダメなのよ！』


　あ、レヴィアタンさまに怒おこられてる。て、ていうか、アスモデウスさまってレヴィアタンさまに「ファルビー」って呼ばれているんだな。


　とうのアスモデウスさまは気だるそうな表情を崩くずさずにいた。ため息すらついている。


『……セラフォルーもサーゼクスも働きすぎだよ。僕は働いたら負けだって精神で生きているから、重要な仕事以外は全部眷属任せだよ？　こういうときこそ、良い眷属を集めて動いてもらわないと……あぁ、ダルい……』


　……こ、これはまた……。確か、現アスモデウスさまって、グラシャラボラス家の出身だよね？　あそこのヤンキー次期当主候補と真逆すぎる性格じゃないか！


「……アスモデウスさまは眷属集めに生しよう涯がい最大のやる気をだして、有能な人材を集めたらしいの。そして、それ以降は眷属に指示を出して、仕事の大半を丸投げっていう姿勢らしいわ。簡単に言うと、夏休みの初日にすべての宿題を終わらせて、あとは全部休むタイプなのよ。冥界最強の戦術、戦略家と評されてはいるのだけれど……」


　部長がひそひそ話で教えてくれた。しかもわかりやすいたとえをありがとうございます。


　そっか、最初に本気出して、それ以降は有能な眷属に任まかせているんだな。そ、そういうのもアリなのか……。俺のなかの魔ま王おうのイメージがどんどん崩れていくんですけど……。


　いや、セラフォルーさまを知った瞬しゆん間かんから、なんとなく想像はできていたけど、いやはや、想像を遥はるかに超こえる方々ですな！


「ちなみにセラフォルーは外交面の担当だ」


『ブイ！　各国への交こう渉しようは私に任せてね☆』


　横チェキでウインクされるセラフォルーさま。かわいいんだけど、外交面担当ってそれでいいのか？　授業参観に呼ばれないことがショックで天界に攻せめ込もうとしていたような……。


　つーか、お三方のほとんどの仕事をサーゼクスさまがすべて兼けん任にんされている気がしてならない。逆に言うとサーゼクスさまが基本真ま面じ目めな方だから冥界は平和だったりする？


　うーん、悪あく魔ま世界はよくわからねぇ！


『それでサーゼクス。何が起こるんだ？』


　ベルゼブブさまが興味深そうにサーゼクスさまに問われる。サーゼクスさまは微笑んだあと、部長と──俺？を交こう互ごに見ていた。そして口を開く。


「実はリアスにグレモリー家の例の儀ぎ式しきをゆかりの遺い跡せきで受けてもらおうと思っていてね。グレイフィアがここを訪おとずれたのもそれが目的でもある」


「「「おおっ」」」


　サーゼクスさまの言葉を受けて、お三方は笑みを見せる。……え？　どういうこと？


　疑問に思うのは俺だけではなく、部長もだった。片かた眉まゆを上げていた。


「お兄さま──いえ、ルシファーさま、それはどういうことなのでしょうか？　遺跡とは先祖代々重要としてきたあの場所でしょうか？」


　部長の問いにサーゼクスさまはうなずかれる。


「うむ。グレモリーの者はある程度の歳としに達するとその遺跡にて、通過儀ぎ礼れいをおこなうのだ。──親愛なる者と共に。意味はわかるね、リアス？」


　そのサーゼクスさまの一言を聞いて、部長は──お顔がいままでにないほど真っ赤っかになっていた。……あらら、どうしたんですか、部長？


『それはおもしろい。会議よりも重大だ』


『サーゼクスちゃんのとき以来ね！』


『あー、それはおめでとー。先に祝っておくよ』


　あらら、ベルゼブブさま、レヴィアタンさま、アスモデウスさまはご存じの様子。しかも理由を聞いて、楽しげだ！　何事なんだろうか？


　グレイフィアさんは立ち上がり、部長に改めて言う。


「そういうことなのです、リアス。それがお義と父うさまとお義か母あさまからの言こと付づけなのよ。私たちを安心させて欲しいというのはあなたに儀式をおこなってもらうことなのです。拒きよ否ひは認めません。それぐらいの安あん堵どをあなたは私たちに与あたえてくれないといけないわ。──うちの人が余計な方々まで引き寄せてしまったけれど。サーゼクス、わかっているわよね？　帰ったら、再教育ですよ？」


　旦だん那なさんのほっぺを思いっきり引っ張って、冷たい視線を向けるグレイフィアさん！　うわあぁぁ、こ、怖こわいぃぃっ！


「ハハハ、ほういうことらから、リーアたん。イッセーくんとがんびゃってくれたまへ……。いたひいたひよ、グレイフィア」


　サーゼクスさまはほっぺをつねられながらも笑顔だけは絶やさない！　けど、涙だけはぼろぼろ流されていた！　最強なのは魔王の奥さんなんですね！


　──って、俺と!?　俺もその儀式に参加ですか!?　何な故ぜ!?


　とうの部長と目が合う。


「はぅぅぅぅ、イッセー……ど、どうしよう……」


　──っ。


　ひ、卑ひ怯きようです！　部長！　そんな、アーシアみたいにかわいく困った声とお顔を向けてくるなんて！　完全にお姉さまモードから普ふ通つうの女の子モードじゃないですか！


　グレイフィアさんの訪問、四大魔王さまとのごあいさつ、そして謎なぞの儀式への言げん及きゆう。まったくわからないことだらけが連続で起こっているわけだが……どうやら、俺もその儀式とやらに参加しないといけないようだ。


　本当、俺ってなんでこういうのに巻き込まれるのだろうか？


　赤龍帝だから？　うーん……。


「見てください！　細かな生活用品は全部百均で揃そろえたんです！　日本には百円均一のお店があって、素す晴ばらしい限りです！　安いって最高ですね！」


　百均でしこたま買い物してきたロスヴァイセさんが帰ってきたのは、魔王夫婦が帰ったあとのことだった。





　　　　─○●○─





　てなわけで、その日から数日経たった。


　俺と部長は冥界グレモリー領のとある山さん岳がく地域に存在する遺跡に来ていた。格好は変わらずの駒く王おう学がく園えんの制服だけどね。


　眷けん属ぞくの皆はお家うちでお留守番。皆来たがっていたけど、さすがにグレモリーの重要な場所らしいんで関係者以外踏ふみ込むことすらできないようだ。


　……じゃあ、なんで俺はＯＫなんだって話なんだが。


　眼がん前ぜんに岩いわ肌はだだらけのなかに精せい巧こうな石造りで形作られた遺跡の大きな入り口がある。両りよう脇わきに石柱が立ち並び、石柱と石柱の合間に歴代のグレモリー家の人たちを模もした石像も建っていた。


　はぁ……。全体的に豪ごう華かな創りだ。破損箇か所しよも目立つところにはないように思える。


「ふぅ……。事を急に進めてこの子に嫌きらわれたらどうするのよ……」


　俺の隣となりで深いため息を吐つく部長。かける言葉も見つからないが、パパッとここをクリアして帰ろうじゃありませんか。


「部長、だいじょうぶです。俺がついているんですから、大船に乗ったつもりで──」


　と、カッコつけようとしたときだった。


「とう！」


　謎の声！　見上げればそこには──！


　空高くで何かがキラリと光った。──何者かが落下してくる！　敵か!?　身構える俺の前に──仮面と特とく撮さつ衣い装しようみたいなものを装着した者たちが降ってきた！


　一、二、三、四……五人！　つーか、なんて格好だ！　まるで戦隊ヒーローのような格好だ！　五人とも色まで違ちがう！　赤、青、黄色、緑、ピンク！　体つきからすると、赤、青、緑が男性。黄色とピンクが女性だ。


　そいつらは着地したあと、五人でポージングを決める！


　ドォォォォォオオオオオンッ！


　彼らのうしろで謎の派は手でな爆ばく発はつとカラフルな煙けむりが上がる！　なんだこれ！


「な、何者？」


　部長も警けい戒かいしていた。そりゃ、警戒しますよね！　不ふ審しん人物以外の何者でもないもの！


　真ん中の赤い特撮衣装を着た人がババッとポージングをしながら、叫さけぶ！


「ふははははは！　我われこそは謎の魔王──」


　スパン！


　黄色の人がハリセンで赤い人を殴なぐった。……ていうか、赤い人のいまの声……。


「すまんすまん。コホン。改めて！　我らは魔王戦隊サタンレンジャー！　私はリーダーのサタンレッド！」


「同じくサタンブルー」


「めんどいけど、サタングリーン」


「レヴィアたん……じゃなくて、サタンピンクよ☆」


「……はぁ、えーと、サタンイエローです」


　…………。


　俺と部長は開いた口が塞ふさがらない状態だった。


　……いやいや！　ていうかさ！　あんたら！　魔王戦隊って！


　四大魔王さまじゃねぇかぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああっ！


　どう見てもレッドがサーゼクスさま、ブルーがベルゼブブさま、グリーンがアスモデウスさま、ピンクがレヴィアタンさまだよ！　さっきレヴィアたんとか言いそうになってたもん！


　てことは……イエローはグレイフィアさん？　レッドことサーゼクスさまに慣れた様子で突つっ込んでいたからほぼ確定だよね……。なんだか、恥はずかしそうだし、グレイフィアさんに違いない。


　うわぁぁぁ、サーゼクスさまとレヴィアタンさまなんて見るだけで、ノリノリでやる気満々なのがわかるよ。ポージングばかりしているもん。


「どうだ？　いいポーズだろう。昨夜ゆうべ、息子むすこと一いつ緒しよに練習したのだよ」


「何よ！　私だって、かわいいポーズたくさん考えたんだから☆」


　俺は頭を抱かかえて、その場にひざをついた。


　──冥めい界かいは平和だ！


　平和すぎて涙なみだが出てきました。いやー、そりゃ、俺を模したおっぱいドラゴンが流は行やるわけだよ。こんなに楽しい人たちがトップなんだもん。ああ、サイラオーグさんが魔王になりたいって、これを知ってのことだろうか？　もっと厳げん格かくな冥界がお好みなのかもしれない。えへへ、俺、どうしたらいいかわからなくなってきちゃったぜ☆


「ぶ、部長、ど、どうします？」


　と、部長に訊たずねてみる。お兄さんがこれじゃさすがに部長も……。


「な、何者かしら……。強大な魔ま力りよくを感じるわ。魔王戦隊だなんて……魔王クラスが五人集まったとでもいうの？」


　──っ！　気づいてねぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！


　お姉さま！　それはいかんよ！　致ち命めい的ですよ！　気づいて！　あれ、お兄さん！　部長のお兄さんですよ！　すっげー格好とポーズしているけど魔王です！　てか、目の前の方々、魔王さま全員と最強の『女王クイーン』さまです！　冥界の無敵クラスが集まっていらっしゃるんです！　戦隊ヒーローもどきとして！


　部長の怪け訝げんな表情を見て、サーゼクスさま──いや、サタンレッドが言う。サタンレッドと呼ばせてもらいます。なんだか、流れ的にそんな感じなんで。


「我われ々われはグレモリー家に雇やとわれたのだ。この遺跡には三つの試練がキミたちを待ち受けている。それを見事二人だけの力で突とつ破ぱしてもらいたい。大事なのはコンビネーション！」


　と、レッドが説明をしてくれる横でピンクがあらぬ方向を指さす。


「ハッ！　謎の飛行物体を発見！」


「なに！　皆みんな、一いつ斉せい攻こう撃げきだ！　『滅殺の魔弾ルイン・ザ・エクステインクト』！」


「『覇軍の方程式カンカラー・フオミユラ』、業ごうの式！」


「えーい『零の雫と霧雪セルシウス・クロス・トリガー』！」


「……とりゃー、アスモデウス的な攻撃ぃ」


「えーと、いちおう、イエローショットで」


　チュドォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！


　……かつて見たこともないほどの規模の爆発が空中で巻き起こる。


　魔王クラスが五人同時に空へ一斉掃そう射しやした余波は俺たちだけじゃなく、この山岳地域全体を大きく揺ゆさぶり、空気が激しく震しん動どうし、眼下に広がる森林の動物たちが悲鳴をあげて逃にげていく……。


　あ、空が割れて、見たこともない不気味な次元の狭はざ間まらしきものが広がっていくぞ……。さらに色しき彩さい鮮あざやかで煌きらびやかな光の粒りゆう子しがこの山を包み込んだ。


　オーロラらしき現象まで起きてます……。こんなレアな現象の連発が眼前で……。


「ただの悪あく霊りようじゃないか、驚おどろかすな、ピンク」


「てへ☆」


　ただの悪霊に魔王全員が一斉攻撃でオーバーキルですか!?　魔王の一斉攻撃を食らう悪霊って、どんだけ邪じや悪あくで強大なんですか!?　もうやだ、この人たち！　あんたらがロキを倒たおせば良かったじゃんかぁぁぁぁぁっ！


「それで、試練とは？」


　何事もなかったように部長が話しかけているーっ!?


「ぶ、部長、あれを見なかったんですか……？　なんだか、悪霊に全力攻撃してましたよ、魔王クラスらしき人たちがぁぁぁぁっ！」


「落ち着いてイッセー。悪霊はよくないから倒すべきだわ」


「そういう意味じゃなくて！　あー、もういいです！」


　わかりましたよぉぉぉぉっ！　このノリについていきますよぉぉぉっ！　俺は心のなかで何が起きてもスルーしようと誓ちかった！　つーか、魔王さま全員ノリがいいな！


「我々が各試練を受け持つ！　グレモリーを受け継つぐ若き二人よ！　見事、三つの試練を超こえて遺い跡せきの奥まで到とう達たつしてみせるのだ！　それでは我々は一足先に各セクションで待っているぞ！　フハハハハハハ！」


　レッドが素早く遺跡の入り口に入っていく！　それに残りの四人が続いていった！


　……残される俺と部長。……と、とんでもないことになったぞ……。


　どういう意図があるか知らないけど、この遺跡で待ち受けるのが各魔王さまとは……。


「さて、イッセー！　行きましょう！　ここまで来たら吹ふっ切れたわ！　私とイッセーがどれだけ深い仲か彼らに見せつけてあげましょう！」


　気合のスイッチが入った部長！　こうなった以上はあとには引けない！


　俺は部長と共に各試練とやらを突破することを決めた！








　石造りの通路を越こえると──ひらけた部屋にたどり着いた。


　そこにはピンクの姿が！……てか、レヴィアタンさまだよね。


　ピンクは俺たちの姿を捉とらえると、横チェキしながら叫ぶ。


「さあ、お二人さん☆　最初の試練なのよ！」


　ゴクリ……。何をするんだろうか？　た、戦うのだけは嫌いやだな。相手魔王だし、勝てそうにないし。何よりもかわいいレヴィアタンさまと戦いたくないよ。


「まず最初の試練として……ダンスをしてもらいます！」


　…………へ？　俺はあまりに予想外の試練内容に間の抜ぬけた表情になっていた。


　部長のほうは──ある程度予想していたようでうんうんうなずいていた。


　ええええぇぇぇぇぇ……。こ、これ、どういう試練なの？


「二人のダンスを私に見せて欲しいの！　バツグンの相あい性しようを見せてくれたら、無事クリアとなるわ☆　ほらほら、ダンスダンス！　社交界に出ていく二人にはダンスが大事なのよ！」


　ピンクが指を鳴らすと、音おん響きよう装置がポンッと出てきて、クラシックで優ゆう雅がな音楽を流し始める。ダンス！　マジか！


「ほら、イッセー、いくわよ！」


　部長が手を出してくる。あ、これ、冥界で部長のお母さんに習ったぞ。


　俺は部長の手を取り、あいさつ。そのまま曲にあわせて踊おどりだした。


　……冥界で習ったことだから、そこそこスムーズにいけるな。部長もキレイに踊っているし、時折俺の未熟な部分をうまく誘ゆう導どうしてくれる。


　……こ、これが試練なのか。もしかして、俺が思っていたバトル的な試練は見けん当とう違ちがいなのかも。そうなるとますますわからん。俺は部長の戦せん闘とう面でのサポートをするためにここへ呼ばれたものだと思っていたんだが……。


　ダンスのパートナーとして呼ばれたのかな？


　そんなことを思いながら、ダンスをこなしていく俺。ふと部長と目があうと──部長はほんのり頰ほおを赤く染めていた。……あらら、なぜにそんな反応？


「イッセー。上手よ。お母さまのレッスンがきちんとあなたの身についていたようね。……良かったわ。これでいざというときも……」


　……う、うーむ。部長は瞳ひとみまで潤うるみだしていた。


　そして、曲が終わりを告げ、俺と部長はダンスを終えるときのあいさつを交かわした。


　パチパチパチ。


　ピンクから拍はく手しゆをいただく。


「うふふ。なんだ、心配して損しちゃった☆　二人ともいけるじゃない！」


　賛辞をいただくと共にゴゴゴと眼がん前ぜんの石の扉とびらが重い音を立てて開いた。


「さ、二人とも先に進んで！　第二の試練にゴーなのよ！」


　こうして、俺と部長は何事もなく、第一の試練を突破した。








　いまだ「？？？」状態の俺だが、通路の先に再びひらけた場所が姿を現す。


「……や、ようこそ」


　グリーン──アスモデウスさまが第二の試練を受け持つ方のようだ。


　やる気なさそう。あ、よく見れば眷けん属ぞくらしき女性が二人待機していた。メイド服を着ているぞ。


　見ればその部屋にはテーブルと椅い子すが……。テーブルの上には皿と各種フォークとナイフが並んでいる。


「えっとね、第二の試練はテーブルマナー。僕はここで見ているから、メイド二人にマナーをチェックされながら、食事をしてみてください……と。減点方式だから、ゼロ点になったらゲームオーバーね」


　……しょ、食事のマナー？　もう、理解不能だ。この遺跡って、何の試練なんだろうか……。まるで貴族社会の習わしを一からなぞるような感じだぜ。


　これに部長を参加させることで、改めて上流階級の認にん識しきを持たせようとする試練なのかな？　部長は次期当主だもんね。しかし、なぜ俺が？　疑問はつきません。


　とりあえず、椅子に座ってナプキンを広げて──。


　このように俺と部長の食事が始まった。ナイフとフォークの使い方から、スープを飲むときのスプーンの動きとかも上品にこなしていく。


　この辺は冥界で部長のお母さんやメイドさんたちに教え込まれたんだよな。家でもたまに部長から指し摘てきされていたし。


　つーか、おいしい料理ばかりだ。緊きん張ちようしてるから、細部まで味を堪たん能のうできないけどさ。


　隣となりで部長がエレガントに食べていく。はー、絵になるね。さすが姫ひめさま！　俺もこの人に恥はじをかかせないように細心の注意をはらってクリアしてやるぜ！　そして──。


「以上でお食事は終わりでございます。第二の試練、テーブルマナーも終しゆう了りようとなります」


　メイドの一人が会え釈しやくしながら、そう告げてくれる。


　俺は緊張していた。ダンス以上に食事のマナーは難むずかしい。俺、平民出ですから、気品溢あふれる食べ方なんて無む縁えんでして。部長のお母さんに習わなければ一生わかんなかったよ。


「リアス姫さまはお見事パーフェクトにて合格でございます」


　おおっ、さすが俺の部長だぜ！　メイドさんの視線が俺に来る。ドキドキするな！


「……いくつかの減点がありましたが……高得点で合格でございます。お見事でございました」


　──っ！


　俺はうれしさのあまり思わずガッツポーズしてしまった！


「やったぁぁぁっ！　フォークとナイフ使うとき、音を出してしまったから、かなり不安だったんだけどな！　やれるもんだな俺！」


「よくやったわ、イッセー！」


　むにゅん！


　ぶ、部長が喜んで俺に抱だきついてくるぅぅぅぅっ！　おっぱいの感かん触しよくが最高だ！


　部長……めっちゃ喜んでる。うっすら涙なみだすら浮うかべているし、頰の赤みは増す一方だ。


「さすがイッセー。私が選んだ子だわ。私、うれしくて……。これなら、見事全部果たせるかもしれない」


　おおっ、なんだか、すっげぇ感動していらっしゃる。


「ふあぁぁぁぁ。じゃあ、先に行っていいよ。おめでとさん」


　グリーンはあくびをひとつして、次に続く扉を開けてくれた。


　……これが全部終わるとき、俺と部長はどうなっているんだ？





　　　　─○●○─





　最後の試練に続く通路で俺は部長へ疑問を口にした。


「そういえば部長」


「なに？」


「サーゼクスさまとグレイフィアさんの恋れん愛あいが俺の家で話題になってましたけど、いったいむかしに何が起こったんですか？」


　俺の疑問はそれだ。けっこう気になるんだよね、お二人の馴なれ初そめを。訊きいちゃいけないことなら、二度と訊かないけども。しかし、部長は答えてくれる。


「……そうね。グレモリー眷属のあなたは知る権利があるわね。お義ね姉えさまの姓せいは──ルキフグス。グレイフィア・ルキフグス。代々魔ま王おうルシファーに仕える名門のお嬢じようさまだったの」


「ま、魔王の……腹心一家の出ってことですか？」


　俺の問いに部長はうなずく。


「イッセーも知っての通り、過去、冥めい界かいでは天使、堕天使との戦争継けい続ぞくを唱える魔王派と反魔王派でひと悶もん着ちやくがあったわ。ルキフグス家は旧魔王ルシファーに仕えていたの。ところが当時魔王ですらない、とある貴族の長子がルキフグス家の一人ひとり娘むすめと恋こいに落ちてしまったのよ」


　そう。むかしに起きた天界と冥界の大戦争はお互たがいに神と魔王を失うという結果で終わり、天使も堕天使も悪あく魔まも疲ひ弊へいしきってしまい、種の存続が危険な状態となっていた。それでも戦争継続を訴うつたえる旧魔王の一族とそれに異いを唱える悪魔たちの間でひと悶着あったんだ。結果的に旧魔王派を冥界の隅すみに追いやる形で、いまの悪魔社会がある。いまだその辺の問題では遺い恨こんが残っているそうなんだよね。


　しかし、なんてことだ。ってことはそのひと悶着のときに恋に落ちたのが……。


「それが……」


　俺の言葉に部長が続く。


「ええ、お兄さまとお義姉さまよ。当時、お兄さまは反魔王派のエース。英えい雄ゆうとさえ言われていた。そして、お義姉さまは前魔王側の人間。しかも強力な悪魔として前線にも立っていた。セラフォルーさまと『最強の女性悪魔』の座を争っていたって聞いたわ」


　……そ、そんなことがあったのか。


　敵側同士で恋に落ちてしまったと。複雑な経けい緯いがありそうだったけど、そこまでのものとは露つゆにも思わなかった。


「お兄さまとお義姉さまは派は閥ばつを超えて、戦いくさのなかで恋に落ちてしまった。そして、戦後に愛を深め合ったのよ。素す敵てきよね。冥界の女性の間では二人のラブロマンスが語り継がれるほどに憧あこがれの的なの。私も憧れたものだわ。お義姉さまが普ふ段だんメイドなのはお兄さまと現魔王派への忠誠と考える者もいるけれど、単に家事や細かいことが好きだからなのよ。魔王の妻として細々したものをやるより、メイドの職に就ついて動き回ったほうがやりやすいようなの。メイドのときは立場も徹てつ底ていしたいからって、私たちとの関係もそれに応じたものになっているわね」


　へぇ。確かに敵同士の男女のロマンスって、女性が憧れそうなシチュエーションだな。


　ふと思う。じゃあ、最強同士の間に生まれたミリキャスさまって……才能的に見ると最高クラスのお坊ぼつちゃんなんじゃ？


「……憧れると共に私は二人をとても敬愛し、尊敬しているわ。けれどね、イッセー。同時に感じてしまうの。──優ゆう秀しゆうな二人に比べて、私はダメな妹なのではないか？　って。本当に次期当主でいいのかとさえ思ってしまうこともあるわ」


　部長が落ち込むような表情を浮かべていた。


　そっか。部長は、ずっとお二人と自身を比べていたんだな。兄も義あ姉ねも優秀すぎるがゆえに劣れつ等とう感かんを抱いだいてしまったのかもしれない。そりゃ、兄が魔王で、義姉が最強の『女王クイーン』なら嫌でも比べてしまうだろう。


　俺は部長の悩なやみを耳にして、初めて感じる。誰だれだって、内に抱く大きな悩み事ってのはあるものなんだ。皆みんなの憧れ、二大お姉さまの一人であり、優雅に堂々と立ち振ふる舞まう部長でも悩み事を抱いている。


　部長は一人の女の子なんだから。


　そんな当たり前のことを俺は再び思い知る。部長が一人の女の子なのはわかっていた。けど、そんな悩みがあることまでは知らなかった。気づけなかった。


　俺は部長をうしろから抱きしめた。


「……イッセー？」


　訝いぶかしげに訊いてくる部長に俺はうしろから抱きしめながら言った。


「部長の悩み事……俺にはとうてい想像もつかないものだと思います。けど、俺は部長のことを一度もダメだなんて思ったことありません。部長がいなかったら、俺はこんなに最高の日々を送れることなんてできなかったです。ずっと、ずっと俺にとって最高の女性です。全部知った上でそう思ってます。俺、部長に一生ついていきますから。だから、一いつ緒しよにいろんなものを超こえていきましょう！」


　俺の精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。激げき励れい……なんて呼べるものではないかもしれない。ただ、少しでも力になりたかった。


　部長が俺の手を握にぎってくる。


「……あなたはいつだって私を見ていてくれるのね。そうね。その通りだわ。私、イッセーがいてくれるなら、突つき進んでいけると感じてしまう。私もあなたに夢中なのね、きっと。ええ、超えていきましょう。──共に。これからも、ずっと」


　振り向いたそのお顔は笑え顔がおだった。ああ、この笑顔こそ、部長の魅み力りよくのひとつさ！


　俺はこのリアス・グレモリーの笑った姿を知っているから、突っ走っていけるんだ。


「……けれど、まだ『部長』なのね……」


「何か言いました？」


「……いいえ。なんでもないわ。行きましょう！　最後の試練を突とつ破ぱするわよ！」


「は、はい！」


　進む部長に俺はついていく。


　部長がぼそりとつぶやいた一言。俺は聞き取れなかったけど……。


　俺たちは気持ちを新たに通路を進みだした。儀ぎ式しきとやらの残る試練はあとひとつ！








「や、どうも」


　サタンブルーことベルゼブブさまが待つ試練の場に俺と部長はたどり着いた。


　用意されているのはまた机と椅子だ。机の上には筆記用具とプリント用紙らしきもの。


「最後の試練は筆記問題なんだよ。グレモリー家に伝わる歴史と冥界の一いつ般ぱん知識などなど、悪魔に関することを問題用紙にまとめて、テストとして試験するわけさ」


　テスト!?　うわー、ここに来て一番苦手なものだ！　一気に青ざめる俺！


「てなわけで、着席してもらおうか」


　俺と部長は用意された席に座る。ブルーが魔ま力りよくで大きな砂時計を出現させた。


「じゃあ、制限時間は一時間。テスト開始」


　砂時計が反転されて、テストが始まる！　うおっ、もう始まっちまったぞ！


　俺は急いで数枚あるプリント用紙を表にした。……うぬぬ！　用紙に目を落とし、俺は嫌いやな汗あせを額に滲にじませた。


　──きわどい問題ばかりだ！


　……爵しやく位いのこととか、それに絡からんだ上級、中級、下級悪魔についてとか……。


　魔王、大王、大公がチョー偉えらくて……。爵位は公爵、大だい侯こう爵しやく、侯爵、辺へん境きよ伯うはく、伯爵、子爵、男爵があって、中級が準男爵と勲くん功こう爵しやくだったか？　人間界の爵位と似ているようで悪魔オリジナルの意味合いも含ふくんでて……。ぬ、ぬぅぅぅ……応用問題か微び妙みようだ……。


　俺にとって、解けそうで解けなさそうな絶ぜつ妙みような難易度の問題ばかりだぜ！


　隣で部長がスラスラと書き進めていく！　さすが才女！　この手の問題はお手の物ってわけですな！　まいったぜ。俺、ここまできてテストで赤点採ったら部長や親おや御ごさんに合わす顔がねぇ！


　俺は頭をフル回転させて、プリントと睨にらめっこすることとなった。








「はい、そこまで」


　ブルーの一言で、テストは終しゆう了りようを迎むかえる。砂時計も砂がすべて滑すべり落ちていた。


　…………。


　俺は脳みそフル回転して一時間戦い抜ぬき、燃え尽つきて机に突っ伏ぷしていた。


　……いちおう、全部埋うめられた。あとはテストの採点と合格ラインがどのぐらいかだけだ。


　ブルーが赤ペンでスラスラと採点を進めていく。部長のときは丸の動きばかりだったけど、俺のときは──ペケの動きらしきものが何度も見かけられた。


　……目の前で採点されることがこれほどの緊きん張ちよう感かんを生んでくれるとは……。


　部長は落ち着いている。さすがの貫かん禄ろく。落ちるはずがないと思っているのだろう。俺は生きた心ここ地ちがしないけどね。


「さてさて」


　ブルーがまとめたプリントを机にトントンとする。採点は終わったようだ。


　ゴクリ……。生なま唾つばを飲み込む……。


「リアス・グレモリーは問題なく合格。それで、赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一誠くんは……」


　な、なぜ、そこで黙だまり込むブルーさん！


「合格だが、ここで突とつ然ぜんクイズ！　間ま違ちがったらそこで即そく終了！　兵藤一誠くんのみ答えてもらおうか！」


　なんだそりゃぁぁぁぁっ！　意味不明だぜ！　ベルゼブブさま、カンベンしてくださいよ！


「我ら悪魔は七十二柱という序列がむかし存在した。その旧序列を一位から七十二位まで述べよ」


　な！　それを問題に出しますか！


　むかしの上級悪魔の序列だよな。ええと、冥界で合宿したとき、部長のお母さんに教えられたから、脳みそには入っているんだ！


　俺は絞しぼり出すように一位から順に答えだした。


「バアル、アガレス、ヴァサーゴ、ガミジン、マルバス、ヴァレフォール、アモン、バルバトス、パイモン、ブエル、グシオン、シトリー、ベレト、レラィエ、エリゴス、ゼパル、ボティス、バティン、サレオス、プールソン、モラクス、イポス、アイム、ナベリウス、グラシャラボラス、ブネ、ロノヴェ、ベリト、アスタロト、フォルネウス、フォラス、アスモダイ、ゲアプ、フールフール、マルコシアス、ストラス、フェニックス、ハルファス、マルファス、ロイム、フォカロル、ウェパル、サブノック、シャックス、ウィネ、ビフロンス、ウヴァル、ハーゲンティ、クロセル、フールカス、バラム、アロケル、カイム、ムールムール、オロバス、グレモリー、オセ、アミィ、オリアクス、ウァプラ、ザガン、ヴォラク、アンドラス、フラウロス、アンドレアルフス、キメリイェス、アムドゥスキアス、ベリアル、デカラビア、セーレ、ダンタリオン、アンドロマリウス！　どうだ！」


　はぁはぁ……。全部、言ってやったぜ……。この七十二柱の悪あく魔まは覚えておかないといけないと部長のお母さんに全部たたき込まれたんだ。冥めい界かいにいる間、全部覚えきれなくても、その後もずっと暗記するのを練習し続けてついに覚えきった！


　なかには七十二柱以外の純血の上級悪魔もいるらしいけどね。グレイフィアさんのルキフグス家とやらもそれに当てはまるんじゃないかな。そういう御お家いえは『番外の悪魔エキストラ・デーモン』と呼ばれているんだってさ。


「お見事。では、そのなかで御家断絶している家は？」


　──っ！　ブルーの容よう赦しやない問いが再び俺に襲おそいかかる！　マジか！　断絶した家まで聞いてきますか！　うぬぬぬぬ！　これも一緒に教えられたんだよな！　戦争などで断絶した家のこと！　俺の脳みそよ！　なんとか思いだしてくれ！


　俺は目をつむって、頭に浮うかんだ名前を口にしていく。


「マルバス、ヴァレフォール、ブエル、グシオン、レラィエ、エリゴス、ボティス、バティン、モラクス、イポス、アイム、ブネ、ロノヴェ、フォラス、ゲアプ、マルコシアス、ハルファス、マルファス、ロイム、ウェパル、サブノック、ウィネ、ビフロンス、ハーゲンティ、クロセル、アロケル、カイム、ムールムール、オロバス、オセ、アミィ、ザガン、アンドラス、フラウロス、キメリイェス、アムドゥスキアス、デカラビア、セーレ、アンドロマリウス！　ど、どうだ！」


　今度は先ほどよりも自信が薄うすい！　けど、ベルゼブブさまはうなずいてくれた。


「正解。やるじゃないか。転生悪魔になったばかりだから、知らないと思ったんだけどね。かなりの意地悪問題だったけど……合格を授さずけよう」


　ブルーが拍はく手しゆをくれる。……ベルゼブブさまのイタズラはさすがに応こたえた。いやー、今日一番緊きん張ちようしたぞ……。正直、ダメかと思った。


　ブルーは高らかに宣言する。


「これにてグレモリー家の儀式──男女の試練は終了。おめでとう」


『やった！』


　終了宣言と賛辞をもらい、俺と部長は歓かん喜きの声を出してハグした！


「部長ぉぉぉぉぉっ！　俺たち、無事に完かん遂すいしましたねぇぇぇっ！」


「ええ！　よくやったわ！　イッセー！　これで私たちの仲を疑う者なんていなくなるわ！　ああ、やっぱり、私とあなたは最高のパートナーなのね！」


　よくわからんけど、きっとそうなんだと思います！


　チュッ。チュッ。


　うおおおおっ！　部長が俺のほっぺにいっぱいキスをくれるぅぅぅっ！　もうこれだけで今日がんばったかいがあったってもんだぜ！


　ゴゴゴゴゴ。


　最後の扉とびららしきものが開いた。ブルーがそちらを指で示す。


「さ、奥でレッドがお待ちだ。合格を報告してくるといい」


　俺と部長はうなずきあい、最後の扉をくぐった。





　　　　─○●○─





　通路を進むと、前方から光が──。そこへ出ていくと、天てん井じようがなくなり、冥界の空が広がる。


　……そこは遺い跡せきの最深部らしきところだったが、天井のない場所で驚おどろくほど広かった。


　これ、コロシアムってやつかな？　円形の建造物で見物席と武ぶ舞ぶ台たいがあるもんな。


　俺と部長は見物席の一角から出てきたんだ。武舞台の中央にレッドとイエロー──つまり、サーゼクスさまとグレイフィアさんが立っていた。


　武舞台へ下りる階段を見つけ、そこから下へ進む。


「おめでとうございます、お二人とも」


　イエローが俺たちを快く迎え入れてくれる。ああ、これで終わりか。


　そう思った矢先だった。


　レッドが一歩前に出て、高らかに叫さけぶ。


「よし！　よくぞ、ここまで来た！　しかーし！　これで終われるほど、グレモリー家の試練は甘くないのだ！　兵藤一誠くんには真の最終試練としてこのサタンレッドと戦ってもらうぞ！　見事この私を倒たおしてみせろ！」


　かまえるレッドは紅あかいオーラをまとう！


　なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいっ!?


　俺は驚きよう異いの展開に目玉が飛び出るほど、驚いた！　当然だ、こんなの！　ま、ま、まさか、レッド──サーゼクスさまと戦えってのか！


「魔ま王おう戦隊サタンレンジャーのリーダーとして、一度おっぱいドラゴンとお手合わせしてみたかったのだ！　ふふふふ！　どちらが冥界の真のヒーローになれるか雌し雄ゆうを決しようではないかッ！」


　ノリノリですごいこと言ってるよ、このサタンレッド──いや、サーゼクスさま！　魔王さまと俺が戦うとかってそんな無茶なことできるはずねぇだろぉぉぉぉぉぉっ！


「ふふふ！　サタンレッド！　あなたが何者か知らないけれど、私のイッセーは伝説のドラゴン──赤龍帝よ！　北ほく欧おうの悪あく神しんロキをも倒したドラゴンを相手にするなんていい覚かく悟ごだわ」


　だから、部長！　魔王クラスなんですよ、目の前の人はぁぁぁっ！　た、確かに、先の一件で俺はロキっていう北欧の神さまの一角を倒したけど、あれは伝説の武器やら多くの強い仲間がいたからこそ勝てたわけで俺単独じゃ話にならなかった。


　俺単独で最強の魔王を相手にできるわけないって！


　慌あわてふためく俺に容赦なく、レッドは絶大な滅ほろびの魔力を発し始めた！


「相手はあのロキをも倒した赤龍帝！　緊張するものだ！　これほどの高こう揚よう感かんは久しいものだな！」


　めちゃくちゃ言っとる！　ここはグレイフィアさんに止めてもらうしかない！


「……無理だけはしないでください」


　あっれぇぇぇぇぇっ!?　ＯＫなんですか!?　あなたの夫、一いつ介かいの悪魔に全力で向かおうとしているのですよ!?


「とう！」


　ブオオオオオオオオンッ！


「ぎゃあああああああああっ！」


　サーゼクスさまが俺に容赦なく滅びの魔ま力りよくを放ってきた！　俺はなんとか避さけるが──。


　ギュパン！


　後方に飛んでいった一いち撃げきは、コロシアムの一角を大きく削けずり取った！


　いかん！　俺も部長の滅びの魔力を何度も見ているが、あんなに塵ちりも残さずにキレイさっぱり消す一撃を見るのは初めてだ！　てか、遺跡を壊こわしていいの!?


　何にしても当たったら一発で削さく除じよされる！


　身の危険を知った俺は籠こ手てを出現させ、ドライグに叫ぶ！


「ドライグ！　禁手バランス・ブレイカーになるぞ！」


『おう！　待ちくたびれていたぞ！』


　カウントが始まり、その間、サーゼクスさまは妙みようなポージングを俺に見せてくれていた。


　余よ裕ゆうからか、それとも単にポージングするのが好きなのか。


「変身の間、攻こう撃げきしないのがお約束なのだ！」


　あ、そこはヒーロー的に守るんですね。ありがとうございます。


『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　音声が鳴り響ひびき、俺を包む赤いオーラが鎧よろいの形になっていく！


「禁手バランス・ブレイカー、赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイル！　サタンレッド！　こうなったら、容赦しませんよ！」


「ふふふふ！　望むところだ！」


　かくして、俺は魔王サーゼクス・ルシファーさまと戦うこととなったのだった。
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　──と、戦せん闘とう開始してから十分ほど経過した。


　ぜーはーぜーはー。


　息を切らしていたのはもちろん俺のほうだった。


「どうした、兵藤一誠くん！　こんなものか!?　リアスへの想おもいはこの程度なのか!?」


　余裕のポーズでサタンレッドがポージングする。


　……クソ。格上だと思っていたけど……、とんでもねぇ！　一発も当たらない！


　──ドラゴンショットが全部打ち消されやがった！


　特大なのと、小規模なのを織り交ぜて打ち込んでみたけど、サーゼクスさまの滅びの魔力は桁けた違ちがいだった。俺の攻撃がどれも当たらない！　撃うちだしても縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る魔力の球体に削り取られて消しよう滅めつさせられる！


　レッドの周囲に漂ただようあの滅びの魔力で作られているっぽい球体は、ものは小さいのにえらい威い力りよくだ。触ふれるだけでごっそりと攻撃が消されてしまう。


　ドラゴンの翼つばさを展開して、打だ撃げき合戦をしようと突つっ込こんでもみたけど、簡単に受け流されてしまった。サーゼクスさまは肉にく弾だん戦もアホみたいに強い。手に滅びの魔力を漂わせての打撃。俺の鎧が難なく削られたよ。


　とどのつまり、実力差がありすぎて話にならんというわけです。


　へへへ、これでもだいぶ力をつけてきたと思っていたんだけどね。さすがに魔王サーゼクスさまは厳しいか。


「赤龍帝くーん！　がんば☆」


「気張りなさいな。いまの段階であのサーゼクス相手に十分以上も戦えるなんて将来が有望な証しよう拠こだ。正直、ここまでやれるとは思わなかった。予想以上にいい赤せき龍りゆう帝ていだよ」


「……ＺＺＺＺＺＺ……」


　魔王の皆みな々みなさまも応おう援えん席せきから応援してくださる。楽しそうですね、観戦！　すでにサーゼクスさま以外の方々はマスクを取り払はらって正体明かしてるし！


　ちくしょう！　アスモデウスさまに至っては寝ねてんじゃん！　あの人たち、今日きっと最高に楽しいイベントを堪たん能のうしているんだろうね！


「……滅びの力。まさか！」


　あごに手をやって考え込んでいた部長が何かに気づいたようだ！　やっと気づいてくれたんですね！　そうです！　あの方が──。


「バアル家の出ね！」


　やっぱり、気づいてないぃぃー!?　ま、まあ、さすがに実の兄がヒーローごっこをしているなんて露つゆにも思えないんだろうな……。


　レッドが俺に指を突きつけてくる。


「リアスが好きなのだろう？　こんな調子でいいのかね？　私を倒すぐらいの気き概がいを見せてくれないととてもじゃないが、リアスを任まかせられないな！」


　ごもっともで！　けど、あなたを倒せる奴やつなんて全世界でどのぐらいいるんですか？　って話ですよ！


　仕方ねぇ！　タンニーンのおっさん！　使うぜ！


　俺は大きく息を吸い、肺を空気いっぱいで満たす。息を止め、脳内で腹の中に炎ほのおが渦うず巻まくイメージを浮うかべた。腹の中に魔力で火種を作る！　俺ができる精せい一いつ杯ぱいの火の魔力！


　夏休みの修しゆ行ぎようで得た技わざ、披ひ露ろうさせていただきます！　増加したドラゴンの力を──、


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


『Transfer!!トランスフアー』


　腹の中の火種に譲じよう渡として、口から息と共に一気に吐はく！　マスクの口部分を開いた！


　ボオオオオオオオオオオオンッ！


　俺は口から大火力の炎のブレスをサーゼクスさま目がけて吐きだした！


　これぞ、あの修行で得たドラゴンの十お八は番こともいえる──炎の息！　見た目も威力もおっさんほどじゃないが、ドラゴンショットとは違ちがい、広こう範はん囲いに攻撃できる！　これでサーゼクスさまを熱してみるぜ！　ちなみに名前は『炎の息フレイムブレイズ』と、見たまんまです！


「見事なドラゴンの息だ。だが──」


　サーゼクスさまはうんうんとうなずいたあと、手を横に薙なぐ──。滅びの球体が動き回り、炎の中に潜もぐり込むと──突とつ然ぜん大きく膨ぼう張ちようした！


　ギュパァァァァァァン。


　膨張した球体は滅びの力を広げて、炎を広範囲に消し去ってしまう。あの球体、あそこまで大きくもできるのか！　吐きだした炎が丸ごと削られ、残った部分も霧む散さんした。


『相棒。長期戦は不利だ。やるなら一気に決めたほうがいい』


　そうは言うがな、ドライグよ。勝算あんの？


『……厳きびしいな。正直、ここまで強いとは思わなかった。もしかすると、旧ルシファーよりも強いのではないか？　単純なパワー──破は壊かい力も凄すさまじいのだろうが、それ以上にあの滅びの魔力は別次元のものだ。「消滅」という一点に技術と才能をつぎ込んでいるな。あれで消せないものはないのかもしれんぞ』


　そんな情報欲しくありませんでした！


　絶望的な局面で……イエローことグレイフィアさんが俺を手招きする。な、何事ですか？


　グレイフィアさんの隣となりには部長のお姿が。


　俺はサーゼクスさまから視線を離はなさずにグレイフィアさんのほうへ駆かけ寄よった。


「な、なんでしょうか？」


　兜かぶとのマスクを収納して訊きく俺にイエローは告げてくれる。


「一誠さん。リアスのお乳ちちを触さわりなさい」


　──っ！


　衝しよう撃げき的な発言に俺の鼻から血が噴ふきだし、部長のお顔は真っ赤になった！　そりゃ、急にそんなこと言われれば俺も部長も困っちゃうぜ！


　イエローがバッと魔力で簡易試着室みたいなものを出現させるとそこへ俺と部長を放ほうり込む！


　イエローは部長に諭さとすように言った。


「いいですか、リアス・グレモリー。私からのアドバイスです。あなたは赤龍帝を誰だれよりも深く信しん頼らいしているはずですね。それならば、彼の特性も承知でしょう。──そう、彼はお乳ひとつで様変わりするのです」


　グレイフィアさんに改めて言われると辛つらい！　そうですよ！　どうせ俺はお乳ひとつで様変わりするおっぱいドラゴンですよ！


『そうだねー。その通りだねー』


　あ、ドライグの声が棒読みで無感情なものにぃぃぃぃっ！　しっかりしてくれよ、赤龍帝！


　部長は……考え込むようにあごに手をやったあと、力強くうなずいた。


「敵か味方かわからないあなたにそのようなアドバイスされるのも癪しやくだけれど、いまはそれしかないわね」


　部長、イエローがグレイフィアさんだって、まだ気づいていないんですね……。


　と、部長が制服を脱ぬぎだしたぁぁぁぁっ！　白いお肌はだ、丸くておっきいおっぱいが徐じよ々じよにお姿を見せていく！


　パチン。


　ブラのホックを外した瞬しゆん間かん、解き放たれたお乳がぶるるんとお出ましにぃぃぃぃっ！


　ピンク色の乳ち首くびは何度見ても飽あきません！　俺は感かん涙るいを流した！　やっぱり、部長の生乳は無敵艦かん隊たいだよ！　最高だよ！　ぷっくりと先せん端たんが隆りゆう起きしていて、死んでもいいとさえ思える！


　部長は決意の眼まな差ざしで言う。


「さあ、イッセー！　この試練を突とつ破ぱできるのなら、喜んでこの胸を貸すわ！　私はあなたと共にこの試練を突破して、皆みんなに認めさせたいの！　行きましょう、イッセー！」


　部長ォォォォォォォォッ！　お乳をぶらりと出して決意のお言葉を俺に投げかけてくれるのですね！　俺！　俺、部長と共にこの試練を突破しますよ！


「部長！　リアス・グレモリーさま！　俺はあなたの乳を触って、あなたと共にこの試練を、サタンレッドを打ち倒たおしてみせます！」


　俺は手の部分だけ鎧を消して、部長の胸目め掛がけて両手の照準を定めた！　手のひら全部だ！　両手の五指全部で部長の胸をもむ！


「俺はあなたの『兵士ポーン』！　そして、赤龍帝の兵藤一誠ッ！　見せてやるぜ、おっぱいドラゴンの意地ってやつをよォォォォォォッ！」


　むにゅぅぅぅぅっ！


　俺の両手の五指が部長の豊かな乳に埋まい没ぼつしていく。あくまでソフトにゆっくりと味わうように！　両手全体が極ごく上じような質感のやわらかおっぱいに包み込まれていくようだ！


　もみもみっと！　手を動かしたぜェェェェェッ！　すんげぇぇぇぇ感かん触しよくだッ！


　ブバァァァァァァァッ！


　鼻血も最大級に噴き出た！


　ああああああっ！　やわらかむちむちのおっぱいの感触が俺の手を伝わって脳みそを刺し激げきしてくれる！　これだ！　これぞ、部長のおっぱいっ！


「……いやんっ」


　──ッ！


　トドメとばかりの部長の桃もも色いろ吐と息いき！　俺の両手で部長が鳴いた！


「うおおおおおおおおおおおおおおおっ！　きたきたきたきたきた！」


　俺の体をドラゴンの力が巡めぐっていく！


　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　鎧の各所からドラゴンのオーラが勢いよく噴きだした！　宝玉の数々もいっそう赤い閃せん光こうを放ち始める！


　力が溢あふれてくるぜ！　部長のおっぱいパワー！　俺をここまで高めてくれるんだ！


　これぞ、おっぱいドラゴンとスイッチ姫ひめなのかもしれない！


「どうせ、やるなら一発勝負！　ドライグ！　このパワーを全部乗せてドラゴンショットでサタンレッドをぶっ飛ばすぜぇぇぇっ！」


『応ッ！　任まかせろ！』


　全エネルギーを両りよう腕うでに集中！　目標は──サタンレッドことサーゼクスさま！


　サーゼクスさま！　俺と部長の想おもいを受け止めてくださいっ！


「それでいい！　こい！　キミとリアスの愛が生んだ一いち撃げき！　兄として、義あ兄にとしてぜひとも受け止めたい！」


　サーゼクスさまの周囲を飛んでいた滅ほろびの球体も一点に集中し始めた！　俺の一撃を正面から受け止めるつもりだ！


「望むところです！　サタンレッドォォォォォォッ！　いっけぇぇぇぇぇっ！　俺と部長が生んだドラゴンショット・ネオバストバーストォォォォォォッ！」


　俺はその場で浮かんだ強化版ドラゴンショットの名を叫さけびながら、前方へ撃ちだした！





　　　　─○●○─





「…………あら？」


　気づくと目の前に部長のお顔があった。……後頭部が得ているやわらかな感触。これは部長のひざ？　そっか。俺、部長に膝ひざ枕まくらしてもらっているんだ。


「気づいた？　うふふ、イッセーったら、あのあと気を失ってしまうんだもの」


　笑えむ部長。俺は上半身だけ起こすと──コロシアムの武ぶ舞ぶ台たい中央だった。周囲に目を配ると大きく破壊されたコロシアムの姿がっ！


「イッセーとサタンレッドの戦いでこの闘とう技ぎ場じようもボロボロね。あとで修復チームを派は遣けんしないといけないでしょうね」


　あー、そこまで破壊してしまいましたか。いやはや、あのときは夢中だったから、そんなところまで思考が及およばなかったよ。


「あっ。サタンレッドは？」


「消えたわ。他ほかの者たちもね」


　……倒したわけじゃないだろうな。


　そのとき、心のなかでドライグが話しかけてくる。


『相棒』


「ん？　なんだ、ドライグ」


『あの魔王ルシファー。いまのドラゴンショットを打ち消したぞ。悪あく魔まのなかでも異例の強さを誇ほこるとは思ってはいたが、ここまでとはな……。あのあと、爆ばく発はつの余波に紛まぎれて、他の魔王共々素す早ばやく退ひいたようだが。ま、あの男を相手に現時点でここまで戦えるだけでも十分に成長している。数か月前だったら、一瞬のうちに倒されていただろうな』


「──っ」


　マジか。かなりの力を込めたし、ロキ戦以降も俺は修練を怠おこたることなんてなかった。


　いまのドラゴンショットにはそこそこの自信を持っていたんだけど……。部長の乳をつついて得たパワーでも無理ってか。でも、あそこまで戦えただけでもすごいと自分でも思う。


　ドライグの声も少し畏い敬けいの念が含ふくまれているような気がした。こいつがこんなことを言うのはフェンリル以来だ。って、つい最近だけどさ。


　やっぱり、サーゼクスさまはすげぇってことだろ。


「二人ともよくやったね」


　──っ。サーゼクスさまのお声だ。


　そちらへ視線を向ければ、いつものサーゼクスさまがそこにいた。メイド服姿のグレイフィアさんも横に待機していた。


「お兄さま。いまこちらへ？」


「ああ、そろそろ試練が終わった頃ころだと思ってね」


　……部長、マジ気づいてください。レッドがサーゼクスさまでしたよ。サーゼクスさまもネタバレしてあげてくださいよ！


　俺と部長がその場で立ち上がると、サーゼクスさまは俺と部長の肩かたに手を置く。


「よくやった。二人とも合格だ」


　その一言に俺と部長は顔を見合わせて、笑った。


　やった！　なんだか、いろいろな試練を受けて、あげくにサーゼクスさまとも一戦させられたけど、なんとかクリアみたいだぜ！


「これで旦だん那なさまも奥方さまもご安心されることでしょう」


　グレイフィアさんもそう言ってくださる。いまは完全にメイドモードなんだね。


「イッセーくん、突とつ然ぜん、このような儀ぎ式しきに巻き込んでしまって悪かったね」


　サーゼクスさまが謝ってくる！


「い、いえ！　そ、そんな！　結果的に部長のお乳も触さわれたんでＯＫです！」


　本音だった。まあ、楽しかったしね。部長のおっぱいは本当に良かった！


「そう言ってくれると助かる。私もキミとリアスの今後が気になっていたからね。おかげで今日の出来事は良い未来を垣かい間ま見みられた。──リアスを頼たのむよ、イッセーくん」


「はい！」


　なんだか、難むずかしいことはわからんけど、部長のことは生しよう涯がい守るぜ！


　惚ほれた女性だもん！


「おめでとう、リアスちゃん！」


　横から突然現れたレヴィアタンさまが部長に飛びついた。あらら、いつの間に。


「……あー、やっと終わった」


　ため息混じりなのはアスモデウスさま。試練の監かん督とく、お疲つかれさまでした。でも、きちんと魔王業だけはしてくださいね。


　そんな風に思っていると、俺の眼がん前ぜんに近づく人ひと影かげが──アジュカ・ベルゼブブさまだった。俺のほうをマジマジと見ている。というよりも俺の神器を興味深そうに見ていた。


「少しばかり、キミのなかの『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を見てもいいかな？」


　言うなりベルゼブブさまは俺の胸に人差し指を突つきつけて、小さな魔ま方ほう陣じんを幾いく重えにも展開させた。


　魔方陣に記された悪魔文字や数字やらが物もの凄すごい勢いで動き回っていた。


「へぇ。おもしろいことをしようとしているじゃないか。神器のなかに潜もぐっているね？　神器に魂たましいを封ふうじられたタイプだからこそ、できるやり方だ。……その可能性を提示したのは堕だ天てん使し総そう督とくのアザゼルだろうかね」


　楽しそうに笑んでいた。ちょっと見るだけでそこまでわかるのか!?　技術に秀ひいでた人だとは聞いていたけど、ここまでだなんて！


　先生！　一いつ瞬しゆんで先生の仮説をこの魔王さまに知られてしまいましたよ！


「……駒こまの力、特性が何かに作用されて少々変質しつつある。これはおもしろい現象だ。俺のプログラムには書かれていないコードで上書きされているね。俺の目測だと『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の影えい響きようだとは思うけども……。上書きが雑だ。このプログラムでは誤作動しやすいな。──よし。俺がキミのなかにある『悪魔の駒イーヴイル・ピース』にひと工く夫ふうをしてみようじゃないか」


　──っ！


　突然の申し出に俺は驚おどろいた。


「い、いいんですか？　こんなことをして。レーティングゲームとかの不正になるんじゃ？」


「もちろん、ゲームのときは発動できないようにするけど、実戦では使えたほうがいいだろう？　いや、ゲームで使えてもおもしろいか。イレギュラー好きの観戦者にウケがいいかもしれない。ルールと対戦相手しだいということにしておこう。ま、キミは赤せき龍りゆう帝ていだから、これからも敵勢と相対する。能力のアイディアが活用できる環かん境きようのほうがいい。何よりもそちらのほうが見ているほうも楽しそうだ。それに身内の暴走を止めてくれたお礼もあるしね」


　──身内。ディオドラのことだ。


　アーシアの件があったとはいえ、俺がボコボコにして、そのあと旧魔王の幹部に殺されてしまった。ベルゼブブさまはアスタロト家の出身だもんな。


「キミはそのことを気にしないでくれ。悪いのは全部こちらだしね。逆に迷めい惑わくをかけて申し訳ないぐらいさ」


　そう言うなり、再び魔方陣を幾重にも出現させ、調整しているようだった。


　この方自身はあまりその辺の事件に興味がなさそうな口ぶりだ。あの事件で一番気にしていないのはこの方だったりして。


　ふいに思ったことを口にしてみる。


「あの……『悪魔の駒イーヴイル・ピース』にどれぐらい隠かくし要素とかいうのを入れたんですか？」


「教えるわけがないさ。そういうのはユーザー側に見つけて欲しいのが作り手ってものだからねぇ」


　などと返されてしまった。本当、つかめない方だな。悪魔のことを『ユーザー』だってさ。何か独特のこだわりが感じられた。


　サーゼクスさまが苦く笑しようしながらおっしゃる。


「アジュカは悪魔のなかではかなり珍めずらしい『創造』する側の者だ。おかげで冥めい界かいの技術力は五段飛びぐらい発展したのだが、普ふ段だんの魔王業には無む頓とん着ちやくなのだよ」


「俺は創つくって遊んでいたほうが性しように合うんだよね」


　へぇ、確かに悪魔としては珍しいタイプかも。


　レヴィアタンさまが俺に耳打ちしてくる。


「サーゼクスちゃんとアジュカちゃんって、むかしから友人でライバル同士だったの。どちらもルシファー候補だったんだけど、人をまとめるという点でサーゼクスちゃんのほうが優すぐれていたからサーゼクスちゃんがルシファー、アジュカちゃんがベルゼブブになったのよ☆」


　へぇ、そんな過去が……。ライバルか。俺とヴァーリみたいなもんか？　いや、ここまで打ち解け合ってはいないけどさ……。あいつとは基本敵同士だし。


「二人とも働きすぎなんだよ……。もっとゆっくりいこう……。僕、ついていけないよ……。働いたら負けなんだよ……？」


　……アスモデウスさまも珍しいタイプの魔王さまだよね。マジ、働いてください。


「よし、これでいいかな」


　調整を終えたらしいベルゼブブさまは魔方陣を消した。


　……胸を摩さする俺。俺としては変わった感覚が伝わってはこないんだが……。


「……何か変わったんですか？」


「変えるのはこれからのキミ自身さ。俺がやったのは切きっ掛かけ。鍵かぎがかかった数多くの扉とびらの前に鍵を用意したに過ぎない。多くの扉からどれかを選び、鍵を開け、その先を進むのはキミだ」


　……ようするに要素はもらったけど、それをどうしていくかは俺しだいってことか。


「ベルゼブブさまってうちの先生──アザゼル先生と気が合いそうですね」


　二人とも技術者気質かたぎだから、合うような気がしたんだけど、ベルゼブブさまは首を横に振ふった。


「いやいや、彼とは合いそうに見えて合わないと思うよ。彼は元もと存在しているものを研究、開発するのが得意であって、俺は無いものを一から創るのが好きなんだ。似ているように見えて、その微び妙みような差は大きいだろうね」


　うーむ、そういうものなのかなぁ。首をひねる俺。ベルゼブブさまは踵きびすを返した。


「さ、帰ろうかな。俺は人間界でとある『ゲーム』を創って運営しているんでね。俺がいなくなると支障が出たりする」


「アジュカ、例の一件か？　それとも趣しゆ味みか？」


　サーゼクスさまの問いにベルゼブブさまは口の端はしを吊つり上げて笑った。


「ああ、趣味は大事にしたいものだ。そうだ、赤龍帝くん。キミも俺のゲームに参加しないか？　なーに、ケータイ電話ひとつで参加可能だよ？」


　俺にそのようなことを訊きいてくるが、ちょっと不気味だったので、


「い、いえ、遠えん慮りよしときます」


　遠慮した。ベルゼブブさまは苦笑する。


「そうか。それは残念だ。また会える日を楽しみにするよ。──革新したまえ」


　ブゥゥゥン。


　魔方陣を展開させたベルゼブブさまは空気を震ふるわせると共に転移の光のなかへ消えていった。


　いつの間にか、アスモデウスさまも消えてる。早々と退散したのかな。


「さて、邸やしきのほうで試練突とつ破ぱのパーティを催もよおす予定だ。リアスの眷けん属ぞくたちもすでに呼び寄せてあるんだよ」


　サーゼクスさまはそうおっしゃる。


　マジですか。皆みんな、冥界に来ているのか。しかも俺と部長の試練突破のパーティとか！


　ちょっとうれしいかも！　うまい料理食える！　さっき食べたけど、今日はいろいろあったから、お腹なかが空すいてしまったよ！


　ん？　グレイフィアさんが魔方陣を展開させてる。何をするつもりなのかな？


　怪け訝げんに思う俺の眼前で魔方陣から、鷹たかだかライオンだかわからない生物──グリフォンが出現する。あ、こいつは見覚えある！


「婚こん約やくパーティから脱だつ出しゆつするときに俺と部長が乗った奴やつだ！」


　俺の言葉にサーゼクスさまがうなずかれる。


「そう。私たちは魔方陣で一足早く帰るが、キミとリアスはこれで邸まで帰るといい」


　なぜ？　魔方陣のほうが早いと思うんだけど……。


　訝いぶかしげに感じていた俺にグレイフィアさんが耳打ちする。


「お嬢じようさまへのサービスですから。一誠さまは道中お願い致いたします」


　サ、サービスですか……？　最後までわからないことだらけだったぜ。


「リアス、イッセーくん。最後に。パーティで発表する予定のことだが、先に二人に伝えておこう。──サイラオーグとのゲームが決まった」


「「──ッ!?」」


　サーゼクスさまの報告に俺と部長は同時に驚いていた。……そっか、ついに。


「開かい催さい日時は駒王学園の学園祭と同時期になりそうだ。あとのスケジュール調整はこちらでおこなうが、それだけは覚えておいてほしい」


　修学旅行の次が学園祭だ。修学旅行から帰ったら、ついにあの人とゲームか。


　……へへっ、二学期はイベントが目白押しだな。


　俺と部長はそれを確かく認にんしたあと、グリフォンに跨またがり、空に飛び出していった。








　冥界の空をグリフォンで飛ぶこと十数分ほど。


　俺と部長は気持ちいい風に当たりながら、空から地上の景色を見ていた。


　思いだすな。一学期の頃ころを。婚約パーティに乗り込んで、初めて禁手バランス・ブレイカーになって、ライザーをぶっ飛ばした。そして、部長を連れて逃にげだしたんだっけ。


　俺のうしろに乗る部長はふいに俺の背中に身を寄せてきた。


「……あのときのこと、思いだすわね」


「俺もです」


　そっか、部長も同じこと考えていたんだね。


「あのとき、グリフォンの上で言ってくれたこと、覚えてる？」


「ええ。俺は何度でも部長を助けに行きます。俺はリアス・グレモリーの『兵士ポーン』ですから」


「うん」


　部長が俺の腰こしに手を回した。ぴったりとくっついて、離はなれないようにしてくる。


　……幸せだなぁ。俺、マジでいま幸せだ。惚ほれた女性と空のドライブだもんな。こんな幸せはないよ。


　あ、そうだ。あのときの台詞せりふ、続きがあったよな。


「俺、部長の処女が欲しいのはいまでもかわりません！」


　力強く言うと、部長は呆あきれたように嘆たん息そくした。


「……もう、少しは雰ふん囲い気きを考えなさい」


　怒おこられてしまった。うーむ、我ながら欲よく望ぼうに忠実すぎたか。


　などと、心のなかで反省していると部長が小さく笑いながら言う。


「ずっと一いつ緒しよよ。愛いとしいイッセー」


「はい、もちろんです」


　俺もいつか、「愛しいリアス」って言ってみたいと心からそう思った。






　　あとがき







　お久しぶりです。想像以上に自由すぎた短編集だったのではないでしょうか。


　前巻のあとがきで短編集が７．５になるとお伝えしたのですが、都合により８となりました。申し訳ないです。てなわけで、各短編をご紹介～。





『アクマのおしごと』　時系列──１巻後


　このお話は記念すべき短編第１話です。掲けい載さい時じ、アーシアは出てきませんでした。短編集仕様にしましたよ。１巻発売の同月に出たドラゴンマガジンに掲載されました。シリーズ始めの大事な販はん促そくなのにもかかわらず鎧よろ武いむ者しやを出すという暴ぼう挙きよに出た当時の私。何があったのでしょうか……。８巻のサブタイトル元になりました。


『使つかい魔まの条件』　時系列──２巻後


　このお話はみやまさんの提てい案あんから生みだされた短編です。私がポ○モン好きだと知ったみやまさんが担当さんに「ポ○モンみたいなお話でいいのではないでしょうか？」と意見をくださいまして、私も気合を入れて書きました。劇中、それらしい人物や攻こう撃げきをする魔物がいますが気にしてはいけません。ラッセーのタイプはドラゴン『電気です。てか、グレモリー眷けん属ぞくは悪魔だから、悪タイプばかり……。格かく闘とうにめっぽう弱いです。


『メモリー・オブ・おっぱい』　時系列──３巻後


　ドラマガ付録のポスター裏に掲載されたショートショートです。ある意味、おっぱいドラゴン──イッセーが形成された重要なお話です。紙かみ芝しば居い屋やのおじさんと出会わなければイッセーは今いま頃ごろどうなっていたのでしょうか……。想像できない。


『テニスのおっぱい様』　時系列──４巻後


　テニスものがやりたいと担当さんと話していて出来上がったのがこれです。これもまた酷ひどい話です。前巻のあとがきで「雪女が登場します！」と予告しましたが、皆みなさんいかがでしたでしょうか？　私もまさか、気合の入った萌もえ萌もえゴリラのイラストが出来上がるとは思っていなかったので、見た瞬しゆん間かんに爆ばく笑しようしました。みやまさんはかわいい女の子から衝しよ撃うげ的きてきな雪女まで描えがけてしまう最高のイラストレーターさんです！


　なお、某ぼう庭球の王子さまとは関係ございません。


『地じ獄ごく先生アザゼル』　時系列──４巻後


　これは短編連載一発目のお話。アザゼル先生の活かつ躍やくを見せつつ、リアスとアーシアの幼女版を書きたいという一心で書きました。劇中でスーパーロボットが出てきますが、基本的に短編は長編以上になんでもあり＋パラレル分ありなんで、ロボットだって登場します。この頃から、朱あけ乃のさんのお色気要員的なポジションが出来つつありました。


　なお、某地獄先生とは関係ございません。


『３００スリーハンドレツドイッセー』　時系列──５巻後


　ドラマガの企き画かくに参加したお話。三百という数字をテーマに作りました。イッセーが三百人に増えるという悲劇を描いてみました。


　なお、某屈くつ強きような三百人の男性が活躍する映画とは関係ございません。


『楽しい紅髪グレモリー一家』　時系列──７巻後


　設定補ほ完かん的な面もあった書き下ろしです。サーゼクスやグレイフィアについても掘ほり下げました。サーゼクス眷属は化け物揃ぞろいだと周囲もイッセーも畏い怖ふしてますが、リアスの眷属もイッセーをはじめ怪かい物ぶつだらけだとは思います。恐おそろしい兄妹です。


　担当さんが「リアスが最近目立ってないからひとつお話作りましょう」と意見をくださいまして、書き進めることになったのです。メインヒロインなのですが、朱乃の攻勢に押されつつあったので……。朱乃の人気が高すぎる！　いや、部長も人気ですよ？


　今回、初登場の者たちもいました。四大魔王でまだ顔を出していなかったアジュカとファルビーことファルビウム。元サーゼクスのライバルと怠なまけ者の魔王。アジュカのほうはサーゼクスと同クラスの実力者ですが、生きつ粋すいのクリエイター肌はだで裏方派です。


　アジュカの発言は昔からのファンならわかるサービス的な面もあります。そして、何かがあるかもしれないことを意味している……かも？


　裏設定的なものを。サーゼクスの眷属に『深海の光魚バハムート』がいて、セラフォルーの眷属に『陸の魔獣王ベヒーモス』、アジュカの眷属に『冥めい府ふの王おう蛇じやファラク』、ファルビウムの眷属に『蒼あおき聖牛クジャタ』がいます。全部伝説上の魔獣です。


　設定だけなので出てくることは……ほぼないかな。設定好きのファンに贈おくります。


『番外の悪魔エキストラ・デーモン』とは七十二柱ではないけど、有名な悪魔のことです。なかにはメフィストフェレスなど、めちゃ強い悪魔もいますが、冥めい界かいの奥地に自主的に引っ込んでいて現悪魔政府とは一定の距きよ離りを取っています。御家も数えるほどしか生き残ってません。グレイフィアの家も彼女以外生死不明です。『番外の悪魔エキストラ・デーモン』に関しては現状設定のみです。





　第三部はイッセーが悪魔世界の内側と外側でいろいろなものを見て知って体験することで成長していくお話でもあります。内側は悪魔業界、外側は他の勢力と接せつ触しよくします。イッセーはそこで何を得ていくのでしょうか。『禍の団カオス・ブリゲード』も再び動きだします。


　しかし、魔王が相手でも真っ正面から突つっ込こむとは……。相変わらずの熱血野や郎ろうです。


　イッセーがアジュカに何かをされましたが……さてさて、次巻どうなるのか!?


　次回はついに修学旅行編。イッセーたち二年生が京都で大暴れ（？）します。





　ここで謝しや辞じを。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、八巻無事に発売できました。ありがとうございます！　尺しやくの都合上、連載分のイラストを全部掲載できなかったのが悔くやまれます。Ｄ×Ｄイラスト集とか欲しいよね。作者の私が欲しいぐらいです。


　ファンの皆さまにお礼を申し上げます。おかげさまで売り上げもまだまだ上り調子であります！　どこまで続けられるかわかりませんが、いけるだけいってみようと思ってます。どうぞ、これからも応おう援えんのほどよろしくお願い致いたします。


　また短編集を出せたら、今度はヴァーリチームの書き下ろしをやりたいものです。





　実は他のお話も書いていたりします。Ｄ×Ｄと同時展開ができたらいいなーと。


　そちらのほうはＤ×Ｄと同一世界観シエアード・ワールドですが、Ｄ×Ｄファンでも新規ファンでも楽しんで読めるようにしたいです。現状、Ｄ×Ｄ最優先なので気長にお待ちください。


　実はこの短編集にいくつか要素が隠かくされていたりする……かも。応援よろしく！
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